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序

　本県には、旧石器時代をはじめとする１万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数多く残されてい
ます。それらは、地域の風土と歴史を生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、伝統を正しく理解
するのに欠くことのできない歴史資料です。同時に、それらは、県民のみならず国民的財産であり、
将来にわたって大切に保存し、活用を図らなければなりません。
　一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたっては、
環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにある埋蔵文化財保護との調和も求
められるところです。
　当事業団埋蔵文化財センターでは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業
によって止むを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置をとってま
いりました。
　本報告書は、一般県道平泉停車場中尊寺線電線共同溝整備事業に関連して、平成 24 年度に発掘調
査された無量光院跡第 26 次調査と平成 25 年度に発掘調査された花立Ⅰ遺跡第 30 次調査・花立Ⅱ遺
跡第 24 次調査の成果をまとめたものです。今回の調査により、無量光院跡では、12 世紀の池跡、池
の排水溝、整地層、堀跡などが検出され、平泉藤原氏時代後半に造営された無量光院跡の池の構造を
解明する上で貴重な資料を得ることができました。また、花立Ⅰ遺跡からは旧河道が、花立Ⅱ遺跡で
は無量光院西側にある堀の続きが見つかりました。これらは極めて重要な発見といえます。
　本書が広く活用され、埋蔵文化財についての関心や理解につながると同時に、その保護や活用、学
術研究、教育活動などに役立てられれば幸いです。
　最後になりましたが、発掘調査及び報告書作成にあたり、ご理解とご協力をいただきました岩手県
県南広域振興局土木部、平泉町教育委員会をはじめとする関係各位に深く感謝の意を表します。

平成 27 年３月

公益財団法人　岩手県文化振興事業団

理　事　長　菅 　 野 　 洋 　 樹



例　　　言

１　本報告書は岩手県西磐井郡平泉町平泉字花立地内に所在する無量光院跡第 26 次調査と同町平泉
字花立地内の花立Ⅰ遺跡第 30 次調査・花立Ⅱ遺跡第 24 次調査の発掘調査成果を収録したものであ
る。

２　上記３遺跡の調査は、一般県道平泉停車場中尊寺線電線共同溝整備事業に伴う緊急発掘調査であ
る。調査は岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課と岩手県県南広域振興局土木部との協議を経て、
公益財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが実施した。

３　岩手県遺跡台帳に登録される各遺跡の遺跡番号と遺跡略号は次のとおりである。
　　　無量光院跡第 26 次調査：遺跡番号ＮＥ 46 － 0365、遺跡略号　ＭＫ－ 12 － 26
　　　花立Ⅰ遺跡第 30 次調査：遺跡番号ＮＥ 76 － 1013、遺跡略号　ＨＤ－ 13 － 30
　　　花立Ⅱ遺跡第 24 次調査：遺跡番号ＮＥ 76 － 1015、遺跡略号　ＨＤ－ 13 － 24
４　発掘調査の期間、調査面積、担当者は次のとおりである。
　　　無量光院跡第 26 次調査　平成 24 年６月４日～ 12 月５日、1,390㎡、
　　　杉沢昭太郎・伊藤みどり・田中佑有
　　　花立Ⅰ遺跡第 30 次調査・花立Ⅱ遺跡第 24 次調査　平成 25 年４月 10 日～ 12 月 12 日　2,175㎡（花
　　　立Ⅰ遺跡）、795㎡（花立Ⅱ遺跡）、杉沢昭太郎・白戸このみ・佐藤奈津季
５　室内整理の期間・担当者は次のとおりである。
　　　無量光院跡第 26 次調査 平成 24 年 12 月 1 日～平成 25 年３月 31 日、整理担当：杉沢昭太郎、伊藤みどり
　　　花立Ⅰ遺跡・花立Ⅱ遺跡 平成 25 年 12 月１日～平成 26 年３月 31 日、整理担当：杉沢昭太郎、白戸このみ
６　野外調査における基準点測量・写真撮影にあたっては次の機関に委託した。
　　　基準点測量：株式会社一測設計
　　　空中写真撮影：東邦航空株式会社
７　遺物の分析・鑑定にあたっては次の機関に委託した。
　　　花粉分析：㈱古環境研究所・㈱パリノ・サーヴェイ
　　　種実同定・胎土分析：㈱パリノ・サーヴェイ
　　　年代測定：㈱加速器分析研究所
　　　木製品の樹種同定：古代の森研究舎
　　　火山灰同定：㈱火山灰考古学研究所
　　　木製品の保存処理：岩手県立博物館
８　発掘・整理・報告にあたっては次の方々に御指導・御協力いただいた（順不同・敬称略）。
　　　岩手県県南広域振興局土木部、平泉町教育委員会、岩手県教育委員会、岩手大学
９　本報告書の執筆は、Ⅰ章の調査に至る経過は、岩手県県南広域振興局土木部に原稿を依頼した。

Ⅱ～Ⅵ・Ⅷ章は杉沢が執筆した。報告書の編集・校正は杉沢が行った。
10　本遺跡の調査成果は､ 先に、『現地公開資料』（平成 22 年）、『平成 24 年度発掘調査報告書』（岩

文振第 620 集）『平成 25 年度発掘調査報告書』（岩文振第 630 集）に発表しているが、本書の内容
が優先するものである。

11　本遺跡の調査で得られた一切の資料は、岩手県立埋蔵文化財センターにおいて保管している。
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Ⅰ　調査に至る経過

　無量光院跡及び花立Ⅰ遺跡、花立Ⅱ遺跡は、一
般県道平泉停車場中尊寺線の電線地中化事業に伴
い、その事業区域内に存在することから発掘調査
を実施することとなったものである。
　本路線は平泉駅と中尊寺を結ぶ平泉町内の主要
な観光路線であり、本路線上には世界遺産として
登録されている無量光院跡を初め多数の遺跡があ
る。このため、世界遺産にふさわしい景観に配慮
した歩車共存道路として整備することを目的とし
て電線地中化事業に着手したものである。
　当事業の施行に係る埋蔵文化財の取扱いについ
ては、岩手県県南広域振興局土木部一関土木セン
ターから平成 22 年 12 月 16 日付け一土セ号外「埋
蔵文化財に関する協議について」により岩手県教
育委員会に対して埋蔵文化財の取扱いについて協
議を行った。
　協議を受けた岩手県教育委員会は工事に着手す
るには当該遺跡の発掘調査が必要となる旨を、平
成 23 年１月 20 日付け教生第 1266 号「埋蔵文化財
に関する協議について（回答）」により回答してき
た。
　その結果を踏まえて当センターは、岩手県教育
委員会の調整を受けて、平成 24 年６月１日付けで
公益財団法人岩手県文化振興事業団との間で委託
契約を締結し、無量光院跡の発掘調査を実施する
こととなった。
　なお、当該事業区域内の埋蔵文化財については、
花立Ⅰ遺跡及び花立Ⅱ遺跡の調査を行うことにな
り、平成 25 年 4 月 1 日付で同事業団と契約を締結
し、発掘調査を実施した。
（岩手県県南広域振興局土木部一関土木センター）

第１図　岩手県図

第２図　平泉町の位置
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第３図　遺跡の位置図

Ⅱ　遺跡の立地と環境

１　遺跡の位置（第１図）

　無量光院跡第 26 次調査、花立Ⅰ・Ⅱ遺跡のある西磐井郡平泉町は岩手県南の内陸部、北上盆地の
南端近くに位置する。平泉町は北を奥州市、南を一関市に囲まれる本県では最も面積の小さな自治体
である。
　町内を北上川が南北に流れており、北上川東岸に長島地区、北上川西岸に平泉地区がある。
　無量光院跡は北緯 39 度４分 25 秒、東経 141 度９分 20 秒周辺に、花立Ⅰ・Ⅱ遺跡は北緯 39 度４分
15 秒、東経 141 度９分 30 秒周辺に位置している。標高は無量光院跡が 28 ～ 29 ｍ、花立Ⅰ・Ⅱ遺跡
が 28 ～ 29 ｍほどである。いずれも現況は県道（片側１車線の舗装道路）となっている。遺跡周辺は
平泉藤原氏時代の遺跡が濃密に分布し、無量光院跡は中尊寺、毛越寺、観自在王院等とともに平成 23
年、世界文化遺産に登録されている。
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5万分の1地形図｢水沢｣｢一関｣に、地質図と野中氏の地形分類図を簡略化して編集

旧河道
低湿地・自然堤防・L3面

　　(現河川堆積物)

    山地・丘陵

(新第三紀層が主体)

    山地・丘陵

(中 ･古生層が主体)

     T面群

(約45～20万年前)

     H面群

(約15万年前付近)

    T面群

(約9～5万年前)

   L1面

(約2万年前)

       L2面

(縄文時代後期以前)

＜河成段丘面の名称と推定形成年代＞

1：500000 2 km

中尊寺中尊寺

胆沢－油島撓曲線胆沢－油島撓曲線

高館高館

金鶏山金鶏山

毛越寺毛越寺

柳之御所跡柳之御所跡

第４図　遺跡周辺の地形地質分類図

２　地形、地質（第２・３図）

　ここでは、調査した三つの遺跡がある西磐井郡平泉町及びその周辺の地理的環境について述べる。
　北上川水系の視点から見ると、平泉町は北上川中流域の南端に位置する。平泉町は北上川を挟んだ
東西で地形が異なる。北上川の東側は、河岸低地とその東側の山や丘が連なる丘陵地帯から成り、そ
れらの丘陵地帯は第三紀層に相当する北上山系である。河岸低地から丘陵地帯へ急激に標高が高くな
るような地形になっている。また西側には奥羽山脈を水源となす太田川と衣川が東に流れ北上川に合
流している。これらの河川に沿うように氾濫原と河岸段丘が形成されている。奥羽山系から尾根続き
で延びる標高 63 ～ 110 ｍの山並が北上川近くまで張り出しており、この先端部が中尊寺のある関山
や義経堂のある高館山、毛越寺のすぐ背面にある塔山になる。平泉の市街地はこの張り出した山並と
北上川、太田川に囲まれた約 1.5km 四方の緩斜面地にある。

Ⅱ　遺跡の立地と環境
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第５図　周辺の遺跡分布図

３　歴史的環境と周辺の遺跡（第４図及び第１表）

　今回調査した３遺跡の周辺にある遺跡については第 1 表にまとめた。

３　歴史的環境 と周辺の遺跡
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番号 遺跡名 種別 時代 所在地

1 無量光院 社寺跡 平･近 平泉字花立

2 花立Ⅰ 社寺跡･城館跡 平 平泉字花立

3 花立Ⅱ 社寺跡 平 平泉字花立

4 泉ヶ城 散布地･城館跡 縄･平 平泉字泉ヶ城

5 南宗塚 経塚 中･近 平泉字東郷

6 瀬原Ⅱ 散布地 (奈)･平 平泉字瀬原

7 鶴ヶ館 城館跡 中･近 平泉字南郷

8 中尊寺 散布地･社寺跡･経塚 縄･平 平泉字衣関

9 鈴懸の森 経塚 平 平泉字大沢

10 毛越Ⅰ 社寺跡 平 平泉字毛越

11 毛越Ⅱ 社寺跡 平 平泉字毛越

12 毛越Ⅲ 社寺跡 平 平泉字毛越

13 毛越Ⅳ 社寺跡 平 平泉字毛越

14 毛越Ⅴ 社寺跡･城館跡 平 平泉字毛越

15 毛越Ⅵ 社寺跡 平 平泉字毛越

16 要害Ⅰ 散布地 平･近 平泉字要害

17 要害Ⅱ 散布地 縄 平泉字要害

18 安土城 城館跡 中･近 平泉字要害

19 善阿弥 散布地 平泉字善阿弥

20 坂下 散布地･社寺跡 平 平泉字坂下

21 衣関 社寺跡･屋敷跡 平 平泉字衣関

22 高館 城館跡 縄･平 平泉字柳御所

23 柳之御所 城館跡 平 平泉字柳御所

24 猫間ヶ淵 池跡 平 平泉字柳御所

25 金鶏山 経塚 平 平泉字花立

26 伽羅之御所 城館跡 平 平泉字伽羅楽

27 白山社 社寺跡 平 平泉字鈴沢

28 毛越寺 社寺跡 縄･平･近 平泉字大沢

29 観自在王院 社寺跡 平 平泉字志羅山

30 鈴沢の池 池跡 平 平泉字鈴沢

31 志羅山 屋敷跡･瓦窯跡 平･中近 平泉字志羅山

32 倉町 屋敷跡 平 平泉字倉町

33 泉屋 散布地 縄･平･中近 平泉字泉屋

34 国衡館 城館跡 平･中 平泉字倉町

35 隆衡館 屋敷跡 平 平泉字倉町

36 大沢 散布地 縄 平泉字大沢

37 三日町Ⅰ 散布地 縄･平･中近 平泉字三日町

38 三日町Ⅱ 散布地 (奈) 平泉字三日町

39 三日町Ⅲ 散布地･社寺跡 平 平泉字三日町

40 新井田 散布地 平 平泉字新井田

番号 遺跡名 種別 時代 所在地

41 上野台Ⅰ 散布地 縄 平泉字上野台

42 上野台Ⅱ 散布地 平･中 平泉字上野台ほか

43 高玉 散布地 平 平泉字高玉

44 比丘尼寺 社寺跡 平 平泉字黄金沢

45 鳥屋崎館 城館跡 中･近 平泉字小金沢

46 祇園Ⅰ 散布地 平 平泉字祇園

47 祇園Ⅱ 散布地･社寺跡 平 平泉字祇園

48 佐野原 散布地 (奈) 平泉字佐野原

49 片岡Ⅰ 散布地･城館跡 縄･中近 平泉字片岡

50 片岡Ⅱ 散布地 縄 平泉字片岡

51 黒沢館 城館跡 中･近 平泉字片岡

52 高田 散布地 縄 平泉字高田

53 樋渡 散布地 平 平泉字樋渡

54 佐野 散布地 縄･平･近 平泉字佐野

55 新城館 城館跡 中･近 平泉字高田前

56 宿 散布地 平 平泉字宿ほか

57 大仏 城館跡 中･近 平泉字樋ノ沢

58 正法 散布地 中 平泉字大佐

59 北館 集落跡 縄･平 衣川区横道下43ほか

60 長者原廃寺 寺院跡 古? 衣川区田中西

61 横道下 散布地 縄 衣川区横道下47-2ほか

62 館 居館跡 古 衣川区山口77-1ほか

63 小松柵 城館跡 近 衣川区横道下53-2ほか

64 桜瀬 墳墓 近 衣川区桜瀬

65 御蔵場 屋敷跡 近? 衣川区清水ノ上14ほか

66 衣川柵 城館跡 中? 衣川区並木前2-2ほか

67 下宿 散布地 縄 衣川区上野76ほか

68 琵琶柵 城館跡 中? 衣川区川端

69 松下 散布地 縄 衣川区松下66

70 七日市場 市場跡? 古 衣川区七日市場28ほか

71 接待館 居館跡? 古･12C･中 衣川区七日市場6ほか

72 六日市場 市場跡･集落跡 中 衣川区六日市場43-2ほか

73 衣の関道 関道跡･散布地 古～中 衣川区関谷起95

74 淵畑 散布地 縄･古 衣川区並木前ほか

75 足軽屋敷 屋敷跡 近 衣川区瀬原西裏1ほか

76 池田 散布地 縄･古･近 衣川区池田42-4ほか

77 上野 散布地 近? 衣川区上野48-3

78 表 散布地 縄･古･近 衣川区表62ほか

79 細田 散布地 縄･近 衣川区細田60-1ほか

80 押切 散布地 近? 衣川区大石ヶ沢

第１表　周辺遺跡一覧

Ⅱ　遺跡の立地と環境

-5-



西 暦 元 号 主 要 事 項 全 国 の 動 向
1051 永承6 奥六郡の俘囚長阿倍頼良、陸奧守藤原登任と対立

源頼義、陸奧守として奥州に赴く
1053 天喜元 宇治平等院鳳凰堂完成
1056 天喜4 阿倍頼時、再度挙兵　　前九年の役おこる(～1062)

藤原清衡誕生
1057 天喜5 阿倍頼時死去　　黄海の戦いで源頼義敗れる
1062 康平5 前九年の役終結

清原武則、源頼義軍に合流　　厨川柵落ちる
清衡の父藤原経清処刑、清衡は清原武貞の子となる

1063 康平6 清原武則、鎮守府将軍に任ぜられる
1083 永保3 源義家、陸奧守となる

清原一族内に内紛起こり、後三年の役起こる
1086 応徳3 白河天皇院政開始
1087 寛治元 源義家、金沢柵を攻め清原氏滅び後三年の役終結
1088 寛治2 源義家、陸奧守を解任される
1089 寛治3 清衡、陸奧押領使となり奥六郡を領す
1091 寛治5 清衡、関白藤原師実に馬を献上
1094 嘉保元 このころ、清衡、江刺の豊田館から平泉に移る
1104 長治元 清衡、関白藤原忠実に馬を献上
1105 長治2 清衡、中尊寺一山の造営に着手

このころ、基衡誕生する
1107 嘉承2 中尊寺大長寿院(経蔵)完成
1108 天仁元 清衡、中尊寺金色堂など堂塔を造営
1122 保安3 秀衡誕生する
1124 天治元 中尊寺、金色堂完成する
1126 大治元 中尊寺落慶法要　　紺紙金銀字交書一切経の書写開始
1128 大治3 清衡卒去(享年73歳)
1153 仁平3 左大臣藤原頼長と基衡の間で荘園の年貢について合意成立

基衡三年分の年貢を貢納
1155 久寿2 泰衡誕生する

1150～ 久安6 このころ、基衡、毛越寺を造営
1156 保元元 保元の乱勃発

1157 保元2 基衡死去　　年齢不詳
1159 平治元 平治の乱勃発
1160 永暦元 陸奥国岩城郡白水に阿弥陀堂建立される(願成寺)
1167 仁安2 清盛、太政大臣となる
1169 仁安4 中尊寺支院釈尊院境内に五輪塔建立
1170 嘉応2 秀衡、鎮守府将軍に任ぜられる
1174 承安4 このころ、義経、奥州に下向する
1180 治承4 義経、平泉より参戦す 頼朝、伊豆で挙兵
1181 養和元 秀衡、陸奧守に任ぜられる
1183 寿永2 秀衡に頼朝追討の院宣がくだる 義仲入京、平氏西国落
1184 元暦元 秀衡、東大寺に金五千両寄進
1186 文治2 奥州の貢馬貢金は鎌倉経由で京都へ(秀衡と頼朝の合意) 屋島・壇の浦合戦

西行法師、東大寺再建援助を請願のため平泉に来訪
1187 文治3 義経、秀衡を頼り平泉に下向　　秀衡死去
1188 文治4 泰衡に義経追討の宣旨がくだる
1189 文治5 4/30 　義経、泰衡に攻められ衣河館で自害

6/13 　義経の首級鎌倉に到着
6/26 　泰衡、弟の和泉三郎忠衡を殺害
7　　　頼朝、奥州征伐の宣旨
8/7　　阿津賀志山の合戦
8/22 　頼朝、平泉に入る
9/3　　泰衡、河田次郎に殺害される
9/6　　河田次郎、泰衡の首級を頼朝の元に持参
9/24 　葛西清重、奥州総奉行に任ぜられる
10/24　頼朝、鎌倉に戻る 頼朝、鎌倉に永福寺

1226 嘉禄2 毛越寺の金堂円隆寺と嘉勝寺焼失
1288 正応元 鎌倉幕府、金色堂に覆堂を建てる
1304 嘉元2 鎌倉幕府、経蔵を修理
1337 建武4 金色堂と経蔵を残し、中尊寺焼失
1573 天正元 葛西氏、大崎氏の交戦により観自在王院・毛越寺南大門類焼
1598 慶長3 秀吉、中尊寺紺紙金銀字交書一切経等を持ち出す
1689 元禄2 伊達藩、平泉の遺跡を保護する

松尾芭蕉、平泉を訪れる
1786 天明6 菅江真澄、平泉に立ち寄る

第２表　奥州藤原氏関連略年表

３　歴史的環境 と周辺の遺跡
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Ⅲ　調査・整理の方法

野外調査
　本事業に伴う野外調査は県道の下を掘ることになるため以下のような方針で行われた。まず初年度
の無量光院跡第 26 次調査では一定区間を一定期間片側通行止めとしたうえで、その区間の舗装や路
盤を剥ぎ遺跡の調査を行う。調査が終了するとすぐに部分終了確認を実施してから埋め戻す。そして
別の区間も期間を定めて通行止めとして調査し部分終了確認を経て埋め戻す。これを繰り返して野外
調査を進めていった。無量光院跡が特別史跡ということもあり確認調査を原則とし、検出遺構につい
ては最小限の精査に留めて遺構保護に努めた。花立Ⅰ・Ⅱ遺跡と伽羅御所跡も基本的にこのような手
順で進めたが、遺構は全て完掘して実測し、遺物も全て取り上げてきた。作業の効率化と住民の利便
性を確保するために部分終了確認も回数を少し減らしている。

調査区の設定と遺構の命名

　三遺跡は何れも県道中尊寺通り線の道路部分を主に調査した。調査区の地区割にあたっては、それ
ぞれの調査区が分かれているためそれごとに地区割りをしている。平面直角座標（第Ｘ系：世界測地
系）に合わせた基準点・補点をもとにして、遺構や地形測量を行ったが、グリッド設定はしていない。
設定した基準点・補点の座標は世界測地系であり、座標値は以下のとおりである。
＜無量光院跡第 26 次調査＞
　　　　　　　　基準点１　Ｘ＝－ 102161.656　　Ｙ＝ 27331.358　　Ｈ＝ 32.824 ｍ
　　　　　　　　基準点２　Ｘ＝－ 102205.707　　Ｙ＝ 27320.731　　Ｈ＝ 34.078 ｍ
　　　　　　　　補　点１　Ｘ＝－ 102231.088　　Ｙ＝ 27311.080　　Ｈ＝ 33.208 ｍ
　　　　　　　　補　点２　Ｘ＝－ 102279.244　　Ｙ＝ 27297.270　　Ｈ＝ 33.266 ｍ
　　　　　　　　Ｋ１　　　Ｘ＝－ 101922.452　　Ｙ＝ 27559.230　　Ｈ＝ 33.081 ｍ
　　　　　　　　Ｋ２　　　Ｘ＝－ 101888.650　　Ｙ＝ 27468.618　　Ｈ＝ 32.567 ｍ
　　　　　　　　Ａ　　　　Ｘ＝－ 102013.784　　Ｙ＝ 27523.863　　Ｈ＝ 31.730 ｍ
　　　　　　　　Ｂ　　　　Ｘ＝－ 102073.978　　Ｙ＝ 27500.222　　Ｈ＝ 32.042 ｍ
　　　　　　　　Ｃ　　　　Ｘ＝－ 102041.176　　Ｙ＝ 27467.050　　Ｈ＝ 32.765 ｍ
＜花立Ⅰ遺跡第 30 次調査・花立Ⅱ遺跡第 24 次調査＞
　この二つの遺跡に関しては基準点及び補点の数が多いため、第 34・47 図を参照願いたい。
この基準点と補点を基準として調査区および検出遺構や出土遺物の記録をとった。調査区は、無量光
院跡第 26 次調査では調査区１～ 32 と、花立Ⅰ遺跡第 30 次調査・花立Ⅱ遺跡第 24 次調査では調査区
１～ 33 まであり、遺構外出土遺物に関してはこの調査区ごとに取り上げた。

遺構の名称

　検出された遺構の名称は、遺構の種類に応じて検出順にそれぞれ番号を付けて、１号土坑・２号土
坑、１号井戸跡・２号井戸跡…のように命名した。精査の過程や終了後に検討した結果、遺構ではな
いと判断したものや、遺構の種類を変更した番号については、混乱を防止するために欠番とした。よっ
て掲載の無い遺構名は遺構ではなかったものである。本調査では性格不明遺構に関してのみ遺構略号
としてＳＸを使用した。
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試掘・粗掘と遺構検出

　通常の発掘調査の中で行われるような試掘は行っていない。それは前述したように通行止めにした
県道の下を調査しているためである。一つの調査区は幅３ｍ弱、長さ７～ 50 ｍと一定ではない。こ
れは道路状況や住宅地との関係で任意に設定しているからである。重機で舗装と路盤、その下の近代
よりも新しい土層までを除去し、続いて人力で掘り下げて遺構を検出する。撹乱がある場合、あえて
その撹乱を掘って先に土層の状況を確認するのに利用したりもした。可能な限り遺構外出土遺物を採
取することに努め、遺構の検出は、所謂地山面を基本としつつも各土層でも適宜行った。

精査

　検出された遺構は、調査区が狭いために４分法、２分法といった基本通りに調査できないものが多
かった。しかし各遺構には１本ないしそれ以上の土層断面観察・実測用のベルトを設けた。そして精
査の各段階において必要な図面の作成や写真撮影を適宜行った。
　遺構内出土の遺物は、覆土で可能な限り分層して取り上げ、底面出土や残存状態の良い遺物は写真
撮影・図面作成後に取り上げた。遺構外出土の遺物については、原則として調査区ごとに出土した層
位を記して取り上げ、状態の良いものは写真撮影・図面作成を行った。
　また、現場での記録作成では、上記の図面・写真以外に Field・Card を使用して、遺跡の調査経過
や遺構の精査の進捗状況を記録している。

実測・写真撮影

　電子平板を使用して平面実測を行った。各遺構の測点はかつての遣り方実測と同程度である。レベ
ルは、基準高をもとに絶対高で記録される。断面実測については、任意の高さを基に設定した水糸を
基準として計測を行い、縮尺１／ 20 の手書き実測図とした。
　写真撮影は、中判 1 台（モノクローム）、1000 万画素以上の一眼レフデジタルカメラ 1 台を使用し
て調査員が行った。撮影に際しては、整理時の混乱を避けるために撮影カードを使用した。実際の撮
影は各種遺構の覆土堆積状況、掘り上げ状況、遺物の出土状況などについて行っている。調査終了段
階でセスナ飛行機による航空写真撮影を行っている。

土層注記

　断面図作成後に土層注記を行った。観察項目は、色調・土の種類・締まり・混入物などである。基
本的には『新版標準土色帳』（1990 年版、小山正忠・竹原秀雄編・著）をもとに行っているが、締まりは、
調査員の主観で判断した。個々の遺構の覆土堆積状況は、自然堆積か人為堆積かの判断と、埋没し
ている土の起源を把握することを課題とした。層名は調査区内に見られる基本的な土層をローマ数字

（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）、遺構内覆土をアラビア数字（１・２・３）で表した。層位の細分の必要が生じた場合
は、小文字のアルファベットを付し、Ⅰａ・Ⅰｂ・１ｃ・…などと表わした。複数人で土層注記を行っ
ているため表現方法が異なる部分も見られるが敢えて整えることはせず併記することとした。

土壌水洗

　各遺跡の中で動植物遺存体が存在する可能性がありそうな遺構では、各遺構の覆土を採取し、水洗
い・天日での乾燥・篩（５㎜・３㎜・１㎜）による仕分けを行った。
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普及活動・史跡整備

　野外調査での成果は地元住民を対象として調査区の傍に掲示板を立てて、遺跡の内容が分かるよう
にした。また県民を対象とする「平泉文化フォーラム」で花立Ⅰ・Ⅱ遺跡の内容を発表した。「平泉
遺跡群調査整備指導委員会」でも無量光院跡第 26 次調査、花立Ⅰ遺跡第 30 次調査・花立Ⅱ遺跡第 24
次調査の調査成果を報告している。
＜無量光院跡第 26 次調査＞　平泉遺跡群調査整備指導委員会　平成 25 年２月 22 日
＜伽羅之御所跡、花立Ⅰ・Ⅱ遺跡＞　平泉遺跡群調査整備指導委員会　平成 26 年１月 23 日
＜伽羅之御所跡、花立Ⅰ・Ⅱ遺跡＞　平泉文化フォーラム　平成 26 年２月２日

室内整理
　３遺跡の室内整理の期間は以下のとおりである。

　期間内で、出土遺物・実測図・写真などの整理を行った。野外調査で得られた遺物、実測図、写真
などの各種資料は室内整理の段階で次のように処理し、整理を行い、報告書作成とともに資料化を行っ
た。

遺構に関わる記録

　実測図は遺構ごとに分類し、図面は点検のうえ、デジタルトレースを行った。電子平板で測量した
データについては、現場で計測した情報をそのまま保存することとし、編集用データは、手実測で記
録したその他の実測図と合成し、遺構図版を作成している。
 　野外調査で撮影した写真については調査区ごとに分類し整理した。その中から代表的な写真を選び
遺構写真図版を作成し報告書に掲載している。
　撮影されたフィルムはネガアルバムに密着写真と一組にして収納した。

遺物の整理

　遺物は現地及び当センター整理室で水洗した後、細片は別として、出土地点・層位等を登録した遺
物№を各破片に注記した。その後、出土地点・層位ごとに仕分けを行い、遺構ごと、遺構外出土の遺
物は調査区ごとに接合・復元作業を行った。遺物の実測図は実大とし、トレースは遺物の状況に応じ
て実大あるいは縮小して図化した。土器胎土・炭化材・種実・放射性炭素年代測定などの分析は外部
の専門家に委託した。

遺物の選別・図化の基準

　遺物の整理・報告にあたっての作業・記録作成は以下の方針で進めた。報告書に掲載された遺物は
出土した遺物のすべてではなく、整理のなかで設定した基準を基に選別した一部の資料である。各遺
構に伴う遺物を最優先し、遺構外出土であっても本遺跡を代表するものについては掲載した。また、　
各種の遺物については破片数、重量の計測を行い台帳作成している。残りの良い遺物は図や拓本を取
り、写真撮影した。そうでないものは写真だけ撮っている。

Ⅲ　調査・整理の方法
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第６図　遺跡地形図と調査区
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第７図　遺構配置図１
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第８図　遺構配置図２
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中尊寺

月見坂

衣関遺跡

国道４号

金鶏山経塚
花立山
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花館廃寺
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塔山

東北縦貫自動車道
毛越寺

県道

倉町遺跡

志羅山遺跡
道路跡

道路跡
J R東北本線

泉屋遺跡

太田川

平泉駅

鈴沢の池跡参道跡
南方形区画

伽羅之御所跡

白山社跡
県道

無量光院跡無量光院跡

猫間が淵跡 堀内部
柳之御所跡柳之御所跡堀外部

道路跡

県道＝奥州街道

高館跡
北上川

A A’

Ⅰa

Ⅰd

Ⅰc

Ⅰb

Ⅱ

ⅢⅣs

Ⅴ

6a

水道管

L=28.100m

0 1m 1：60

Ⅰa.　5PB　　 暗青灰砂利(水道埋設層)
Ⅰb.　5Y7/1　 灰白色砂(水道埋設層)
Ⅰc. 10YR6/4　にぶい黄橙色砂　　　　　1～ 10㎝の河原石を多量に含む
Ⅰd. 5Y6/4　　オリーブ黄色土ブロック　隙間に青灰色土ブロック・ 河原石を少量含む
Ⅱ.　 路盤(砂と石)55～65㎝ 
Ⅲ.　 10BG5/1　青灰色砂質土　　　　　　粘性・締りややあり.　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 河原石 2～ 10㎝を少量含む(カクラン)　
Ⅳ.　 10BG2/1　青黒泥質土　            粘性ややあり良く締まっている.
                                     　(12 世紀無量光院の池埋土)

Ⅴ.　 黄褐色粘土及び砂　　　　　　　　 無量光院池跡の底面 .地山 .遺構検出面

２　基　本　層　序

　遺跡の層序は各調査区により異なる。ここでは池跡が検出された調査区２での土層を挙げる。遺跡
北西部と東部には整地層が見られるため、その土層は３節を参照して頂きたい。

Ⅳ　無量光院跡第 26 次調査

１　概　　　要

　遺跡は西磐井郡平泉町平泉字花立地内及び字柳
之御所地内にある。遺跡の範囲は東西約 240 ｍ×
南北約 320 ｍと広く、現況は公有地以外では宅地
が主である。あとは水田・畑となっている。調査
区は１～ 32 に分かれており、無量光院跡の北西端
から東端までを細長く調査したことになる。
　遺構は 12 世紀後半の池跡１、整地層２箇所、溝
跡 10 条（池排水の溝跡１条含む）、土坑４基、柱
穴 10 個が検出された。検出された遺構は 12 世紀、
平泉藤原氏時代のものとそれ以降の遺構からなる
が、明らかに 13 世紀や 11 世紀となるような遺構
や遺物は見つからなかった。

第９図　平泉略式図
（田原市博物館 2013 に加筆）

第 10 図　基本土層

３　検　出　遺　構

（１）池　　　跡
概　要

　これまでの池跡の調査は殆どが 26 次調査区である県道部分よりも南側で実施されてきた。これは
史跡の整備が県道よりも南側を中心に行われることに加え、現況でも県道よりも南側のほうが池の形
状が保たれていた場所でもあったからである。
　今までに確認されている池跡の規模は東南東－西北西で約 135 ｍ、南北 140 ｍ以上である。汀線は
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西岸及び東岸部分は現在でも当時の形状を概ね留めており、池跡北西部からは導水溝も検出されてい
る（18 次調査）。
　これに対して南側と北側の池岸については、あまり調査されていなかった。唯一 20 次調査で北東
部の池岸を一部検出しており、これによって県道よりも北側まで池跡が広がっていることが確かめら
れていた。一方、22 次調査で池跡東岸から南東岸が調査で確かめられているが、南西岸はＪＲ東北本
線の下に延びている。
　池の中には本堂の建てられていた西島、その東側には東中島、西島の北側に北小島（17 次）がある。
これまで調査された池跡はその大半が近年まで水田であった。その際に検出された底面は概ね平坦で
護岸に石を敷いたような場所は無かった。それでも部分的に川原石が少量散布するところもあり、石
敷き護岸であったか否かはまだ検討中である。
　池底の標高は、東部で 27.35 ～ 27.60 ｍ、南東部で 27.60 ～ 27.80 ｍ、西部は本堂の裏付近で 27.9 ｍ前後、
西端付近で 27.80 ～ 27.85 ｍ、北東部は約 27.4 ｍとなる。大凡ではあるが無量光院跡の池底は西側が
高く東－北東側が低くなっておりその比高差は約 50㎝である。

検出された池跡

　今回の調査では池跡北西端部から東端部までを検出することができた。但し県道下の調査であった
ため面的な調査ではない。県道の路盤により舗装面から約 70㎝下までは遺構が失われている。よって
池岸はその多くが残っていない。その一方で路盤より下は近年まで水田として使われていた池の他の
場所とは異なり、池底の堆積土が良好な状態で残っていることが分かった。確認調査ということもあ
り、部分的にサブトレンチを入れて堆積土の状況、池底の状況、遺構の有無などを確認し、大部分の
池堆積土は掘らずに残した。以下、調査区１～４、６、29、30 を池跡北西部、調査区 11、12、28 を
池跡東部として報告する。
池跡北西部（第 11・12・20・21 図、写真図版５～８）
＜位置＞　調査区１～４、６、29、30 にあたる。
＜検出状況＞県道の路盤 70㎝程を掘削し、近代頃とみられる盛土を２～ 10㎝程除去すると池の堆積
土が、池ではない陸地の部分では地山面が現れる。この段階でも場所によっては重機のキャタピラ痕
が見られるので工事の際にも池跡部分は軟弱であったようだ。
＜池底と池岸＞概ね平坦に見える底面であった。北西方向に向かって緩やかに立ち上がっており（調
査区３、30）、その角度は５～８°である。池底から数㎝立ち上がったところまでしか残っていないた
め池岸といっても、まだ水中部分であったと判断される。本来の池岸はもう少し北西側にあったのだ
ろう。
＜底面の標高＞調査区６で最も深く 27.60 ｍ前後、北西に向かうにしたがって 27.62 ｍ－ 27.70 ｍ－
27.80 ｍ－ 27.90 ｍ（調査区３）と高くなっている。
＜岸のライン＞前述したように本来の池岸上場はない。池底から岸への立ち上がりを検出できただけ
ある。調査区３、30 共に東西方向に立ち上がりのラインが確認できた。第 13 図には立ち上がりのラ
インと推定池岸ラインを入れている。
　本調査区と隣の第 25 次調査区（平泉町教委）の池跡確認調査の結果、無量光院跡の池北西部はこ
れまで考えられてきたものとは大きく異なり、変化に富んだ形状であることが判明した。これについ
ては第Ⅷ章で触れたい。
＜堆積土＞黒色泥質土を基調とする自然堆積であるが、上位は耕作されているようである。しかし近

３　検出遺構
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年の耕作ではなく、無量光院が廃絶し管理されなくなって水田化した段階のものであろう。
＜その他＞調査区３では直径 20 ～ 30㎝の円礫が数点出土している。これらは底面に貼り付くような
ものから、やや底から浮いているものなどがあるが、何れも池跡に伴うような状態で出土したもので
ある。其々の円礫は大きさや形に統一感は見られなかった。周囲を可能な限り広げてその配置につい
ても検討したが、規則的な並びは見いだせなかった。浮いている礫は原位置から動いているのであろ
う。また、立ち上がり部分にも直径 10㎝弱の川原石が多数見られた。当初これは州浜を構成していた
護岸の礫群かと考えたが、路盤に含まれていた礫の可能性が高い。その根拠は、礫の分布が池内だけ
でなく池の外まで広がっているからである。この池の外は護岸ではなく、削られた地山であるから礫
があるのは不自然であること、隣の調査区 30 には川原石が全く見られないことなとがある。
＜遺物＞かわらけの細片がごく微量出土する程度で池跡に伴うような遺物はなかった。

池跡東部（第 14・17・22・23・24 図、写真図版９～ 11）
＜位置＞調査区 11、12、28 にあたる。
＜検出状況＞基本的には池北西部と似ている。県道の路盤を 60 ～ 70㎝を掘削し、その下にある近代
頃とみられる盛土を２～ 10㎝程除去すると池の堆積土が、池ではない陸地の部分では地山面が現れる。
この段階においても場所によってはキャタピラ痕が見られるので県道工事の時代にも池跡部分は軟弱
であったといえよう。
＜池底と護岸＞池底面は標高を見ると北西側が浅く、南東側が深くなっているが、現地では概ね平坦
に見える。東方向に向かってに立ち上がっていくはずだが（調査区 12、28）、池底が浅くなるにした
がい県道の路盤と接するようになり、立ち上がる前に削られてしまっていた。よって明らかな護岸は
無い。しかしながら池底は殆どの場所でグライ化しており、このグライ化の痕跡を池底であった範囲
と解釈することが可能である。第 17 図にはこの範囲を池底の推定ラインとして示した。
＜池底の標高＞調査区11で27.55ｍ前後、東に向かうにしたがって27.49ｍ－27.47ｍ（調査区12）となっ
ている。
＜岸のライン＞池跡東部には池岸は残っていない、第 17 図には池底のラインのみを図示しているが
南北方向に続いており、20 次調査で検出された岸のラインとつながるのであろう。
＜堆積土＞池跡北西部と同じく黒色泥質土を主体とする自然堆積である。上位は無量光院が廃絶し管
理されなくなって水田化した段階の耕作痕とみられる。
＜その他＞池底からは土坑、溝、柱穴といった遺構は検出されなかった。池跡に伴う石なども無かった。
＜遺物＞池跡に伴うような状態で遺物は出土しなかった。

池の排水溝跡（４号溝跡）（第 17・24 図、写真図版９～ 11）
＜位置＞調査区 12・28
＜検出状況＞池堆積土と同じく路盤と近代頃の盛土を除去した段階で確認された。
＜池との位置関係＞排水溝跡（４号溝跡）は池全体から見れば北東部に位置している。
＜規模形態＞上幅 0.85 ｍ、下幅 0.53 ｍ、深さは 0.25 ｍを測る。中場に段が付くところがある。調査
区 12 では池に取り付く部分が丁度水道管によって失われていた。
＜底面の標高＞池に取り付いているところから外へ向かって 27.20 ｍ－ 27.26 ｍ－ 27.22 ｍとなってい
る。
＜埋土＞暗オリーブ灰色土を主体とする。底から壁にかけて薄く堆積している６層は池の堆積土に似

Ⅳ　無量光院跡第 26 次調査
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ている。
＜想定される流路＞現在もすぐ近くに水路があり猫間が淵のほうに流れている。12 世紀当時の流路が
残っていたものと解釈され、北に向かって流れ出していたといえる。
＜その他＞調査区 12 で本遺構を検出したときに、溝の両脇に径 12㎝程の柱穴が各１個ずつ検出され
た。柱穴の埋土の土色は溝埋土底面付近のものに似ていたため溝跡に関連する柱穴の可能性が高いと
考えられるが、調査区 12 は攪乱が多くその広がりを追跡できなかった。県道の反対車線にあたる調
査区 28 でも４号溝跡の両脇に柱穴は無かった。
＜遺物＞遺構に伴うような状態で出土した遺物は無い。

（２）整　地　層
　無量光院を造営するにあたり、この地では平坦部を造りだすため低い場所には土を入れて嵩上げが
行われている。本稿ではこうした場所を整地層と呼ぶ。こうした整地層は無量光院跡の北西端部と東
端部の２箇所にあることが過去の調査で判っていた。今回の調査ではこの２箇所の整地層の続きが検
出されている。以下、北西部整地層と東部整地層に分けて記述する。

北西部整地層（第９・11・16・17・18 図、写真図版 12 ～ 14）
＜位置＞調査区７、30、31。無量光院跡の北西端部、西側土塁と堀跡の隣接地にあたる。
＜検出状況＞県道の路盤と近代頃の盛土を 65㎝前後除去した段階で人為的に埋め土された土の広がり
を検出した。同じ検出レベルで調査区７・31 の南東端では地山が確認され、整地層の広がりを把握で
きた。
＜予想される規模＞調査区内で確認できた整地層は全体のごく一部分である。過去の調査も踏まえる
と南北 15 ｍ東西 35 ｍの広がりを有すると想定される。
＜埋土＞整地層は最も深いところでは２ｍ以上あるようだが、作業の安全を考慮して掘り下げなかっ
た。概ね東に向かうにつれて浅くなっていく。地山ブロックを主とし、それに旧表土や炭粒などが不
規則に混り合った土で構成されるが、基盤の地山層と見分けが付かないような粘土主体の層もある。
殆どの場所では 12 世紀の旧表土を取り除いてから大量の土砂を入れたようで、旧表土は一部でしか
残っていない。多量の炭粒と共にかわらけの破片が含まれる層もある。無量光院ではない何処か別の
場所で廃棄されていたものが土砂と一緒に持ち込まれたようだ。
＜その他＞整地される前の旧地形は南西から北東に向かって小規模な沢が入り、猫間が淵へと抜けて
いたといえる。この沢を埋めて整地し西側土塁や堀跡を構築している。沢の幅は 20 ～６ｍと予想さ
れ北東が広く、南西（上流）側が狭くなるのだろう。推測であるが、流れを止められた沢水は無量光
院内へと引き込まれ池に注いていたと考えられる。
＜出土遺物＞調査区 31 の３層のように廃棄された状態のかわらけ片が整地層の中には見られた。し
かしこれは無量光院が機能していた時に廃棄されたものではない。造営時に何処か別の場所に既に廃
棄されていたものが土砂とともに持ち込まれ整地層の一部に使われたものである。その他に遺構に伴
うような出土遺物は無かった。

東部整地層（第 13 ～ 15、23 ～ 27 図、写真図版 15 ～ 21）
＜位置＞調査区 12 ～ 27。無量光院の東端から北東部、東側土塁の切れるところに東門が想定されて
いるが、その東門に近い場所にあたる。

３　検出遺構

-16-



＜検出状況＞県道の路盤と近代頃の盛土を 60 ～ 70㎝除去した段階で人為的に埋められた土の広がり
を検出した。同じ検出レベルで調査区 12 の西端と調査区 20 の南端では地山が確認され、整地層の範
囲を把握できた。
＜予想される規模＞過去の調査（第２、５次）成果と調査区内で確認できた整地層の広がりから、南
北 40 ｍ東西 50 ｍの範囲が整地されていると推測される。
＜埋土＞整地層は最も深いところでは検出面から 1.3 ｍ以上（調査区 14、21）あるようだが、安全を
考慮して掘り下げなかった。概ね北西側と南東側に向かって立ち上がっる小規模な沢地形であったと
考えられる。北西部の整地層と同じく埋土は地山ブロックを主とし、それに旧表土や炭粒などが不規
則に混じり合った土で構成されるが、基盤の地山層と見分けが付かないような粘土主体の層もある。
逆に旧表土が主体となる部分もあり、その中には厚さ２～３㎝の薄い炭粒層が複数入ったりもする。
この炭層も投げ込みによるものであろう。殆どの場所では 12 世紀の旧表土を取り除いてから大量の
土砂を入れたようで、旧表土は殆ど見られない。多量の炭粒と共にかわらけの破片が含まれる層もあ
る。無量光院ではない何処か別の場所で廃棄されていたものが土砂と一緒に持ち込まれたものと解釈
される。
＜その他＞整地層とともに土坑や溝跡も複数検出された。その多くは整地層よりも古いが、遺構埋土
が整地層とよく似たものもあり、極端に古くはならず造営直前かほぼ同時期のものであると考えられ
る。詳細については各遺構で記載する。今回の調査により整地層の深さと立ち上がりの位置が明らか
になったことから、無量光院造営前は小規模な沢のような地形で東側土塁の下部にあたる南西から北
東方向へと流れ下り猫間が淵へと達していたと考えられる。
＜出土遺物＞調査区 14・15 の 14 層のように廃棄された状態のかわらけ片が整地層の中には見られた。
しかしこれは無量光院が機能していた時に廃棄されたものではない。造営時に何処か別の場所で既に
廃棄されていたものを土砂とともに持ち込み整地に使われたものである。その他に遺構に伴うような
出土遺物は無かった。

（３）土坑（第 14・25・26 図、写真図版 16・20）
　４基の土坑を検出したが調査区が細長い形であったため、完全な状態を検出できた遺構は無い。整
地層の下から見つかっており、無量光院造営開始期よりも古いことは明らかだが、どのくらい遡るの
かは判然としないものが多い。埋土に含まれていた炭粒を年代測定した結果はⅦ章に掲載している。
各遺構の特徴については一覧表に整理した。

（４）溝跡（第 11 ～ 15 図、写真図版９～ 11・16・18・20）
　10 条の溝跡を検出した。殆どは調査区外に延びているため全容が把握できたものは無い。池排水の
溝跡は前述したとおりである。この他に 12 世紀の溝跡、12 世紀よりも新しい溝跡があるが、各溝跡
の内容については一覧表にまとめている。

（５）柱　　　穴
　今回の調査では 10 個の柱穴が見つかった。確認調査であったため完掘したものは殆ど無く、深さ
の判るのは土層断面に偶然重複した２個のみである。よって具体的な時期は不明であるが、周囲の状
況から多くは 12 世紀の遺構である可能性が高い。

Ⅳ　無量光院跡第 26 次調査
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池跡 池排水溝跡 堀跡 北西整地 東整地 その他遺構

1 北西部 ○

2 北西部 ○

3 北西部 ○

4 北西部 遺構なし

5 北西部 遺構なし

6 北西部 ○

7 北西端 ○ ○ 溝跡２

8 北西部

東土塁の延長線上に

あたるが痕跡は残っ

ていなかった。遺構

なし。

9 北西部 遺構なし

10 北西部 遺構なし

11 南東部 ○

12 東部 ○ ○ ○ 溝

13 東部 ○ 溝１、柱穴

14 東部 ○ 溝１、柱穴

15 東部 ○

16 南東部 ○

17 南東部 ○

18 南東部 ○

19 南東部 ○

20 南東部 ○

21 東部 ○

22 東部 ○

23 東部 ○

24 南東部 ○

25 南東部 ○

26 南東部 ○

27 南東部 ○

28 東部 ○

29 北西部 ○

30 北西部 ○

31 北西端 ○ ○

32 北西端 ○

調査区 位置
12世紀の遺構

遺物 備考

土坑、溝

土坑、溝

12世紀以降の遺構

４　出土遺物（第 29 ～ 32 図、写真図版 24 ～ 28）

　12 世紀の遺物としてかわらけ、国産陶器、中国産磁気、木製品、瓦、羽口、種子などが出土した。
その殆どが北西部整地層と東部整地層から出土したものである。池跡からは細かなかわらけ片がごく
微量出土したに過ぎず池跡に伴って出土したものはない。
　平泉における 12 世紀のかわらけはロクロ整形と非ロクロ整形（手づくね）に大別される。さらに
これらは大皿、小皿とその他に分けられる。ロクロかわらけは 12 世紀初頭から 12 世紀末まで、手づ
くねかわらけは 12 世紀中葉から 12 世紀末まで見られる。其々に個体差はあるがどちらのかわらけ大
皿も 12 世紀末に向かうにつれて、器高が低く口径も小さくなっていく傾向がある。そうした視点で
今回出土したかわらけを見てみると、手づくねかわらけでは調査区 14 の１号土坑出土の 15・17、同
２号土坑の 29・30、調査区 21 東部整地層出土の 42 などは口径が 15㎝以上ある。ロクロかわらけで
は調査区 14 東部整地層出土の 20、同２号土坑の 40 などが口径 15㎝以上である。一方、口径の小さ
い個体を見てみると、手づくねかわらけでは調査区 31 北西部整地層上部出土の３、調査区 14 土坑２
出土の 27・28、調査区 15 の 13 号溝出土の 25、調査区 21 東部整地層出土の 41 が口径 13㎝代である。
ロクロかわらけでは調査区 14 東部整地層出土の 21、同 2 号土坑出土の 39 等が口径の小さい個体であ
る。東部整地層より古い１号土坑からはやはり古手の個体が出土しているようである。
　国産陶器は渥美、常滑、須恵器系陶器が見られる。何れも破片である。この３種に出土状況の違い
はない、量にも大きな違いはないようであった。中国産陶磁器は白磁壺・水注・碗鉢類と陶器壺がある。
　76 は調査区 22 の整地層３層から出土した石鏃（頁岩）で長さ 3.5㎝、幅 1.5㎝、厚さ 0.4㎝ある。遺
構に伴ってはいない。その他の遺物も含め、個々の遺物については観察表に詳細を記した。

各調査区の状況

４　出土遺物
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Ⅳ　無量光院跡第 26 次調査
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Ⅳ　無量光院跡第 26 次調査
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Ⅳ　無量光院跡第 26 次調査
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第 17 図　調査区 12・13・28

Ⅳ　無量光院跡第 26 次調査
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調査区７Ａ（東西断面）　

L=28.900m

道路面

S

1b 1c

88

9
21

21

21 21

21
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23b 23b

23a

22

1c

A A’

調査区７Ｂ（東西断面）　

L=28.900m

S S S S

S

S
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23d

23a
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21管
管

3号溝跡

C’C

調査区７Ｃ（南北断面）

L=28.900m

1c

調査区７Ｄ（西側盛土断面）　L=28.900m　

2a 2a
木

2b

7

11

管

10

3

7

10

3

1f

1a

1b

1d

2c

2a
1c

路盤
D D”D’

0 １m 

調査区７Ｃ（南北断面）

1b．5YR4/8 赤褐色砂　小石を多く含む　粘性なく締っている（県道関連）
1e．砕石　現代側溝関連
1f．5Y6/3 オリーブ黄色土ブロックに灰色土ブロックも多量
　　粘性・締りややあり（水道管埋設土）
４．5BG4/1 暗青灰色土　小石を多量に含む　粘性ややあり締っている
　　（県道関連）
５．5BG5/1 青灰色泥　オリーブ黄色砂が薄く交互に堆積、小石微量含む　
　　粘性・締りややあり（近代か）
６．5Y6/4 オリーブ黄色砂　粘性弱く締りややあり
７．5Y4/1 灰色土　粘性・締りややあり
８．2.5Y3/1 黒褐色土　粘性あり、締りややあり（3号溝跡）
10a．7.5Y5/1 灰色土ブロック 50%（中～大粒）　浅黄色ブロック（小～中粒）
　　 50%　粘性・締りややあり
10b．10Y4/1 灰色土ブロック 60%（中～大粒）　浅黄色ブロック（小～中粒）   
     40%　粘性・締りややあり
10c．2.5Y4/2 暗灰黄色土　粘性・締りややあり
10b．2.5Y8/2 灰白色粘土　粘性・締りややあり　地山と見分けがつかない
19．2.5Y8/2 灰白色砂質土　粘性・締りややあり地山と見分けがつかない
　　（10・19・20 層は整地層）
20．2.5Y4/2 暗灰黄色土ブロック 40%　浅黄色ブロック（共に小粒）60%　
　　粘性・締りややあり
21．5Y4/1 灰色土ブロック 80％、隙間に浅黄色粘土ブロック含む
　　粘性・締りややあり（旧表土）
22．2.5Y8/2 灰白色砂　粘性弱締っている　確認（地山）

調査区７Ｂ（東西断面）

1b．5YR4/6 赤褐色砂　粘性なし締っている
９．5BG4/1 暗緑灰色砂質土　礫多量含む
　　粘性ややあり締っている（新しい盛土、ビニールあり）
18．2.5BG6/1 オリーブ灰色粘土と同色砂の混ざり
 粘性・締りややあり（12Cの盛土か）
21．2.5Y4/2 暗灰黄色土　部分的にグライ化し、灰色となっ
 ている　粘性あり締っている（旧表土か）

22．7.5Y5/1 灰白色ブロック　灰白色粘土ブロック･砂ブロックが混じる
　　　　　　　　　　　　　　粘性ややあり締っている（漸移層）
23a．2.5Y7/4 浅黄色粘土と砂の互層　粘性・締りややあり
23b．2.5Y8/3 浅黄色粘土　少し砂っぽい　粘性・締りあり
23c．2.5Y8/3 浅黄色砂　粘性なし締っている
23d．2.5Y8/3 浅黄色粘土　粘性あり締っている（地山）

調査区７Ｄ（西側盛土断面）

1a．10BG4/1 暗青灰色砕石（路盤）
1b．10YR5/2 灰黄褐色砂と円礫（路盤）
1c．7.5YR5/6 明褐色砂と円礫　粘性なし締っている（路盤）
1f．7.5Y5/1 灰色土　地山ブロック多量に含む 
                    粘性・締りややあり（水道管埋設土）
1d．5Y3/2 オリーブ黒色土　地山ブロック･円礫を多く含む
　                        粘性ややあり締っている（路盤）
2a．5Y6/1 灰色砂　黄褐色土と共に薄く交互に堆積
                  粘性・締りややあり
2b．5Y6/1 灰色砂　黄褐色土がブロック状に少量含む
                  粘性ややあり締っている
2c．7.5Y6/1 灰色砂質土　粘性やや弱締りややあり
３．2.5Y6/1 黄灰色土ブロック(小粒）・浅黄色地山ブロック（小粒）6:4　
            粘性ややあり締っている（整地層）
７．2.5Y6/1 黄灰色土ブロック（大粒）・浅黄色地山ブロック（小粒）8:2　
            粘性ややあり締っている（整地層）
10．5Y8/3 淡黄色粘土ブロックと褐色土ブロック（大～小粒）6:4
          粘性ややあり締っている（整地層）
11.10Y6/2 オリーブ灰色砂（グライ化）　粘性弱締っている（地山）

調査区７Ａ（東西断面）

1b．5YR3/6 暗赤褐色砂　小石を多量に含む 粘性なし締っている（路盤）
1c．7.5GY4/1 暗緑灰色土　地山ブロック少量・小石少量含む 
　　粘性ややあり締っている（近代以降の盛土）
８．5BG4/1 暗青灰色土　粘性やや強、締っている
９．5GY7/1 明オリーブ灰色土ブロックと灰白色粘土ブロックが同量
　　混じる　粘性あり締っている（C-C’の10b層に対応する整地層）
21．5BG3/1 暗青灰色土　粘性・締りややあり（旧表土）
22．5BG3/1 暗青灰色土が灰白色粘土層の中に入り込んでいる
　　粘性・締りややあり（漸移層）
23a．10Y7/1 灰白色粘土　粘性あり締っている（地山）
23b．10Y7/1 灰白色砂　粘性なし締っている（地山）

第 18 図　調査区７- １断面
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調査区７Ｅ・Ｆ（中央盛土断面）

1b．5Y3/4 暗褐色砂と小礫　粘性なし締っている（路盤）
1c．5Y6/1 灰色土　小礫少量含む　粘性ややあり締っている（路盤）
7?．5Y8/3 淡黄色ブロック 70%　灰色土ブロック 30%　粘性ややあり締っている
10．5Y8/3 淡黄色ブロック 90%　灰色土ブロック 10%　粘性ややあり締っている
11．5Y4/1 灰白色土ブロック 80%　淡黄色粘土ブロック 15%、炭粒 5% 含む　
 粘性ややあり締っている
12．5Y8/3 灰白色土ブロック 90%　灰色土ブロック 10%　粘性ややあり締っている
13．5Y8/2 ～ 5Y8/3 灰白色土ブロック 30 ～ 60%　灰色土ブロック 30 ～ 60%　淡黄色土ブロック 40 ～ 70%
　　炭粒 3～ 10% 含む　　粘性ややあり締っている
14．10Y5/1 灰色土　灰白色粘土小ブロック 10%、炭粒 5% 含む　粘性・締りややあり
15．5Y6/1 灰色土　灰白色粘土小ブロック 5%、炭粒 3% 含む　粘性・締りややあり　
16．5Y5/1 灰色土　灰白色粘土小ブロック 50%、炭粒 5% 含む　粘性ややあり締っている
17．5Y4/1 灰色土　灰白色粘土小ブロック 30% 含む　粘性あり締り弱
18．5Y8/3 淡黄色砂と粘土が交互に堆積　粘性弱く締っている（地山） 

調査区31(東西断面）

１．カクラン　5Y6/2 灰オリーブ色粘土　小礫多量含む　粘性・締りややあり
２．7.5Y5/2 灰オリーブ色砂　粘性弱締りややあり　自然堆積
３．7.5GY　暗緑灰色土　炭粒・かわらけ細片多量に含む　粘性・締りややあり
４．2.5Y7/4 浅黄色粘土とにぶい黄色粘土ブロックからなる　粘性・締りあり
５．5Y5/1 灰色土　炭粒・地山小ブロック少量含む　遺物も少量含む　粘性ややあり締りあり
６．2.5Y7/4 浅黄色粘土ブロック　灰色土ブロックは下位ほど多くはいるようになる
 粘性あり締っている
７．2.5Y7/6 明黄褐色粘土と灰白色粘土ブロック含む　粘性あり締っている（整地層）
８．2.5Y5/1 黄灰色土、灰白色粘土ブロック少量・炭粒少量含む　粘性・締りややあり（整地層）
９．2.5Y8/2 灰白色粘土ブロック主体　黄灰色土ブロック少量含む　粘性あり締っている（整地層）
10．2.5Y6/1 灰色土ブロックと淡黄色粘土ブロック 5:5　炭極微量含む　粘性・締りあり（整地層）
11．2.5Y6/1 黄灰色土ブロックと淡黄色粘土ブロック 6:4　炭微量含む　粘性あり締っている（整地層）
12．2.5Y6/1 黄灰色土ブロックと淡黄色粘土ブロック 8:2　炭微量含む　粘性あり締っている（整地層）
13．10YR6/1 灰白土ブロックと淡黄色粘土ブロック 8:2　粘性・締りあり（整地層）
14．2.5Y8/4 淡黄色粘土　隙間に微量の灰色土　粘性あり締っている

調査区32(南北断面）

１．10Y5/1 灰色土　地山ブロック中小粒・小礫多量に含む　粘性・締りややあり
２．5Y8/3 淡黄色粘土及び同色の砂　褐灰色土ブロックを少量含む　粘性・締りややあり
３．5Y8/3 淡黄色粘土及び同色の砂　粘性・締りややあり
※２・３層の違いはほとんどなく褐灰色土ブロックがなければ分けられない　２層も自然堆積か

第 19 図　調査区７- ２・31・32 断面

Ⅳ　無量光院跡第 26 次調査
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調査区９Ｂ（東西断面）　L=28.500m
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3SS
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4

調査区８Ｂ（南北断面）　L=28.500m

4
6

3管

B’B

調査区10(東西断面）

１．10YR3/4 暗褐色砂　河原石を少量含む　粘性なし締っている（カクラン）
２．10BG5/1 青灰色土ブロックと青黒色ブロック　河原石を少量含む　粘性あり締っている　
　　西側は河原石なく灰黄褐色土となる（カクラン）
５．5Y8/3 淡黄色粘土及び砂が入り組んだ状態で堆積　粘性ややあり締っている（地山）

調査区８

３．2.5Y 淡黄色粘土　粘性あり締っている（地山）
４．2.5Y 淡黄色砂　粘性なし締っている（地山）赤サビあり　粘土と互いになったりもする
５．2.5Y 淡黄色砂と同色粘土が交互に堆積　粘性・締りややあり（地山）
６．10YR4/1 褐灰色粘土　粘性あり締っている（地山）

調査区９(東西断面）

1a．7.5YR5/8 明褐色砂　河原石を多量に含む　　粘性なし締っている（カクラン）
1b．10GY3/1 暗緑灰色土　明緑灰色土ブロック大量、河原石少量含む　
　　粘性ややあり締っている（カクラン）
２．7.5Y5/6 明褐色砂　粘性なし締っている（地山）
３．7.5Y7/2 灰白色粘土　砂と交互に堆積　粘性ややあり締っている（地山）

第 20 図　調査区８～ 10 断面
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調査区５(東西断面）　L=28.100m
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調査区３Ａ（東西断面）　L=28.100m
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2
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A’
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222

3b
3b
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S

調査区５Ｂ（南北断面）

6-7．2.5Y3/2 黒褐色土　粘土や砂、小礫など が混じる　
　　路盤の影響　締っている
7b．5Y4/8 赤褐色砂　粘性なし締っている　
7c．2.5Y8/2 灰白色粘土　粘性強く締っている

調査区５Ａ（東西断面）

7a．2.5Y7/6 明黄褐色粘土　粘性あり締っている
7b．2.5Y7/6 明黄褐色砂～ 7.5YR5/6 明褐色砂
　　粘性なし締っている
7b’．7.5YR5/6 明褐色砂と緑灰色粘土が不規則に混じる　
　　粘性・締りややあり
7c．7.5GY 緑灰色粘土　粘性あり締っている
調査区５（東西断面　2/3）
7a．5Y7/1 灰白色粘土　粘性あり締まっている

調査区４Ａ（南北断面）

7b．5Y8/4 浅黄色砂　粘性なし締っている　
　　部分的に酸化して褐色になっている
7c．5Y7/2 灰白色粘土　粘性強く締っている　
7d．5Y7/2 灰白色砂　粘性弱く締っている

調査区３Ｂ～Ｅ（南北断面）

2-3a．2.5Y2/1 黒色土　粘性ややあり締っている　
　　　浅黄色粘土ブロックを不規則に多量に含む　
　　　川原石も上面を中心に分布
3b．2.5Y2/1 黒色土（水性堆積）泥っぽい　粘性・締りややあり（池埋土）

調査区３Ａ（東西断面）

２．2.5Y7/1 明オリーブ灰色粘土ブロック　
　　粘性あり締っている 隙間に緑黒色土混じる　
3a．5Y2/1 オリーブ黒色土と灰色粘土ブロックの混ざり
　　粘性ややあり締っている（カクラン）
3b．N2/ 黒色泥質土　粘性ややあり締っている（池埋土）
5a．7.5Y6/2 灰オリーブ粘土　6層の影響で汚れている　
 粘性あり締っている（地山）
5b．7.5Y7/2 灰白色砂と粘土互層　粘性弱締っている（地山）

第 21 図　調査区３～５断面

Ⅳ　無量光院跡第 26 次調査
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調査区１Ａ（南北断面）　L=28.100m
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S
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6a
7

管

管

調査区１Ｂ（南北断面）

4b．10BG3/1 暗青灰色砂質土　粘性なし締っている
　　河原石 2～ 5㎝を多量含む　釘ガラス含む　
7a．10Y7/2 灰白色粘土　粘性あり締まっている　植物質（細）微量含む
7b．10Y7/2 灰白色砂　粘性ややあり締まっている　
7c．10Y7/2 灰白色粘土　粘性あり締まっている　植物質（細）少量含む

調査区１Ａ（南北断面）

1a．5PB 暗青灰砂利（水道埋設層）
1b．5Y7/1 灰白色砂（水道埋設層）
２．10YR6/4 にぶい黄橙色砂　1～ 10 ㎝の河原石を多量に含む
３．5Y6/4 オリーブ黄色土ブロック　隙間に青灰色土ブロック・ 河原石を少量含む
（２・３層は路盤）
4a．10BG5/1 青灰色砂質土　粘性・締りややあり　
  河原石 2～ 10 ㎝を少量含む（カクラン）　
５．10Y7/2 灰白色地山ブロック　粘性ややあり締っている　隙間に木の皮がクラック
　　に入っていたり、 青灰色ブロックが微量に入ったりする（カクラン）
6a．10BG2/1 青黒泥質土　粘性ややあり締まっている
  ５層と少し混じった感じになっている
6b．10BG2/1 青黒泥質土　粘性ややあり良く締まっている
 （12世紀の旧表土か池埋土）

調査区30Ｃ（南北断面）

　　L=28.100m

地山
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2b
3

C C’

調査区30Ｄ（南北断面）
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調査区30Ｅ（南北断面）　

　　L=28.100m
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B B’

調査区30Ａ-Ｂ（東西断面）　L=28.100m

S

S

2a

2b

3

地山

調査区30

１．10G4/1 暗緑灰色土　地山ブロック・中小の円礫を 多量に含む　粘性やや弱、締っている(近現代　カクラン）
2a．10Y2/1 黒色泥　地山起源粘土（オリーブ黄色）を不規則に多量含む　 粘性・締りややあり（人為　近現代か）
2b．2.5Y2/1 黒色泥～暗オリーブ灰色泥　地山起源のオリーブ灰色粘土ブロックを不規則に含む　粘性・締りややあり（水田耕作の跡か）
３．10YR2/1 黒色泥　中礫を極微量含む　粘性・締りややあり（池埋土）

A’

A

調査区29(東西断面）　L=28.200m

地山 S

カクランの
立ち上がり 1

S

11

調査区29(東西断面）

１．10BG2/1 青黒土　小石を多量に含む　
　　地山ブロック少量含む　
　　粘性ややあり締っている
 （ガラス出土　池だと思ったが溝状の撹乱）

第 22 図　調査区１・29・30 断面
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１．5BG6/1 青灰色粘土ブロック（地山起源）と緑黒色土ブロックが不規則に混じる　粘性ややあり締っている（整地層　近代頃か）
２．5G1.7/1 緑黒色土　砂っぽい　粘性ややあり締っている（池埋土）　遺物殆どなし　石なし　遺構なし
3a．5BG6/1 青灰色粘質土・緑黒色土の小中粒が不規則に 5% 前後見られる　粘性ややあり締っている
　　（盛土の可能性も考えたらやはり自然＝池廃絶後ジャングルになったのだろう）
3b．5Y3/2 オリーブ黒色粘土　粘性あり締っている（地山）
3c．5BG6/1 青灰色粘土　粘性あり締っている（地山）
3d．5BG6/1 青灰色砂　粘性なし締っている（地山）
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管

7a．10G6/1 緑灰色粘土　部分的ににぶい黄橙色をしている
　　粘性あり締っている　植物質を極微量含む
7b．10G6/1 緑灰色砂　粘性やや弱締っている
８．5GY7/1 明緑灰色粘土ブロック多量　その隙間に黒色土
　　粘性あり締っている

調査区６Ａ（東西断面）

５．10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック　隙間に黒褐色土微量　
　　部分的に河原石を極微量含む　粘性ややあり締っている
　　所々グライ化（盛土）
6a．10YR1.7/1 黒色泥　粘性あり締っている（池底の泥）
6b．10YR1.7/1 黒色泥ブロック 7a 層と混じり合っている　
　　粘性あり締っている

調査区６Ｂ（南北断面）

7a．2.5GY7/1 明オリーブ灰色粘土　部分的に暗ｵﾘｰﾌﾞ灰色
　　土がみられる　砂粘土が混じるが人為ではなく植物な
　　どによるものだろう　粘性ややあり締っている（地山）
7b．5GY7/1 明オリーブ灰色砂　粘性なし締っている
　　砂と粘土が交互に堆積（地山）

A’A

調査区２Ａ（南北断面）　L=28.100m

1b
2
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管

管

5

S
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6b6a
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B’B
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1a2
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管

5

6b

6a
6a 7a

調査区２Ｂ（南北断面）　L=28.100m 調査区２Ｂ（南北断面）

５．7.5Y7/2 灰白色粘土　粘性ややあり締っている 砂と粘土の混合　遺物なし
　　（カクラン）
6a．10GY 緑黒色土　粘性ややあり締っている　
　　灰白色粘土ブロックを多量に含む
6b．10GY 緑黒色土（泥っぽい）　粘性あり締っている（池埋土）
7a．2.5GY オリーブ灰色粘土　粘性あり締っている（地山）

調査区２Ａ（南北断面）

1b．5Y7/1 灰白色砂　粘性なし　締りややあり（水道埋設層）
２．2.5Y5/3 黄褐色砂　粘性なし　締りややあり　河原石少量含む
３．7.5GY6/1 緑灰色粘土　粘性あり　締りややあり 
　　黒色土ブロック少量含む
５．7.5Y7/2 灰白色粘土　粘性ややあり締っている 遺物殆ど入らない（カクラン）
6a．5Y3/1 オリーブ黒色土　粘性あり締っている　
　　地山ブロックを不規則に多量含む
6b．2.5Y2/1 黒色土（泥っぽい）　粘性ややあり締っている
  7 層との境は漸移層のようになっている（池埋土）
７．5Y7/3 浅黄色粘土　粘性あり締っている　植物質（微細）を微量含む（地山）

第 23 図　調査区２・６・11 断面

Ⅳ　無量光院跡第 26 次調査
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1

2
34 4

5 5
6 6

1

調査区12Ｈ　４号溝跡

１．10YR2/1 黒色土　地山ブロック多量、小石少量含む 粘性ややあり締っている（カクラン）
２．2.5GY4/1 暗オリーブ灰色土　粘性・締りややあり
３．2.5GY4/1 暗オリーブ灰色土　地山ブロック小粒少量　砂微量含む　粘性・締りややあり
４．10BG1.7/1 青黒泥　粘性ややあり締っている（池の土と似る）
５．2.5GY4/1 暗オリーブ灰色土　地山ブロック中粒多量含む　粘性ややあり締っている（人為っぽい）
６．10BG1.7/1 青黒泥　粘性ややあり締りややあり（池の土と似る）

G G’

調査区 12Ｇ（西側断面）　L=27.700m

路盤

路盤路盤 水道管埋

設砂利
池

1a

管 地山

1a

S

C

4

7

調査区 12Ｃ（東西断面）　L=27.700m

C’

B

調査区 12Ｂ（東西断面）　L=27.700m

41a
1b

B’

A

調査区 12Ａ（東西断面）　L=27.700m

2
4

3

4 カクラン5
6

2
木S

1a

4

1a2

A’

2

S 1a

4
8

調査区 12Ａ～Ｃ・Ｇ
1a．10YR5/6 黄褐色砂　粘性なし締っている（路盤）
1b．10BG4/1 暗緑灰色土　地山ブロック中小粒を少量含む　粘性・締りややあり
２．10BG4/1 暗緑灰色土　部分的に砂っぽい　粘性あり締っている
４．5Y7/4 浅黄色粘土　同色砂を不規則に含む　粘性あり締っている
５．2.5Y6/6 明黄褐色砂　粘性なし締っている
６．2.5Y6/6 明黄褐色粘土　粘性あり締っている
７．7.5Y7/3 浅黄色粘土　暗緑灰色ブロックを不規則に少量含む　粘性ややあり締っている
８．10BG2/1 青黒色泥　粘性・締りややあり

第 24 図　調査区 28（４号溝跡）・12- １断面
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0 １m 

B’B

調査区13Ｂ（整地層南北断面）

L=27.500m

2a
2b

3

8

№7 №5･4

№3

№2№1

S

№6

A

調査区13Ａ（東西断面）　L=27.500m

P
P

S木

S

1 7a

32b
2b
2a 2a

17（地山）

18

P1

8

7b

8

9

7b

32

3

A’

17

1411
11

10
11 715

8号溝跡

4

調査区13

１．5BG6/1 青灰色土ブロック(地山起源 )と緑黒色土ブロックが不規則に混じる　粘性ややあり締まっている(近代頃か )
18．5BG5/1 青灰色土ブロックと浅黄色地山ブロック 5:3　炭粒少量、かわらけ片微量含む　粘性・締りややあり（P1）
2a．5Y7/4 浅黄色土ブロックと青灰色土ブロック 8:2　炭粒微量含む　粘性あり締っている
2b．5BG4/1 暗青灰色泥質土　かわらけ少量含む　粘性あり締っている
３．5Y7/4 浅黄色土ブロックと青灰色土ブロック 7:3　炭化物が層を成している部分もある
　粘性あり締っている
7a．10BG5/1 青灰色土　浅黄色ブロック少量含む　粘性ややあり締っている
7b．10BG5/1 青灰色土　大小の炭粒を大量含む　粘性ややあり締っている
８．5G5/1 緑灰色泥質土　粘性あり締っている
９．7.5Y7/3 浅黄色土　隙間に青灰色泥質土少量　粘性ややあり締っている
４．2.5Y7/6 明黄褐色粘土　粘性あり締っている
７．7.5GY5/1 緑灰色泥質土　炭粒極微量含む　粘性あり締っている
10．7.5GY6/1 緑灰色砂質土　粘性やや弱締っている
14．7.5Y7/3 浅黄色粘土ブロックと緑灰色砂ブロック 8:2　粘性やや弱締っている（8号溝跡）
15．7.5Y7/3 浅黄色粘土ブロックと緑灰色砂ブロック 8:2　14 層より交互に堆積している感じ　粘性やや弱締っている（8号溝跡）
11．10Y7/2 灰白色砂　粘性なし締っている（地山か ?）
17．5Y7/4 浅黄色粘土　粘性あり締っている（地山）

4 2a
2b

2c

調査区14Ｂ（東西断面）　L=27.500m

B’B

12

3 3

A A’

3

木

調査区14Ａ（東西断面）　L=27.500m

7

4

調査区14Ａ（東西断面）

４．5B4/1 暗青灰色粘土ブロックと地山ブロック 5:5　粘性あり締っている（整地）
７．5B4/1 暗青灰色土　粘性・締りややあり（旧表土の可能性あり）
３．5B6/1 青灰色　砂と粘土が交互に堆積（地山）

調査区14Ｂ（東西断面）

４．10YR6/8 明黄褐色粘土　青灰色土ブロック 5% 含む　粘性あり締っている（整地）
2a．10BG6/1 青灰色粘土　粘性あり締っている
2b．植物堆積層
2c．10BG6/1 青灰色砂質土　粘性ややあり締っている（旧表土）
12．10BG6/1 青灰色土ブロック・地山ブロック 6:4　粘性ややあり締っている
３． Ａ３層と同じ（地山）

調査区 12Ｄ～Ｆ（東西断面）

２．5BG3/1 暗青灰色砂質土　粘性・締りややあり
３．5BG6/1 青灰色土　地山ブロックを多量に含む　
　　粘性ややあり締っている　かわらけ細片含む
　　（整地層）

2
2

3
Sカクラン カクラン

S
根

4

4

調査区12Ｄ（東西断面）　L=27.700m

D

2

4
4

E”E’E

調査区12Ｅ（東側整地層）　L=27.700m

地山

路盤
砂利

カクラン

地山

3
3

F’F

調査区12Ｆ（東側整地層）

L=27.700m

根

地山

2

3

D’

第 25 図　調査区 12- ２～ 14- １断面

Ⅳ　無量光院跡第 26 次調査
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0 １m 

C

調査区14･15Ｃ（東西断面）　L=27.400m

8

13
13

14

5a 5a
5bP

11

地山

5

10

12

13地山

地山
P

9

7a

3地山

2号土坑

1号土坑

地山

7b

7a7a9
13

調査区14Ｃ・15Ｃ（東西断面）

５a．5Y5/1 灰色土・小石・地山ブロックを不規則に含む　粘性・締りややあり（近現代）
７a．5Y8/4 淡黄色粘土　地山ブロック少量含む　粘性あり締っている（12C整地）
13．10YR5/1 褐灰色土　地山ブロック少量含む　粘性・締りややあり
14．10YR5/1 褐灰色土　炭物と遺物を多量に含む　粘性・締りややあり
12．10YR5/1 褐灰色土　地山ブロック多量に含む　粘性・締りややあり
10．5Y8/4 淡黄色粘土ブロック　隙間に褐灰色土　粘性・締りややあり
13．5Y8/4 淡黄色粘土と褐灰色ブロック同量　粘性・締りややあり

調査区14Ｃ（東西断面）
５．10G4/1 暗褐灰色粘土　小石多量に含む　粘性あり締っている
９．5Y4/1 灰色土　地山ブロック多量、炭粒も薄い層を成して堆積　粘性ややあり締っている（整地）
３．5Y5/1 灰色土　地山ブロック大量に含む　粘性ややあり締っている（柱穴）
８．10Y4/1 灰色土　地山ブロック多量、炭粒少量含む　かわらけ底面近くにあり　粘性ややあり締っている（土坑）
11．5Y4/1 灰色土　地山ブロック大量に含む　粘性・締りややあり

1c
1b

1a
1a

7c

17 20a

20b

調査区 15Ｂ　９～ 12号溝跡

L=27.400m

9号溝跡10号溝跡 11号溝跡 12号溝跡

17

C’

16c

地山

D’D

調査区15Ｄ（東西断面続き）

L=27.400m

17

1a
1a

20
地山

カクラン

7d 7d

S

調査区15Ｃ　３号土坑・13号溝跡(東西断面)

L=27.400m

6

5b

1c 1b
1a

13号溝跡

地山

3号土坑

16b
16c

16a

15

5b

地山

5b

7b

18
16c

調査区15Ｃ　３号土坑・13号溝跡(東西断面)

１c．2.5Y6/1 黄灰色砂　粘性なし締りややあり（整地）
５b．2.5Y8/6 黄色粘土ブロック　隙間に褐灰色土 10%　粘性あり締っている（整地）
７b．10YR4/1 褐灰色土　地山ブロックと炭粒を 3% 含む　粘性ややあり締っている（整地）
16a．1c と同じ
16b．7と同じ　ブロック多量
６．1OYR3/1 黒褐色土　粘性・締りややあり
18．10YR4/1 褐灰色土　地山ブロック少量含む　粘性・締りややあり
15．10YR4/1 褐灰色土ブロックと黄色粘土（地山）ブロックを多量に含む　粘性・締りややあり（人為堆積）
16c.10YR4/1 褐灰色土　地山ブロック微量・炭粒ごく微量含む　粘性ややあり締っている（12C整地 )

調査区15Ｄ　トレンチ２・１(東西断面)

１a．10BG4/1 暗青灰色粘土　地山ブロック多量　粘性・締りややあり（盛土）
７d．2.5Y6/8 明黄褐色粘土　黄灰色土少量混じる　粘性あり締っている（整地）
17．2.5Y5/1 黄灰色砂質土　粘性ややあり締っている
20．2.5Y7/6 明黄褐色粘土　3層と交互に堆積（水性堆積っぽい）

調査区15Ｂ　９～ 12 号溝跡(東西整地断面)

１b．5Y6/6 オリーブ粘質土　粘性あり締っている（盛土）
20b．10YR2/1 黒色土　褐灰色土少量混じる　粘性ややあり締っている（自然堆積）
20a．10YR4/1 褐灰色土　粘性・締りややあり（自然堆積）
７c．10YR6/1 褐灰色土　粘性やや弱締っている　酸化して褐色になっている（人為堆積）
SD10．2.5Y5/1 黄灰色土　地山ブロック多量に含む　粘性・締りややあり
SD11．2.5Y4/1 黄灰色土　地山ブロック大量に含む　粘性・締りややあり
SD12．2.5Y4/1 黄灰色土　地山ブロック多量に含む　粘性・締りややあり　

第 26 図　調査区 14- ２・15 断面
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0 １m 

調査区24(東西断面）　L=27.000m

2

A A’

3

4

5

6 P

S

7

1
1

2 5 3
6

7

調査区25(東西断面）　L=27.000m

B B’

調査区24・25(東西断面)

１．2Y6/2 灰黄色砂　粘性ややあり締っている　近代頃の遺物あり　道路のなれの果て
２．7.5Y7/2 灰白色粘土　部分的に灰色土小ブロック微量含む　粘性あり締っている
３．10YR2/1 黒色土　上位には地山ブロックを多量含む　下位はブロック含まない 粘性ややあり締っている
４．2.5Y5/1 黄灰色土　粘性ややあり締っている
５．2層と同じ
６．5Y5/1 灰色土　若干砂っぽい　粘性ややあり締っている
７．7.5Y7/3 浅黄色砂質土　部分的に粘土質となる　粘性ややあり締っている　地山だと思うが自信ない
　　

B’

6

7

地山

B

a･

2

カクラン

地山

地山

3a

2a
2b

1a

3a

1

P
P

2
6

7
52

カクラン
カクラン

3b

鉄

9

8

4 木

4号土坑

下端とした

1

調査区23Ｂ　南壁(整地層断面）

L=27.400m

地山

17号溝跡

調査区23Ｂ　南壁(整地層断面)

1a．2.5Y6/2 灰黄色砂　粘性ややあり締っている
2a．2.5Y5/1 黄灰色土　地山ブロックを大量、炭粒を極微量含む　粘性ややあり締っている（遺構に見えた）
2b．5Y8/3 淡黄色粘土　粘性あり締っている
2c．5Y8/3 淡黄色粘土　黄灰色土と薄く交互に混じったりする　粘性・締りややあり
3a．2.5Y5/1 黄灰色土　地山ブロック少量含む　粘性ややあり締っている
3b．2.5Y5/1 黄灰色土　地山ブロック大量に不規則に含む　粘性・締りややあり
４．5Y5/1 灰色土と同色泥・黒色土が薄く 2層入る　粘性あり締りややあり
５．2.5Y5/1 灰色土　粘性やや弱締っている
６．2.5Y5/2 暗灰色土　地山ブロック小粒を多量含む　粘性ややあり締っている
　　（3層に対応するようだが色が似ていない）
７．2.5Y4/1 黄灰色土　地山ブロック少量含む　粘性ややあり締っている
８．5Y5/1 灰色土　地山ブロックとオリーブ黒色土ブロック（大粒）を多量に含む。粘性と締りややあり
９．7.5GY7/1 明緑灰色粘土　灰色土ブロック少量含む　粘性と締りややあり

カクラン1

2

3a

5

調査区22Ａ　南壁(整地層断面）

L=27.400m

A A’

1

5
5

3a

3b

カクラン

柱穴

A”

2

東壁

調査区22(東西断面)

3b．2Y5/1 灰色土ブロックと灰白色粘土 6:4　粘性あり締っている
 柱穴の左の立ち上がり見えない。左と一連のものか布掘りか

A A’

調査区21北壁(東側続き)

L=27.400m

2

3a

45

1

15号溝跡

B B’

調査区 21Ｂ　西壁

L=27.400m

2

3a 4

5

1

B”

4

カクラン

5

2

2

3a

3a

1
1

北壁(整地層断面） 調査区21(整地層断面)

１．10YR6/8 明黄褐色粘土　黄灰色小ブロックを
　　微量含む　粘性あり締っている（盛土上）
２．7.5Y5/1 灰色土　炭粒・土器細片、灰白色土
　　ブロッ クを多量含む　炭はうすい層を成して
　　いる所も多い　他の場から不要のものをここ
　　にすてていたような所か　
　　粘性ややあり締っている
3a．2.5Y8/3 淡黄色粘土　褐灰色土ブロック大粒
　　を少量含む　粘性あり締っている
４．10YR6/1 褐灰色土　淡黄色粘土ブロック少量
　　含む 粘性ややあり締っている
５．2.5Y8/3 淡黄色粘土　場所によって褐灰色土
　　ブロック微量含む　粘性あり締っている
　　（地山）

第 27 図　調査区 21 ～ 25 断面

Ⅳ　無量光院跡第 26 次調査
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0 １m 

調査区20a(東西断面)

４’.1aに灰白色粘土混じる　粘性・締りややあり
３．7.5Y6/1 灰色土炭粒少量含む　粘性・締りややあり(14号溝跡)
４．10GY7/1 明緑灰色粘土　黒色土及び炭粒が薄く何層にも交互に堆積　
　　　　　　　　　　　　　粘性・締りややあり(水性堆積）(14号溝跡)

A

4

4’

4’

粘土

砂

A’

S

砂礫の地山

14号溝跡
2

3

4
粘土

砂

調査区20a(東西断面)　L=26.700m

調査区19(東西断面）　L=26.900m

地山 (砂 )

4

1b
地山 (粘土 )

A’A

調査区19(東西断面）

1b．砂と共に小石も混じる　流れがあったためだろう

A’A

調査区18a(東西断面）　L=26.900m

4

1b

地山 粘土
砂

調査区18a(東西断面）

４．1層と同じ
1b．10GY5/1 緑灰色砂　1層と混じり合っている　
　　　　　　　　　　　粘性ややあり締っている

調査区17Ｂ（東西断面）　L=27.000m

2

4

B’B

A”A’
・

4
S

2　地山

A

19 4

1

S

20

19

20

新しい

地山
カクランカクラン

調査区17Ａ（東西断面）　L=27.000m調査区16(東西断面）　L=27.000m

調査区16(東西断面)

１．7.5Y3/2 オリーブ黒色土　
 地山ブロック・小石を多量に含む　粘性あり締り弱
 近代以降の陶器が入っていた（カクラン）
４．10BG4/1 暗緑灰色土　青灰色粘土がうすく入る（水性堆積のように）　粘性・締りややあり
19．5GY7/1 明オリーブ灰色粘土　灰色土ブロックを少量含む　粘性あり締っている（整地）
20．7.5Y5/1 灰色土　地山ブロック・炭粒を微量含む　
 粘性・締りややあり（整地）
※旧表土はない　12Cの人々は削平して盛土しているようだ
地山．5GY7/1　粘土・砂

調査区17(東西断面)

４．10BG2/1 青黒土と緑灰色土とが混じる　粘性・締りややあり（水性堆積っぽい）　近代以降の溝
２．2.5Y7/3 浅黄色粘土及び砂（地山）

B’B

8 7

1
S 2

3

調査区27Ｂ（東西断面）　L=27.000m

S
2

3a
7 地山

6

A A’

1

砂と粘土

カクラン

3
2

6
3a

7

調査区 26Ａ（東西断面）　L=27.000m

3

6　粘土

調査区26・27(東西断面 )

3a．灰白色砂　水性堆積
６．7.5Y4/1 灰色泥　粘性ややあり締っている
８．7.5Y4/1 灰色土と同色砂と淡黄色粘土とが薄い層を成す
　　粘性ややあり締っている

第 28 図　調査区 16 ～ 20・26・27 断面
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第 29 図　かわらけ１
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15 14
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18 19
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20 21

23 24

25
0 10cm

１・２　 調査区７
３～７　 調査区 31
８～ 13　調査区 13

14 ～ 17　1 号土坑

15 ～ 24　調査区 14
25　調査区 15 ほか

Ⅳ　無量光院跡第 26 次調査
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第 30 図　かわらけ２、瓦
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第 31 図　磁器、陶器１
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Ⅳ　無量光院跡第 26 次調査
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第 32 図　陶器 2、木製品、石器
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遺構名 長軸(cm) 短軸(cm) 深さ(cm) 備考

SP7 21.1 (17.4) -

SP8 27.5 (18.6) -  

SP9 19.8 14.2 -

SP10 21.1 20.5 -

SP11 29.0 24.6 -

SP12 51.9 38.5 -

SP13 38.0 - (44.0)  

SP14 39.5 39.2 7.2

SP15 92.4 41.1 -

SP16 50.7 48.3 - 検出のみ

検出のみ

検出のみ

検出のみ

検出のみ

検出のみ

検出のみ

検出のみ

遺構名

第３表　土坑観察表

第４表　溝跡観察表

第５表　柱穴観察表

Ⅳ　無量光院跡第 26 次調査
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口径 底径 器高

1 1
調査区７　新しい時期の
盛土

ロクロ小 ロクロ 8.8 6.8 1.9

2 2 調査区７　整地８層 ロクロ小 ロクロ 9.0 6.8 1.8
3 38 調査区31　整地１層 手づくね大 一段ナデ 13.5 3.6 やや歪み
4 39 調査区31　整地層 手づくね小 一段ナデ 9.4 1.9 二段ナデではないと思う
5 42 調査区31　整地１層 ロクロ小 ロクロ 8.7 1.7 6.5 かなり風化
6 41 調査区31　整地１層 ロクロ小 ロクロ 8.9 6.0 1.7
7 40 調査区31　整地１層 手づくね内折れ 9.5 9.4 1.0 今回の調査では１点のみ
8 3 調査区13　整地６層 手づくね小 一段ナデ 9.7 1.9
9 5 調査区13　整地６層 ロクロ小 ロクロ 8.3 6.4 1.3
10 4 調査区13　整地６層 ロクロ小 ロクロ 9.3 6.5 2.1
11 8 調査区13　整地９層 手づくね大 二段ナデ 14.5 3.2
12 6 調査区13　整地９層 ロクロ大 ロクロ 14.9 6.8 4.1 歪み
13 7 調査区13　整地９層 ロクロ小 ロクロ 9.6 6.0 1.7 底歪み
14 9 調査区13　１号土坑 ロクロ大 ロクロ 14.6 8.4 3.9 底面に細い棒の痕跡
15 11 調査区14　１号土坑 手づくね大 二段ナデ 15.6 3.8 やや歪み
17 10 調査区14　１号土坑 手づくね大 一段ナデ面取 15.2 4.4
18 37 調査区21　整地２層 ロクロ大 ロクロ 14.3 7.8 4.0
19 26 調査区14　整地３層 手づくね大 二段ナデ 16.2 4.0 大きい
20 23 調査区14 ロクロ大 ロクロ 16.0 7.8 3.4 大きい
21 27 調査区14 ロクロ大 ロクロ 13.5 8.4 4.3
22 24 調査区14 ロクロ小 ロクロ 9.2 6.9 2.0
23 25 調査区14　整地３層 ロクロ小 ロクロ 8.6 6.0 1.9

24 22
調査区14　整地層と２号
土坑の境目

ロクロ小 ロクロ 9.9 6.4 1.9

25 33
調査区15　13号溝４層ほ
か

手づくね大 一段ナデ 13.2 3.2 小さい

26 16 調査区14　２号土坑 手づくね大 一段ナデ 14.8 3.9 やや歪み
27 14 調査区14　２号土坑 手づくね大 一段ナデ面取 13.4 3.3 小さい、内面に煤付着
28 15 調査区14　２号土坑 手づくね大 一段ナデ 13.3 3.5 小さい
29 12 調査区14　２号土坑 手づくね大 二段ナデ面取 16.2 3.3 大きい
30 13 調査区14　２号土坑 手づくね大 一段ナデ面取 16.1 3.6 大きい
31 28 調査区15　２号土坑 手づくね大 一段ナデ面取 14.0 3.6 二段ナデか
32 31 調査区15　２号土坑 手づくね大 二段ナデ面取 14.7 3.4 スノコ痕、歪み
33 29 調査区15　２号土坑 手づくね大 二段ナデ面取 14.4 3.1 スノコ痕
34 30 調査区15　２号土坑 手づくね大 多段ナデ 14.6 3.9 ナデ三段あるか
35 18 調査区14　２号土坑 手づくね小 一段なで 10.4 1.9
36 19 調査区14　２号土坑 ロクロ小 ロクロ 9.7 6.2 2.6
37 32 調査区15　２号土坑 ロクロ小 ロクロ 9.1 6.0 1.9
38 20 調査区14　２号土坑 ロクロ小 ロクロ 8.6 4.6 4.6 小さい
39 17 調査区14　２号土坑 ロクロ大 ロクロ 13.1 6.8 3.3 スノコ痕
40 21 調査区14　２号土坑 ロクロ大 ロクロ 15.4 8.2 3.8
41 36 調査区21　整地層 手づくね大 二段ナデ 13.4 2.7 小さい
42 35 調査区21　整地層 手づくね大 一段ナデ面取 15.3 3.8 歪み
43 34 調査区21　整地２層 ロクロ大 ロクロ 14.2 7.8 4.0

掲載
番号

備考
計測値（㎝）

調整種類出土位置、層位仮番号

掲載
番号 仮番号

第６表　かわらけ観察表

第７表　陶磁器観察表
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掲載
番号 仮番号

掲載
番号

仮番号

87

88

89

90

91

掲載
番号 仮番号

掲載
番号 仮番号

第８表　木製品観察表

第９表　瓦観察表

第 10 表　羽口観察表

Ⅳ　無量光院跡第 26 次調査
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1：4,0001：4,00000 200m200m

花立Ⅱ遺跡第24次花立Ⅱ遺跡第24次

花立Ⅰ遺跡第30次花立Ⅰ遺跡第30次

第 33 図　遺跡地形図と調査地点
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第 34 図　遺構配置図
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中尊寺

月見坂

衣関遺跡

国道４号

金鶏山経塚
花立山

花立窯
花館廃寺

花立遺跡

北方形区画
観自在王院跡

経塚山

塔山

東北縦貫自動車道
毛越寺

県道

倉町遺跡

志羅山遺跡
道路跡

道路跡
J R東北本線

泉屋遺跡

太田川

平泉駅

鈴沢の池跡参道跡
南方形区画

伽羅之御所跡

白山社跡
県道

猫間が淵跡 堀内部
柳之御所跡柳之御所跡堀外部

道路跡

県道＝奥州街道

高館跡
北上川

無量光院跡

花立Ⅰ遺跡花立Ⅰ遺跡

Ⅰ

Ⅱ

路盤

アスファルト

A A'
L=30.500m

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

1：300 1 m

２　基　本　層　序

　遺跡の層序は各調査区により異なる。ここでは県道の下で記録を取った調査区24での土層を挙げる。
北西には旧河道が見られるため、その土層は３節を参照して頂きたい。

Ⅰ層　水道管埋設時の土、120㎝。水道管は新旧二
　　　本入っていた。道路路盤（砂・石）55 ～ 65 ㎝。
Ⅱ層　暗褐色土　砂混じる。近代以降の盛土。５～
　　　15㎝。
Ⅲ層　黄褐色砂質土　５～20㎝　地山。遺構検出面。
Ⅳ層　にぶい黄色粘土　５～ 15㎝前後。地山。
Ⅴ層　褐色砂質土　20 ～ 30㎝　地山。
Ⅵ層　浅黄色土　10㎝以上　地山。

Ⅴ　花立Ⅰ遺跡第 30 次調査

１　概　　　要

　遺跡は西磐井郡平泉町平泉字花立地内か
ら字柳之御所地内にある。遺跡の範囲は東
西約 240 ｍ×南北約 320 ｍと広く、現況は
宅地が主である。あとは水田・畑となって
いる。調査区は 15 ヶ所に分かれており、遺
跡の北西端から東端までを細長く調査した
ことになる。
　遺構は溝跡３条（性格不明遺構３基）、柱
穴５個が検出された。検出された遺構は 12
世紀、平泉藤原氏時代のものとそれ以降の
遺構からなるが、明らかに 13 世紀や 11 世
紀となるような遺構や遺物は見つからな
かった。

第 35 図　平泉略式図
（田原市博物館 2013 に加筆）

第 36 図　基本土層

３　検　出　遺　構

（１）溝　　　跡
　３条の溝跡を検出している。調査区 23 で２条、調査区 34 で１条あるが調査区が狭いため全体の分
かる遺構はない。其々の特徴については観察表にまとめた。
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（２）旧　河　道
　１～３号旧河道が見つかっているが細長い調査区での検出であったため全容の分かるものはない。

１号旧河道（第 41・42 図、写真図版 36）
＜位置＞隣接する花立Ⅱ遺跡に近い調査区３にて検出された。
＜規模・重複関係＞上幅２ｍ以上、深さは 0.7 ｍ、検出した長さは 2.4 ｍ程しかない。
＜堆積土＞底面に自然堆積層、その上層はグライ化した灰色土と青灰色粘土ブロックが混じり合う人
為堆積であった。
＜方向＞南西から北東へと向かっているが、隣の花立Ⅱ遺跡第 24 次、調査区３では見つからず、代
わりに調査区３では３号旧河道が検出されている。１号旧河道と花立Ⅱ遺跡第 24 次調査区３検出の
３号旧河道は、もともと１本の河道が枝分かれしたものか或いは流れが変わったものの可能性がある。
＜出土遺物＞（第 46 図、写真図版 39）縄文時代晩期末～弥生時代初頭の土器が数片（９～ 12）、種子２点、
かわらけ片は 212.9 ｇ出土している。
＜時期＞ 12 世紀に埋め戻されたと考えられるが、機能していたのはそれよりも古い可能性がある。

２号旧河道（第 37 ～ 39・42 ～ 44 図、写真図版 31 ～ 34）
＜位置＞調査区の北西部にあたる調査区８～ 12、17、19、25 にて検出された。無量光院跡と柳之御
所遺跡の間に古くから知られる旧河道（「猫間が淵」と呼ばれる）があり、２号旧河道はその猫間が
淵の上流部に相当する。
＜規模＞最も深くなる調査区８で現地表面から 1.9 ｍ、上流部にあたる調査区 25 では徐々に浅くなっ
て 0.2 ～０ｍとなり、上流の北西方向へ進むにしたがい道路の路盤に削られて失われている。本来は
調査区 25 よりも北西－西側へと続いていたことは間違いないが、残ってはいない。上場・下場は調
査区の外にあることが分かった。現地形からは調査区 17 付近で上幅 40 ｍ、上流に行くほど狭くなり
調査区 25 付近で 15 ｍと想定できる。
＜堆積土＞基本的に自然堆積である。グライ化した灰色泥及び同色の砂、十和田ａ火山灰、砂礫で構
成される。堆積土の比較的上位に十和田ａ火山灰が部分的に残っていた。調査区８～ 11 には途切れ
ながらも３㎝前後の厚さで分布しており、上流から流れてきた火山灰がこの場に溜まったような形跡
はなく、降下した状態を留めていると判断した。12 世紀の遺物も火山灰よりも上層からしか出土して
いない。グライ化した泥及び砂は交互に堆積しており、川の流れが速い時と緩やかな時があったのだ
ろう。場所によっては 30㎝前後の円礫が入るところもあった。底面は砂礫層で、ここまで掘り下げる
と湧水した。
＜方向＞推定される２号旧河道（猫間が淵）の流路は、金鶏山の西側や町営住宅地のある山を源とし、
花立Ⅰ遺跡と衣関遺跡の境付近を通過して線路を渡る。それから県道とその周囲を流れて柳之御所遺
跡と無量光院跡・伽羅之御所跡の間を通って北上川へと合流するのであろう。
＜出土遺物＞（第 46 図、写真図版 37）堆積土の最上位には近現代の陶磁器があった。十和田ａ火山
灰層より上位から 12 世紀の遺物が少量出土した。底面付近からは縄文時代晩期末～弥生時代初頭の
土器片が少量と自然木が大コンテナで６箱程見つかった。渥美産陶器片が２点、常滑産陶器片は５点、
白磁片１点、産地不明１点、瓦片１点、炭５片、剥片石器２点、種４点が出土してる。
＜時期＞縄文時代晩期末～弥生時代初頭とみられる土器が少量出土している。これが旧河道の形成さ
れた時期なのだろう。12 世紀には殆ど埋まりかけており、現況に近い状態となっていたようである。

Ⅴ　花立Ⅰ遺跡第 30 次調査
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３号旧河道（第 41 図、写真図版 36）
＜位置＞隣接する花立Ⅱ遺跡に近い調査区 23 にて検出された。
＜規模・重複関係＞上幅 2.1 ｍ、深さは 0.3 ｍ、検出した長さは 1.2 ｍ程しかない。１号溝跡よりも古い。
＜堆積土＞底面付近が黒褐色土でその上位は暗褐色土となる自然堆積である。
＜方向＞東南東から西南西方向へと向かっているが、隣の調査区４では見つかっておらず、浅くなっ
て削平されたと判断される。
＜出土遺物＞縄文時代晩期末～弥生時代初頭頃の土器片が１片（6.7 ｇ）出土した。
＜時期＞ 12 世紀段階には殆ど埋まっていたようである。

（３）柱　　　穴
　５個の柱穴を検出した。調査区が狭いため全容は不明であるもののＳＰ 04 とＳＰ 05 は掘立柱建物
跡を構成する可能性が高い。他に用途を想定できたものはない。特徴については計測表に整理した。

（４）性 格 不 明 遺 構
　調査区 23 でＳＸ 01 を、調査区 34 でＳＸ 02・ＳＸ 03 を検出した。
ＳＸ 01（第 41・45 図、写真図版 36）は平面形も底面形状も不整形で自然の落ち込みなのか、人が掘っ
た施設の一部なのかはっきりしない。埋土を見ると水が流れたような形跡はなかった。
ＳＸ 02（第 39 図、写真図版 34）は概ね平坦な底面をしているが、壁際に沿って浅い溝状の掘り込み
を持ち、南東側も一部窪みがある。柱穴はない。埋土は人為堆積であった。遺構に伴って遺物が出土
したわけではないがの時期は 12 世紀ではなくそれ以降ではないかと考えている。
ＳＸ 03（第 39・45 図、写真図版 34）底面は北東方向へと緩やかに低くなっており、一箇所窪む部分
がある。壁付近には細長い溝が途中途切れながらも続いている。遺構の全容は不明であるが竪穴建物
跡などはなく、斜面地形に塀のようなものを設けていたのかもしれない。
　性格不明遺構の規模や形状、埋土の状況他は観察表にまとめている。

４　出土遺物（第 46 図、写真図版 39）

　遺構内外から 12 世紀に属する遺物としてかわらけ、国産陶器、中国産磁器、瓦、種子が、他の時
期として縄文時代晩期末から弥生時代初頭の土器や石器が出土している。また、銭貨が１点出土して
いる。野外調査では遺構外から近現代の陶磁器も出土しているものの掲載はしていない。遺構内出土
を中心に代表的な遺物を掲載しているが、個々の特徴については遺物観察表に整理した。

かわらけ　２号旧河道から出土したものを５点掲載している。何れも手づくねかわらけである。大形
のかわらけは２段ナデであるが口径は異なる。小形のかわらけは何れも１段ナデである。不掲載遺物
の中にはロクロかわらけ片もあったが、その量は少なく図化できそうなものはなかった。
陶磁器　６は白磁碗で大宰府編年のⅡ類にあたる。７は常滑産陶器、８は渥美産陶器である。
縄文時代晩期末から弥生時代初頭の土器　いずれも地紋だけで文様を持つ個体は出土しなかった。
近世陶器　13 は高台を持たない碗類である。黄色の釉が内面全体に。外面は底部付近は無釉である。
銭貨　14 は残りが悪いが寛永通宝であろう。

４　出土遺物
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1：500 2 m

調査区4 1号旧河道A-A'
1. 7.5YR5/8　明褐色土　　　　灰色土20%.炭化物(φ1mm以下)1%.粘性有り.締まり有り…新しい
2. 2.5Y2/1　 黒色土　　　　　暗オリーブ灰色土との混合土.炭化物(φ1～8mm)3%.
　　　　　　　　　　　　　　 粘性やや強.締まり有り…人為堆積.12C
3. 10GY4/1　 暗緑灰色土　　　灰色土との混合土.黒色土がまだらに15%.明褐色土が帯状に3%.
　　　　　　　　　　　　　　 黄褐色土粒(φ1～2mm)がまばらに1%.炭化物(φ1～10mm)3%.
　　　　　　　　　　　　　　 粘性有り.締まり有り…人為堆積.12C
4. 5GY5/1　　オリーブ灰色土　粘性強.締まり有り…自然堆積.12C

調査区19 2号旧河道B-B'
1. 2.5GY3/1　暗オリーブ灰色土　暗緑灰色土10%.暗オリーブ色土粒(φ3～7mm)がまだらに7%.
　　　　　　　　　　　　　　　 オリーブ褐色土が帯状に7%.礫(φ8～220mm)40%.炭化物(φ1～15mm)10%.
　　　　　　　　　　　　　　　 粘性弱.締まり強…自然堆積
2. 5GY3/1　　暗オリーブ灰色土　黄褐色土粒(φ3～5mm)がまだらに1%.礫(φ10～200mm)30%.粘性弱.締まり強…砂礫層
3. 10GY6/1　 緑灰色土　　　　　礫(φ10～180mm)40%.炭化物(φ1～22mm)10%.粘性弱.締まり強…砂礫層

調査区25 2号旧河道A-A'
1. 5YR3/6　　暗赤褐色土　礫(φ9～20mm)3%.粘性弱.締まりやや弱…床土状
2. 7.5GY2/1　緑黒色土　　緑灰色土がまだらに10%.礫(φ20～140mm)20%.
　　　　　　　　　　　　 炭化物(φ1～3mm)5%.粘性弱.締まり有り…旧河道の堆積土

調査区11 2号旧河道C-C'
1.　　5Y4/3　　暗オリーブ色粘土質土　炭化物(φ1～4mm)3%.粘性有り.締まりやや強.
2.　　5Y4/2　　灰オリーブ色粘土質土　オリーブ色土ブロック1%.炭化物(φ1～3mm)3%.粘性やや強.締まりやや強.
3･4.　10Y4/1　 灰色粘土質土　　　　　火山灰粒(φ1～7mm)3%.礫(φ3mm)3%.炭化物(φ1mm)3%.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 粘性やや強.締まりやや強.
5･6a. 7.5Y3/1　オリーブ黒色粘土質土　灰オリーブ色土ブロック10%.火山灰粒(φ1～3mm)1%.炭化物(φ2～4mm)1%.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 粘性有り.締まり強.
5･6b. 10Y4/1　 灰色砂質土　　　　　　礫ブロック50%.粘性弱.締まりやや強.
5･6c. 7.5Y4/1　灰色粘土質土　　　　　緑灰色土ブロック5%.礫(φ1mm以下)10%.炭化物(φ1～5mm)3%.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 粘性有り.締まり有り.
6a.　 5GY4/1　 暗オリーブ灰色砂質土　緑灰色土ブロック5%.粘性やや弱.締まりやや弱.
6b.　 7.5Y3/1　オリーブ黒色粘土質土　灰白色土ブロック3%.炭化物(φ1～2mm)1%.粘性有り.締まりやや強.
7.　　7.5Y4/1　灰色砂質土　　　　　　礫(φ1～7mm)30%.粘性無し.締まり弱.
8.　　10Y3/1　 オリーブ黒色砂質土　　粘性弱.締まりやや弱…礫層
9.　　10Y4/1　 灰色粘土質土　　　　　礫(φ1～2mm)1%.粘性有り.締まりやや強.
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1：500 2 m

調査区10 2号旧河道E-E'
1.　 5Y4/1　　 灰色土　　　　　灰白色土粒(φ1～4mm)7%.黄褐色土粒(φ1mm以下)1%.炭化物(φ1～7mm)7%.粘性強.締まり強.
2.　 5Y3/2　　 オリーブ黒色土　灰白色土粒(φ1～6mm)5%.炭化物(φ1～10mm)7%.粘性強.締まり強.
3･4. 7.5GY4/1　暗緑灰色土　　　灰白色土粒(φ1～5mm)7%.炭化物(φ1～20mm)10%.粘性強.締まり強.
5a.　7.5Y5/1　 灰色土　　　　　灰オリーブ色土がまだらに3%.炭化物(φ1～3mm)3%.粘性弱.締まりやや強.
6.　 5Y3/2　　 オリーブ黒色土　灰白色土粒(φ1mm以下)3%.炭化物(φ1～9mm)7%.粘性強.締まりやや強.
7.　 10YR2/1　 黒色土　　　　　緑灰色土40%.炭化物(φ1～10mm)3%.粘性強.締まり弱.
8.　 5Y5/2　　 灰オリーブ色土　オリーブ黒色土ブロック5%.炭化物(φ1～2mm)1%以下.粘性有り.締まり有り.
8a.　7.5Y4/1　 灰色土　　　　　炭化物(φ1～4mm)7%.粘性やや弱.締まりやや弱.
8b.　10Y4/1　　灰色土　　　　　礫(φ10～50mm)30%.炭化物(φ1～11mm)3%.粘性やや弱.締まりやや弱…砂礫層

調査区12 2号旧河道D-D'
1.　 10Y3/1　　オリーブ黒色土　　礫(φ1～60mm)1%.炭化物(φ1～30mm)5%.粘性弱.締まり強.
1a.　10Y3/1　　オリーブ黒色土　　礫(φ1～60mm)1%.炭化物(φ1～30mm)5%.粘性弱.締まり強.
1b.　7.5Y3/1　 オリーブ黒色土　　オリーブ色土粒(φ1～10mm)1%以下.炭化物(φ1～3mm)3%.粘性やや強.締まり強.
2･3. 7.5Y4/1　 灰色土　　　　　　オリーブ色土粒(φ1～2mm)1%以下.礫(φ30mm)1%以下.炭化物(φ1～5mm)3%.粘性強.締まり強.
2-4. 7.5Y4/1　 灰色土　　　　　　黄褐色土10%.礫(φ60～240mm)10%.炭化物(φ1～35mm)10%.粘性強.締まり強.
4.　 2.5GY4/1　暗オリーブ灰色土　炭化物(φ1～2mm)1%.粘性やや強.締まり強.
5.　 2.5Y2/1　 黒色土　　　　　　灰色土5%.炭化物(φ1～5mm)3%.粘性強.締まりやや強.
5a.　5GY4/1　　暗オリーブ灰色土　オリーブ褐色土粒(φ10～30mm)10%.緑灰色土粒(φ10～15mm)1%.礫(φ30mm)1%.炭化物(φ1～2mm)3%.粘性弱.締まりやや弱.
5b.　10GY4/1　 暗緑灰色土　　　　オリーブ褐色土がまだらに20%.礫(φ10～40mm)40%.炭化物(φ1mm)1%.粘性弱.締まり弱.
5c.　7.5Y4/1　 灰色土　　　　　　灰白色土粒(φ1～3mm)1%以下.炭化物(φ1～4mm)1%.粘性弱.締まりやや弱.
6.　 5Y4/1　　 灰色土　　　　　　暗オリーブ灰色土ブロック(φ20mm)5%.黒色土が帯状に10%.礫(φ10～50mm)20%.炭化物(φ1～2mm)3%.粘性やや弱.締まりやや弱.
7.　 5Y3/2　　 オリーブ黒色土　　礫(φ20～160mm)40%.炭化物(φ1～3mm)7%.粘性強.締まりやや弱.
8.　 5Y5/1　　 灰色土　　　　　　炭化物(φ1～2mm)1%以下.粘性強.締まりやや弱.
9.　 7.5Y4/1　 灰色土　　　　　　礫(φ9～140mm)30%.炭化物(φ1～5mm)10%.粘性弱.締まり弱…砂礫層
8･9. 7.5Y4/1　 灰色土　　　　　　黒色土との混合土.礫(φ5～100mm)10%.炭化物(φ1mm以下)1%以下.粘性弱.締まり弱…砂礫層
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1：500 2 m

調査区8 2号旧河道G-G'
1.　5Y4/1　　 灰色土　　　　　　　　黒褐色土が帯状に5%.暗オリーブ色土がまだらに10%.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 炭化物(φ1～6mm)5%.粘性弱.締まり強…人為堆積
2.　5Y3/2　　 オリーブ黒色土　　　　炭化物(φ1～15mm)7%.粘性やや強.締まり強…自然堆積
3.　5Y3/1　　 オリーブ黒色土　　　　灰色土粒(φ1～2mm)がまばらに3%.炭化物(φ1～7mm)1%.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 粘性強.締まり強…自然堆積
4.　5Y2/2　　 オリーブ黒色土　　　　炭化物(φ1～3mm)1%以下.粘性強.締まりやや弱…自然堆積
5.　10YR3/1　 黒褐色粘土　　　　　　炭化物(φ1～2mm)1%以下.粘性強.締まり弱.
6.　2.5GY4/1　オリーブ灰色土　　　　礫(φ1mm)5%.炭化物(φ1～7mm)3%.粘性強.締まりやや弱.
7.　10YR2/1　 黒色粘土　　　　　　　緑灰色土40%.炭化物(φ1～10mm)3%.粘性強.締まり弱…自然堆積
8.　5Y5/2　　 灰オリーブ色粘土質土　オリーブ黒色土ブロック5%.炭化物(φ1～2mm)1%以下.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 粘性有り.締まり有り…砂礫層
9.　5Y3/2　　 オリーブ黒色粘土質土　灰オリーブ土ブロック20%.北側に砂質礫.を2～10mm含む.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 炭化物(φ10～20mm)3%.粘性やや強.締まり有り.
10. 5Y3/2　　 オリーブ黒色砂質土　　炭化物(φ1～5mm)1%.粘性弱.締まり有り.
11. 2.5Y3/1　 黒褐色砂質土　　　　　暗緑灰色土ブロック5%.礫(φ1mm以下)20%.粘性有り.締まりやや弱.
12. 5Y3/2　　 オリーブ黒色砂質土　　礫(φ2～5mm)40%.粘性弱.締まり有り…礫層
13. 7.5GY4/1　灰色砂礫質土　　　　　粘性無し.締まり有り.

調査区9 2号旧河道F-F'
1.　 5Y4/1　　 灰色土　　　　　　黒褐色土が帯状に5%.暗オリーブ色土がまだらに10%.炭化物(φ1～6mm)5%.
　　　　　　　　　　　　　　　　　粘性弱.締まり強.
2.　 5Y3/2　　 オリーブ黒色土　　炭化物(φ1～15mm)7%.粘性やや強.締まり強.
3･4. 5Y3/1　　 オリーブ黒色土　　灰色土粒(φ1～2mm)がまばらに3%.炭化物(φ1～7mm)1%.粘性強.締まり強.
5a.　7.5Y5/1　 灰色土　　　　　　灰オリーブ色土がまだらに3%.炭化物(φ1～3mm)3%.粘性弱.締まりやや強.
5b.　5GY4/1　　暗オリーブ灰色土　炭化物(φ1～20mm)3%.粘性強.締まり強.
6.　 2.5GY4/1　オリーブ灰色土　　礫(φ1mm)5%.炭化物(φ1～7mm)3%.粘性強.締まりやや弱.
8.　 5Y5/2　　 灰オリーブ色土　　オリーブ黒色土ブロック5%.炭化物(φ1～2mm)1%以下.粘性有り.締まり有り.

調査区17 2号旧河道H-H'
1.　7.5GY6/1　緑灰色土　　　　　明褐色土粒(φ1～2mm)3%.礫(φ10～25mm)1%.炭化物(φ1～2mm)1%以下.
　　　　　　　　　　　　　　　　粘性やや弱.締まり強.
2.　7.5Y3/2　 オリーブ黒色土　　明黄褐色土粒(φ1～3mm)3%.黒色土ブロック(φ20～30mm)1%.
　　　　　　　　　　　　　　　　礫(φ5～30mm)3%.炭化物(φ1～10mm)3%.粘性やや強.締まり強.
3.　2.5GY4/1　暗オリーブ灰色土　礫(φ60mm)1%以下.粘性弱.締まりやや強.
4.　5GY4/1　　暗オリーブ灰色土　明褐色土粒.(φ1～3mm)1%以下.礫(φ20mm)1%以下.炭化物(φ1mm)1%以下.
　　　　　　　　　　　　　　　　粘性やや弱.締まりやや強.
5.　2.5GY3/1　暗オリーブ灰色土　暗オリーブ灰色土5%.緑灰色土10%.黒色土ブロック(φ5～150mm)15%.
　　　　　　　　　　　　　　　　炭化物(φ1mm)1%以下.粘性強.締まり強.
6.　7.5GY4/1　暗緑灰色土　　　　炭化物(φ1mm)1%以下.粘性弱.締まりやや強.
7.　5Y3/2　　 オリーブ黒色土　　明褐色土が帯状に40%.炭化物(φ1～2mm)1%.粘性強.締まりやや弱.
8.　7.5Y2/2　 オリーブ黒色土　　明黄褐色土粒(φ1～2mm)1%.炭化物(φ1～3mm)1%.粘性弱.締まりやや強.
9.　7.5Y3/1　 オリーブ黒色土　　オリーブ色土粒(φ1～3mm)1%.炭化物(φ1～10mm)3%.粘性強.締まりやや弱.
10. 7.5GY3/1　暗緑灰色土　　　　オリーブ黄色土粒(φ1～5mm)7%.炭化物(φ1～20mm)10%.
　　　　　　　　　　　　　　　　粘性やや強.締まりやや強.
11. 7.5Y2/2　 オリーブ黒色土　　オリーブ褐色土粒(φ1～3mm)1%.炭化物(φ1～8mm)10%.
　　　　　　　　　　　　　　　　粘性やや強.締まりやや強.
12. 7.5Y3/1　 暗緑灰色土　　　　緑灰色土10%.礫(φ5～100mm)50%.粘性弱.締まりやや強…砂礫層
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第 44 図　２号旧河道断面３
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1：400 2 m

1：400 2 m

調査区23 1号溝跡A-A'
1. 2.5GY3/1　暗オリーブ灰色土　暗灰黄色土10%.橙色土粒(φ1mm)1%.炭化物(φ1～15mm)1%.粘性やや弱.締まり強.
2. 2.5Y4/2　 暗灰黄色土　　　　炭化物(φ1～7mm)3%.粘性やや弱.締まり強.
3. 2.5Y5/2　 暗灰黄色土　　　　橙色土粒(φ1～7mm)1%.炭化物(φ1mm以下)1%.粘性やや弱.締まり強.　　 

調査区23 2号溝跡A-A'
1. 2.5GY3/1　暗オリーブ灰色土　明褐色土3%.橙色土粒(φ1～2mm)3%.炭化物(φ1～10mm)5%.粘性やや強.締まり強.

調査区34 3号溝跡A-A'
2b. 2.5Y8/2　灰白色土粘土ブロック　灰黄褐色粘土ブロックとの混合土.粘性有り.締まりやや弱…人為堆積
2c. 10YR5/2　灰黄褐色土　　　　　　炭粒微量.粘性やや有り.締まりやや弱…人為堆積
2d. 10YR5/2　灰黄褐色土　　　　　　浅黄橙粘土ブロック10%.粘性やや有り.締まりやや弱…人為堆積
4.　10YR4/1　褐灰色土　　　　　　　粘性やや有り.締まりやや有り.

調査区23 SX01A-A'
1. 5GY4/1　 暗オリーブ灰色土　灰オリーブ色土10%.橙色土粒(φ1～2mm)1%.炭化物(φ1～2mm)1%.粘性やや弱.締まり強.
2. 7.5Y3/2　オリーブ黒色土　　明褐色土粒(φ1～4mm)3%.炭化物(φ1～3mm)3%.粘性やや強.締まり強.

調査区34 SX03A-A'
1.　10YR3/4　暗褐色土　　　　　　　表土.粘性やや有り.締まり弱.
2a. 2.5Y8/4　淡黄色粘土ブロック　　明黄褐色粘土ブロックとの混合土.粘性有り.締まりやや弱…人為堆積
2b. 2.5Y8/2　灰白色土粘土ブロック　灰黄褐色粘土ブロックとの混合土.粘性有り.締まりやや弱…人為堆積
2c. 10YR5/2　灰黄褐色土　　　　　　炭粒微量.粘性やや有り.締まりやや弱…人為堆積
2d. 10YR5/2　灰黄褐色土　　　　　　浅黄橙粘土ブロック10%.粘性やや有り.締まりやや弱…人為堆積
3a. 10YR4/1　褐灰色土　　　　　　　地山小ブロック10%.粘性やや有り.締まり有り…人為堆積
3b. 10YR3/1　黒褐色土　　　　　　　粘性やや有り.締まりやや有り…人為堆積
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第 45 図　溝跡、SX 断面
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遺構名 長軸(cm) 短軸(cm) 深さ(cm) 備考

SP01 24.0 (14.7) 26.7

SP02 16.0 14.9 17.9  

SP03 29.9 18.3 8.7

SP04 49.7 47.5 39.5

SP05 63.8 (33.0) 31.8

遺構名

第 46 図　出土遺物

第 12 表　柱穴観察表

第 13 表　SX 性格不明遺構観察表
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掲載
番号 仮番号

掲載
番号 仮番号

掲載
番号 仮番号

掲載
番号 仮番号

15
16
17

掲載
番号 仮番号

第 14 表　かわらけ観察表

第 15 表　陶磁器観察表

第 16 表　銭貸観察表

第 17 表　土器観察表

第 18 表　種子観察表

Ⅴ　花立Ⅰ遺跡第 30 次調査
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第 47 図　遺構配置図
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中尊寺

月見坂

衣関遺跡

国道４号

金鶏山経塚
花立山

花立窯
花館廃寺

花立遺跡

北方形区画
観自在王院跡

経塚山
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毛越寺
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J R東北本線
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Ⅱ
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Ⅴ

Ⅳ
Ⅵ
Ⅶ

Ⅶ

1
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1：600 1 m

２　基　本　層　序

　遺跡の層序は各調査区により異なる。ここでは小公園地区での土層を挙げる。県道部には旧河道が
見られるため、その土層は第 61 図を参照して頂きたい。

Ⅰ層　灰黄褐色土　現在の表土。　層厚 40 ～ 70㎝。
Ⅱ層　暗褐色土　炭混じる。旧表土。層厚５～ 25㎝。
Ⅲ層　暗褐色土　明赤褐色土粒や炭粒含む。旧表土。
　　　層厚５～ 20㎝
Ⅳ層　黒褐色土　旧表土。層厚０～ 10㎝。
Ⅴ層　灰褐色土　旧表土、12 世紀の遺構埋土に似る。
　　　層厚０～ 10㎝。　
Ⅵ層　暗褐色土　旧表土。層厚 10㎝前後。
Ⅶ層　にぶい黄橙色土　地山。層厚 40㎝以上。

Ⅵ　花立Ⅱ遺跡第 24 次調査

１　概　　　要

　遺跡は西磐井郡平泉町平泉字花立地内及
び字柳之御所地内にある。無量光院跡西隣
の遺跡である。遺跡の範囲は東西約 300 ｍ
×南北約 500 ｍと広く、現況は宅地・水田・
畑となっている（標高 29 ～ 40 ｍ）。調査
区は１～３、13 ～ 16、18、20 ～ 22、26 ～
32、小公園地区に分かれており、花立Ⅱ遺
跡の北東端から北端までを細長く調査した
ことになる。
　第 24 次調査で検出された遺構は井戸跡２
基、土坑６基、溝跡 20 条、旧河道５箇所、
柱穴 110 個、性格不明遺構３基である。県
道及びその下に埋設されていた下水管・水
道管などにより遺構の多くで削平がみられ
たものの、多くの遺構を検出することがで
きた。

第 48 図　平泉略式図
（田原市博物館 2013 に加筆）

第 49 図　基本土層

３　検　出　遺　構

（１）井　戸　跡
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１号井戸跡（第 51 図、写真図版 43）
＜位置＞緩斜面地形である小公園地区の南東端部に位置する。
＜規模・重複関係＞南東側が調査区外へ延びているため全体規模は計測できないが、平面形は上幅 2.50
ｍの円形を基調とすると想定される。深さは 1.96 ｍ以上ある。
＜堆積土＞最上位は攪乱を受けていた。埋土中位からは灰色土を主体とし、地山ブロックや炭粒を不
規則に含む人為堆積である。遺構検出面から 1.0 ～ 1.5 ｍ掘り下げたところには径 30㎝前後の礫も複
数投げ込まれていた。
＜形状＞下から中場まではほぼ直線的に壁は立ち上がる（径 0.8 ～ 1.0 ｍ）。それから上場までは急激
に開いている。周囲に柱や井戸枠を据えたような痕跡は見られず、素掘りの井戸でよいであろう。屋
敷内で使用するような井戸とは使用目的が異なる井戸跡なのかもしれない。
＜出土遺物・時期＞（第 66 ～ 70 図、写真図版 63 ～ 70）
遺物は少なかった。かわらけはごく微量（10.12 ｇ）、白磁碗１片（4.64 ｇ）が出土した。12 世紀。

２号井戸跡（第 51 図、写真図版 43）
＜位置＞小公園地区の北東端部に位置する。
＜規模・重複関係＞平面形は上幅 1.55 ｍの不整円形で深さは 1.63 ｍである。６・７号溝跡と重複して
いるが新旧関係は不明である。
＜堆積土＞灰黄褐色土、黒褐色土、にぶい黄褐色土が混ざり合う人為堆積である。底面付近では若干
湧水が見られた。
＜形状＞底面からから開口部まではやや外傾しつつ壁は立ち上がる。木枠などは持たない素掘りの井
戸である。開口部付近に付属施設となるような痕跡はなかった。
＜出土遺物・時期＞
遺物は出土しなかった。堆積土の色調から 12 世紀と考えられる。

（２）土　　　坑
　小公園調査区で４基、県道部の調査区から２基、合計６基の土坑を確認した。５号土坑は調査の進
展によって４号旧河道の一部であることが判明したことから遺構名を変更し欠番とした。各土坑の規
模や形状、埋土の状況や出土遺物については観察表にまとめている。ここでは 12 世紀の遺構である
小公園調査区から検出された土坑群について記載する。
　１～４号土坑は規模や平面形が良く似ている。また底面からは垂直気味に立ち上がる土坑が多いの
も共通していた。埋土は何れも人為堆積で炭粒や地山ブロックを多く含み、かわらけや陶器の破片も
多く混じっていた。これらの遺物類は細かく割れており破片同士で接合しないものが殆どであった。
このことは、かわらけや陶器が出土したこの土坑ではなく、他の場に初めは廃棄されていたことを意
味していると解釈した。別の所に棄てていたものがある程度溜まってくると、１～４号土坑へ持って
きて埋めていたと考えられる。それぞれの土坑内の埋土に含まれる土器・陶磁器などの遺物の量は決
して多いものではないので、土器・陶磁器だけを廃棄していたわけではないと考えている。ちゅう木
やウリ科種子なども見られなかった。

（３）堀 跡 ・ 溝 跡
　調査区南東端で堀１条、溝跡は調査区各地で 20 条検出されている。各遺構の規模や形状、埋土や

３　検出遺構
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出土遺物等については観察表に整理している。ここでは 12 世紀に機能していた代表的な遺構につい
て記載する。

１号堀跡（第 58・61・62 図、写真図版 56 ～ 60）
＜位置・検出状況＞調査区の南東端にあたり、無量光院跡と隣接する調査区 29・30 に位置している。
調査区 28 で見られた 12 世紀の整地層を構成する盛土が本調査区へも続いていることが分かった。そ
してこの整地層の上面にのっている中世後半以降の自然堆積層を除去すると、12 世紀の整地層と同じ
面で堀跡が検出される。15・18 号溝跡や６号旧河道などもこの面で把握されたが、検出面ではこれら
の遺構を厳密に分けることは出来なかった。そのため小トレンチを設け、断面で各遺構の重複関係を
確認しつつ新しい遺構から精査に入った。
＜規模・形状＞狭い調査区のため詳細な規模は求められなかった。検出面での長さ4.5ｍ以上、推定幅4.5
ｍ、深さ 1.8 ｍあり、方向はＮ - １～ 10°- Ｅ。断面形はⅤ字に近い形となるようだ。
　調査区 29・30 共に堀跡の底面は地山面で確認された。壁面は 12 世紀の整地層となるため把握する
のは難しい状況であった。そのため１号堀跡と整地層は同時に精査を進め、土層断面の観察から両者
を分けて実測した。重要な遺構であるから南東方向へ掘り進みたかったが下水道と排水溝が県道を横
断しており調査は不可能であった。
＜埋土・重複関係＞底面付近は自然堆積、埋土中位は人為堆積、埋土上位でも自然堆積と人為堆積を
繰り返しており堆積状況は複雑である。
　底面付近に見られる泥・砂は堀が機能していた段階に堆積したものといえる。中位にある地山ブロッ
クを多く含む人為堆積層は、１号堀跡を埋めるために入れられたものであろう。つまりこの段階で１
号堀跡が廃絶したことを意味している。埋土上位は１号堀跡がその機能を失った以後の堆積と考えて
いる。堀が造られる前は沢跡であったわけだが、埋土上位の自然堆積層は１号堀跡が沢に戻ってしまっ
た状態といえるのではないだろうか。その間に薄く見られる人為堆積層はその沢を埋めて何かに利用
しようとした痕跡と推察する。堀の肩部が原形に近いのは中位までなので、確実に 12 世紀段階とい
えるのは埋土中位よりも下である。
　重複関係は 15・18 号溝跡よりも古く、６号旧河道よりも新しい。12 世紀の整地層とは同時期に造
られているのではないだろうか。
< 出土遺物・時期＞（第 67・70 図、写真図版 64・70）
手づくねかわらけ（57）と下駄（116）が１点出土している。手づくねかわらけの口径はあまり大き
くないので 12 世紀後半のものであろう。
＜性格＞隣接する無量光院跡の西辺には土塁と堀が現存している。土塁が内側、堀が外側で両者は接
するように南 - 北方向に延びている。この現存する堀を直線的に県道部分まで延長させてくると、そ
の推定ラインは１号堀跡と重なってくる。

（４）整　地　層
整地層（第 57・58・60 ～ 62 図、写真図版 53 ～ 60）
＜位置＞調査区 27 ～ 30。無量光院跡の西側土塁と堀跡の北西端隣接地にあたる。
＜検出状況＞県道の路盤と近代頃の盛土を合わせて約 65㎝掘り下げた段階で人為的に埋め土された粘
土の広がりを検出した。同じ検出レベルで調査区 27 の北西端では地山が確認され、整地層の広がり
の一部も把握できた。

Ⅵ　花立Ⅱ遺跡第 24 次調査
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＜予想される規模＞調査区内で確認できた整地層は全体のごく一部分である。検出面での長さ５ｍ、
幅は 30 ｍである。現地形や過去の調査を踏まえると南北 15 ｍ東西 35 ｍの広がりを有すると想定さ
れる。
＜埋土＞整地層は最も深いところでは 1.1 ｍ程あった（調査区 29）。概ね北西に向かうにつれて浅くなっ
ていく（調査区 27）。整地層を構成する土は地山ブロックを主とし、それに旧表土や炭粒などが不規
則に混り合っているが、かなり硬く締まっており基盤の地山層と見分けが付かないような粘土中心の
層もある。殆どの場所では 12 世紀の旧表土を取り除いてから大量の土砂を入れたようである。よっ
て基盤層（地山）のすぐ上に整地層がのる状態となり、粘土中心の整地層だと、基盤相と見間違えて
しまう。
　その一方、多量の炭粒と共にかわらけの破片が含まれる層もある。本遺跡や無量光院跡ではない何
処か別の場所で廃棄されていたものが土砂と共に持ち込まれたようだ。調査区 29・30 には６号旧河
道があり、整地層はこの旧河道を埋め立てるのが目的の一つであったようだ。６号旧河道は整地層よ
り深く、検出面から 2.4 ｍを測る。６号旧河道の底面付近にある堆積土は埋め立てるときには取り除
かれずに残されてあった。この地を整地したもう一つの目的は１号堀跡を設けるためだったと考えて
いる。１号堀跡は調査区 29・30 の南西端部にあり、断面を観察すれば整地層や６号旧河道よりも堀
が新しいことがはっきりと確認できた。
　整地層は 14・15・18 号溝跡に切られている。これらの溝跡の具体的な年代は不明であるが、12 世
紀以降の遺構である。13 号溝跡は整地層の中にあった。６号旧河道を埋め立てて整地をするのはかな
り大規模な土木工事であったであろうから、作業中に雨水を流すような溝を設けていたのかと推察さ
れる。
＜その他＞整地される前の旧地形は南西から北東に向かって小規模な沢が入り、猫間が淵へと流れて
いたといえる（これが６号旧河道である）。この沢を埋めて整地し無量光院跡西側土塁や１号堀跡を
構築している。無量光院跡第 26 次調査で検出された北西部整地層と同じ整地である。沢の幅は 20 ～
６ｍと予想され北東が広く、南西（上流）側が狭くなるのだろう。流れを調整された沢水は無量光院
内へと引き込まれ池に注いていたと推測される。
＜出土遺物＞調査区 28 の３層のように廃棄された状態のかわらけ細片が整地層の中には見られた。
しかしこれは無量光院が機能していた時に本遺跡近辺で廃棄されたものではない。造営時に何処か別
の場所に既に廃棄されていたものが土砂とともに持ち込まれ、整地層の一部に使われたのである。そ
の他に遺構に伴うような出土遺物は無かった。

（５）旧　河　道
　調査区３・21・22 には複数の小規模な旧河道があり、これらは互いに重複していたりもする。調
査区３から西側約 160 ｍにある花立山、更にその西側にある金鶏山が源流とみられる。遺構とは言え
ないが本遺跡の性格を明らかにする上では無視できないものが多いためそれぞれの状況を記載してい
く。

１号旧河道（第 53・59・60 図、写真図版 46 ～ 49）
＜位置＞調査区の北西端部にあたる調査区３・21 にて検出された。
＜規模・重複関係＞狭い調査区であったためにごく一部を検出しただけである。長さ5.3ｍ以上、上幅2.1
ｍ、深さは 1.1 ｍ程である。２号旧河道、24 号溝跡と重複しているが、１号旧河道が最も古い。

３　検出遺構
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＜堆積土＞黒褐色土、黒色土を主体とする自然堆積である。
＜方向＞流路は、西から東へと向かって流れていたようで、柳之御所遺跡と無量光院跡の間にある旧
河道「猫間が淵」へと注いでいると想定される。
＜出土遺物＞（第 67・68 図、写真図版 64・67）
調査区３：かわらけ 299.87 ｇ、国産陶器では常滑１片、渥美２片が出土している。
調査区 21：かわらけ 70.31 ｇ、国産陶器では常滑２片、渥美１片、須恵器系１片が出土した。
＜時期＞形成されたのは 12 世紀よりも古く、12 世紀後半頃には埋まりかけていたようだ。

２号旧河道（第 53・59・60 図、写真図版 46 ～ 49）
＜位置＞調査区北西部端の調査区３・22 にて検出された。
＜規模・重複関係＞全容は分からないが、検出面での長さは 4.5 ｍ、上幅 2.4 ｍ、深さは 0.9 ｍを測る。
１号旧河道と重なっているが、２号旧河道が新しい。
＜堆積土＞グライ化した灰色土及び黒色土からなる自然堆積である。
＜方向＞流路は南南西から北北東へと向かっており、１号旧河道と同じく柳之御所遺跡と無量光院跡
の間を流れる旧河道（猫間が淵）に注いでいるようである。
＜出土遺物＞（第 67・68 図、写真図版 64・67）
調査区３：かわらけ 386.38 ｇ、国産陶器では渥美５片、産地不明１片が出土している。
調査区 22：かわらけ 666.59 ｇ、国産陶器では渥美２片、常滑３片、須恵器系２片、羽口１片が出土した。
＜時期＞ 12 世紀。

３号旧河道

調査区３にあり、花立Ⅰ遺跡第 30 次調査で見つかった１号旧河道の続きである。内容は１号旧河道
のほうにまとめて記載した。

４号旧河道（第 53・59 図、写真図版 48）
＜位置＞調査区北西部端の調査区 21 で見つかった。
＜規模・重複関係＞狭い調査区であったので、ごく一部を検出したのみである。検出面での長さは 1.1
ｍ以上、上幅 2.8 ｍ、深さは 0.1 ｍを測る。５号旧河道と重複しており、４号旧河道のほうが古い。
＜堆積土＞灰白色砂質土及び微細な礫が交互に堆積する。自然堆積であろう。
＜方向＞流路は南南西から北北東へと向かっており、付近にある他の旧河道と同じく柳之御所遺跡と
無量光院跡の間を流れる旧河道（「猫間が淵」という地名でよばれる）に注いでいるようである。
＜出土遺物＞（第 67 図、写真図版 68）
調査区３：かわらけ 298.44 ｇが出土。調査区 21：かわらけ 80.76 ｇ、渥美産陶器１片、瓦１片が出土。
＜時期＞ 12 世紀後半かそれ以前の時期であるが、詳細は不明である。

５号旧河道（第 53・59 図、写真図版 48・49）
＜位置＞調査区北西部端の調査区 21 で見つかった。
＜規模・重複関係＞ごく一部を検出したのみである。検出面での長さは 1.1 ｍ以上、上幅 1.1 ｍ以上、
深さは検出面から 1.1 ｍを測る。４号旧河道と８号溝跡と重複しており、５号旧河道のが最も新しい。
＜堆積土＞地山ブロックを多量に含む灰黄褐色土で埋め戻されたようである。
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＜方向＞流れる方向は南西から北東であり、付近にある他の旧河道と同じく柳之御所遺跡と無量光院
跡の間を流れる「猫間が淵」という地名でよばれる旧河道に注いでいたようである。
＜出土遺物＞（第 67・68 図、写真図版 64・67）
調査区 21：かわらけ 4815.67 ｇ、常滑産陶器 16 片、　渥美産陶器 19 片、須恵器系陶器３片、白磁１片、
産地不明陶器２片が出土した。
＜時期＞ 12 世紀後半に埋めたれられたようで、それ以前に流路であったといえる。

６号旧河道（第 58・61・62 図、写真図版 55 ～ 60）
＜位置＞調査区南東端の調査区 29・30 にある。無量光院跡に隣接する。
＜規模・重複関係＞狭い調査区であったので、ごく一部を検出したのみである。検出面での長さは 5.1
ｍ以上、上幅 4.8 ｍ以上、深さは検出面から 1.8 ｍを測る。１号堀跡と 15 号溝跡と重複しており、６
号旧河道が最も古い。現地形や無量光院跡第 26 次調査の成果などから県道部分での上幅は約 10 ｍと
考えられる。
＜堆積土＞底面から埋土中位まではグライ化した灰色砂質土及び黒褐色土などからなる自然堆積で
あった。底面付近まで掘り下げると少し水が湧く。埋土中位には、地山ブロックを多量に含む灰黄褐
色粘土が最大 0.7 ｍの厚さで見られる。これは人為堆積層であり、６号旧河道は埋め立てられている
ことが分かった。
＜方向＞流路は南西から北東方向であり、調査区３・21 にある他の旧河道と同じく柳之御所遺跡と無
量光院跡の間を流れる「猫間が淵」に注いでいたようである。上流部は花立山南辺部及び金鶏山とみ
られる。
＜その他＞この旧河道を流れていた沢水を無量光院の池跡に引き入れていたと考えられる。旧河道は
一旦埋めて周囲と同じ地形になるように整地し、無量光院跡西辺部の土塁・堀などを造ったと推測さ
れる。
＜出土遺物＞（第 59 図、写真図版 59）
調査区 29：かわらけ 57.66 ｇ、中国産白磁１片が出土した。
＜時期＞ 12 世紀後半に埋めたれられたようで、それ以前に流路であったといえる。

（６）柱　　　穴
　各調査区から合計 110 個の柱穴が見つかった。遺物の出土する柱穴は殆どなく、厳密には時期判断
は出来ないが、多くは 12 世紀代の柱穴と考えている。各柱穴の内容は観察表にまとめている。

（７）性 格 不 明 遺 構

ＳＸ 01 性格不明遺構（第 56・63 図、写真図版 53）
＜位置＞調査区中央付近にあたる調査区 18 にあり、地山面で検出した。
＜規模・重複関係＞幅の狭い調査区であったので、一部を検出したのみである。検出面での規模は、
東西 0.9 ｍ以上、南北 7.8 ｍ以上、深さは検出面から 0.08 ｍを測る。西側を中心に調査区外へと続い
ている。９・10 号溝跡と重複し、本遺構のほうが古い。単に地形的に低い場所なだけなのもしれない。
＜堆積土と底面＞暗オリーブ灰色土で自然堆積と判断した。西側へ向かって緩やかに下がっていく。
＜出土遺物＞（第 68 図、写真図版 67）

３　検出遺構
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渥美産陶器１片、常滑産陶器２片、産地不明の陶器２片が出土しているが埋土が薄いため遺構に伴っ
ているかどうかは自信がない。
＜時期＞ 12 世紀後半と考えている。

ＳＸ 02 性格不明遺構（第 56 図、写真図版 51）
＜位置＞調査区中央付近にあたる調査区 31 にある。地山面で検出した。
＜規模・重複関係＞幅の狭い調査区であったので、一部を検出したのみである。検出面での規模は、
東西 1.4 ｍ以上、南北 1.1 ｍ以上、深さは検出面から 0.04 ｍを測る。北側が調査区外へと続いている。
重複する遺構はない。土坑の底面部分だけが削平されないで残っていたのかもしれないし、底面の凹
凸は単なるシミの可能性がある。
＜堆積土と底面＞グライ化した灰色土で自然堆積と判断した。底面には深さ２～ 10㎝くらいの凹凸が
不規則にあるが、これも人為的に掘られたものではない。
＜時期＞ 12 世紀後半の可能性がある。

ＳＸ 03 性格不明遺構（第 54 図、写真図版 47）
＜位置＞調査区中央付近にあたる調査区１にある。地山面で検出した。
＜規模・重複関係＞一部を検出したのみである。検出面での規模は、東西 0.9 ｍ以上、南北 1.2 ｍ以上、
深さは検出面から 0.2 ｍを測る。南側が調査区外へと続いている。重複遺構なし。７号土坑の一部で
ある可能性もある。
＜堆積土と底面＞黒褐色土を主体とする自然堆積と判断した。
＜時期＞７号土坑の一部であるなら 12 世紀後半の可能性がある。

４　出　土　遺　物

（１）かわらけ（第 66・67 図、写真図版 63 ～ 65）
　遺構内外出土のかわらけを合わせるとコンテナ８箱、重量で 57,205 ｇ（このうち遺構内が 55,445 ｇ）
出土している。この中で遺構内出土のものから代表的な 58 点を掲載した。
　平泉における 12 世紀代のかわらけは、ロクロ整形のかわらけと、手づくねのかわらけとに大別さ
れる。器種はそれぞれに大皿と小皿がある。この他、ロクロ整形には柱状高台が、手づくねには内折
れかわらけがある。初代清衡の段階にあたる 12 世紀初頭にはロクロ整形のかわらけしかない。京都
的な手づくねかわらけが平泉で見られるようになるのは 12 世紀中葉頃からとされている。それから
はロクロかわらけと手づくねかわらけが 12 世紀末まで存在するが、量的には手づくねかわらけのほ
うが多くなる。ロクロかわらけは 12 世紀初頭段階には口径に対して底径が小さく、器高が高いものが、
時期が下るにつれて底径が大きく、器高は低くなってより皿的になっていく。手づくねかわらけの大
皿は口径が大きいものから小さくなっていく。今回の調査区から出土かわらけを見るとロクロかわら
けの出土量が少なかったように感じている。細かく割れた破片では分類が難しいものもあるが、手づ
くねかわらけの１/ ３にも満たないかもしれない。ロクロ整形の大皿は図上で復元できたものが５点
しかない。最も器高が高いのが 10 で 4.8㎝、次いで 30 の 4.0㎝である。これに対して器高の低いのは
11 が 3.5㎝、18 は 3.4㎝しかない。この２点などは 12 世紀後半の特徴が良く出ていると思う。手づく
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ねかわらけの大皿を見ると、口径が 14㎝以上の個体は 14・16・25・２・44・53・57 の７点のみである。
器面の調整は２段ナデと１段ナデとがある。口径が 13.9 ～ 13.0㎝のかわらけが 10 点である。殆どが
１段ナデであった。主に４号土坑、４号溝跡、調査区 21 の５号旧河道などから出土していた。残り
の 15 点は口径が 12.8㎝以下のものである。この中には残りが悪く正確な口径が求められなかったも
のもあるかもしれない。４号溝跡や調査区 28・29 の整地層などから出土している。
　内面に漆とみられる付着物の残る個体（47・52・33）が３点あった。何れも手づくねかわらけである。

（２）陶磁器（第 67 ～ 69 図、写真図版 65 ～ 69）
　出土した陶磁器の破片数は遺構内外を合わせて、渥美産陶器 87 片、常滑産陶器 98 片、須恵器系陶
器 13 片、白磁 18 片、青磁１片、産地不明 17 片であった。70 は渥美の短頸壺である、72 は須恵器系
陶器の波状文壺で櫛工具の幅は 0.9㎝ある。81 は常滑産陶器の底部付近で釉を刷毛で雑に塗っている。
89 は須恵器系陶器で細沈線が２条みられる。91 は口縁が内湾するもので渥美産陶器の経筒外容器で
はないだろうか、外面には刻線のような痕跡が残る。92 は産地不明の陶器である。外面に花文が描か
れている。器種も不明である。101 は瀬戸美濃産陶器皿で 16 世紀代のものであろう。白磁・青磁も破
片が小さく特徴のあまりないものが多い。102・103 には内面に櫛描文が施される。104 は平泉では珍
しい瓶類の口縁部ではないだろうか。105 は高台部のない皿である。個々の特徴については遺物観察
表にまとめている。

（３）瓦（第 69 図、写真図版 69）
　今回の調査では５片（531.87ｇ）のみの出土で、この中から３点を掲載した。何れも平瓦で布目が残る。
110 には縄目も見られる。

（４）木製品（第 70 図、写真図版 69・70）
　113 は２号井戸跡から出土した。板状の製品であるが詳細は不明である。図示した面以外には上方
が残存しているようである。他の場所は欠損していると判断した。114 も用途不明である。図示した
面の他に上方が生きているようだった。115 は４号溝跡から出土した板材である。非常に柔らかくなっ
た状態で出土した。図示した面だけが残存している。116 は１号堀跡の底面付近から出土した下駄で
ある。歯の部分は欠損している。接合しなかったが歯の破片が少しある。先端の孔はほぼ中央に設け
られていおり、足指がのる部分は浅く窪んでいた。

（５）石製品（第 70 図、写真図版 70）
　117 は４号土坑から出土した砥石である。ほぼ全面を使用している。

（６）銭貨ほか（第 70 図、写真図版 70）
　遺構外から銭貨「文久永寶」、羽口片、貝殻、種実などが出土した。

４　出土遺物
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1号土坑A-A'
1.　10YR4/2　灰黄褐色土　　　にぶい黄橙色土と褐色土との混合土.炭化物(φ2～31mm)10%.粘性弱.締まり無し.
2.　10YR7/2　にぶい黄橙色土　灰黄褐色土との混合土.褐色土がまだらに10%.黒褐色土が帯状に3%.炭化物(φ2～18mm)2%.粘性やや強.締まりやや弱.

2号土坑A-A'
1.　10YR3/4　暗褐色土　明褐色土がまだらに10%.灰黄褐色土7%.炭化物(φ1～11mm)7%.粘性無し.締まり有り.
2.　10YR2/3　黒褐色土　明褐色土とにぶい黄橙色土との混合土.炭化物(φ1～20mm)5%.粘性やや弱.締まり有り.
3.　10YR2/3　黒褐色土　灰オリーブ色土10%.炭化物(φ1～5mm)5%.粘性有り.締まりやや弱.

3号土坑A-A'
1.　10YR3/3　暗褐色土　橙色土粒(φ1～2mm)1%.炭化物(φ1～17mm)7%.粘性有り.締まり有り.
2.　10YR3/2　黒褐色土　にぶい黄橙色土がまだらに5%.橙色土粒(φ1mm)1%以下.炭化物(φ1～20mm)3%.粘性強.締まり有り.
3.　10YR5/6　黄褐色土　暗褐色土10%.粘性強.締まり弱.

4号土坑A-A'
1.　10YR3/3　　暗褐色土　　　　明黄褐色土がまばらに1%.褐色土粒(φ1mm)がまばらに1%以下.炭化物(φ1～11mm)3%.粘性弱.締まり有り.
2.　10YR1.7/1　黒色土　　　　　炭化物(φ3～12mm)5%.粘性強.締まり弱.
3.　10YR4/2　　灰黄褐色土　　　明黄褐色土ブロック(φ20～70mm)3%.炭化物(φ1～3mm)1%.粘性やや強.締まり有り.
4.　10YR3/2　　黒褐色土　　　　暗褐色土3%.にぶい黄褐色土3%.炭化物(φ1～2mm)3%.粘性強.締まり有り.
5.　10YR7/4　　にぶい黄橙色土　褐色土20%.粘性やや強.締まりやや弱.
6.　10YR3/1　　黒褐色土　　　　炭化物(φ1～25mm)1%.粘性強.締まり弱.

2号井戸A-A'
1. 10YR4/2　灰黄褐色土　　　赤褐色土10%.にぶい黄橙色土3%.炭化物(φ1～5mm)1%.
　　　　　　　　　　　　　　粘性有り.締まり有り.
2. 10YR4/3　にぶい黄褐色土　にぶい黄橙色土40%.明褐色土がまばらに3%.
　　　　　　　　　　　　　　炭化物(φ1mm以下)1%以下.粘性やや強.締まりやや弱.
3. 10YR4/2　灰黄褐色土　　　灰黄色土3%.灰オリーブ色土1%.明褐色土がまばらに1%.
　　　　　　　　　　　　　　礫(φ1～10mm)1%.炭化物(φ1～9mm)1%.粘性強.締まり弱.
4. 10YR3/1　黒褐色土　　　　灰オリーブ色土がまだらに20%.炭化物(φ1～2mm)1%.
　　　　　　　　　　　　　　粘性強.締まり弱.
5. 10YR2/2　黒褐色土　　　　灰オリーブ色土1%.炭化物(φ1～3mm)1%.粘性強.締まり弱.

1号井戸A-A'
1.　10YR3/3　 黒褐色土　　　　褐色土との混合土.炭化物(φ1～6mm)6%.粘性やや弱.締まり有り.
2.　7.5YR3/1　黒褐色土　　　　褐色土がまだらに3%.炭化物(φ1～7mm)1%.粘性強.締まりやや弱.
3.　7.5YR4/1　褐灰色土　　　　黒色土が帯状に3%.粘性強.締まり弱.
4.　10YR3/2　 黒褐色土　　　　炭化物(φ1～6mm)1%.粘性やや強.締まり弱.
5.　2.5Y4/1　 黄褐色土　　　　黒色土が帯状に1%.粘性強.締まり無し.
6.　7.5Y5/2　 灰オリーブ色土　礫(φ1～300mm)1%.粘性やや強.締まり弱.
7.　7.5Y4/1　 灰色土　　　　　礫(φ1～200mm)1%.粘性弱.締まり有り.
8.　10Y5/1　　灰色土　　　　　粘性強.締まり弱.
9.　7.5Y3/1　 オリーブ黒色土　黒色土が帯状に3%.粘性弱.締まり有り.
10. 5Y3/2　　 オリーブ黒色土　粘性強.締まり弱.
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1号溝跡A-A'
1.　10YR6/3　にぶい黄橙色土　粘性無し.締まりやや強.

2号溝跡A-A'
1.　10YR4/2　灰黄褐色土　明褐色土がまばらに3%.炭化物(φ1mm)1%.粘性やや弱.締まり有り.

3･4･5号溝跡A-A'
3号溝跡
1.　10YR5/2　灰黄褐色土　にぶい黄橙色土がまだらに10%.1黒褐色土5%.粘性無し.締まり強.
4号溝跡
1.　10YR4/2　灰黄褐色土　暗褐色土がまだらに5%.にぶい黄橙色土1%.炭化物(φ1～20mm)7%.粘性やや弱.締まり強.
2.　10YR3/3　暗褐色土　　暗褐色土粒(φ1mm)がまだらに1%.炭化物(φ1～2mm)1%.粘性やや弱.締まり有り.
5号溝跡
1.　10YR3/3　暗褐色土　　暗褐色土7%.礫(φ5～50mm)1%.炭化物(φ1～19mm)3%.粘性やや弱.締まり強.

4･5･6号溝跡A-A'
4号溝跡
1.　10YR4/2　灰黄褐色土　褐色土がまばらに20%.にぶい黄橙色土がまだらに20%.炭化物(φ1～17mm)7%.粘性やや弱.締まり強.
5号溝跡
1.　10YR3/3　暗褐色土　　褐色土がまだらに10%.炭化物(φ1～9mm)5%.粘性やや弱.締まり強.
2.　10YR3/2　黒褐色土　　炭化物(φ1～2mm)1%.粘性やや強.締まり有り.
6号溝跡
1.　10YR3/4　暗褐色土　　炭化物(φ1～5mm)1%以下.粘性やや弱.締まり有り.

4･6号溝跡A-A'
4号溝跡
1.　10YR4/2　灰黄褐色土　褐色土がまだらに3%.にぶい黄橙色土がまだらに5%.炭化物(φ1～11mm)5%.粘性やや弱.締まり強.
2.　10YR3/3　暗褐色土　　炭化物(φ1～13mm)1%.粘性やや弱.締まり有り.
6号溝跡
1.　10YR3/4　暗褐色土　　褐色土がまだらに10%.炭化物(φ1～9mm)3%.粘性やや弱.締まり有り.
2.　10YR3/2　黒褐色土　　褐色土1%.炭化物(φ1mm)1%以下.粘性やや弱.締まり有り.

7号溝跡A-A'
1.　10YR3/4　暗褐色土　暗褐色土20%.赤褐色土10%.明黄褐色土10%.炭化物(φ1～2mm)1%.粘性無し.締まり弱.
2.　10YR3/3　暗褐色土　赤褐色土がまだらに10%.灰褐色土がまだらに3%.黄褐色土まだらに1%.炭化物(φ1～3mm)1%以下.粘性有り.締まりやや弱.
3.　10YR3/2　黒褐色土　灰褐色土20%.炭化物(φ1～2mm)1%以下.粘性有り.締まりやや弱.
4.　10YR3/4　暗褐色土　灰褐色土40%.赤褐色土がまだらに5%.炭化物(φ1～2mm)1%以下.粘性有り.締まり弱.

3号溝跡A-A'
1.　10YR4/2　灰黄褐色土　暗褐色土が3%.褐色土がまだらに1%.炭化物(φ1～11mm)5%.粘性強.締まり有り.
2.　10YR5/2　灰黄褐色土　浅黄色土5%.褐色土5%.粘性強.締まり有り.
3.　2.5Y7/4　浅黄色土　　暗褐色土20%.褐色土がまだらに5%.粘性やや強.締まり有り.

4･5号溝跡A-A'
4号溝跡
1.　10YR4/2　灰黄褐色土　明褐色土がまばらに1%.炭化物(φ1～4mm)1%.粘性やや弱.締まり有り.
5号溝跡
1.　10YR3/3　暗褐色土　　炭化物(φ1～3mm)1%.粘性やや弱.締まり強.
SP14
1.　10YR3/3　暗褐色土　　炭化物(φ1～9mm)1%.粘性やや弱.締まり有り.
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1：500 2 m

調査区15 1号旧河道A-A'
1. 10GY5/1　 緑灰色土　　　　　オリーブ黒色土ブロック(φ40～200mm)30%.明褐色土が帯状に%.礫(φ20～50mm)3%.炭化物(φ1～10mm)7%.粘性有り.締まり有り…盛土.現代
2. 2.5Y3/1　 オリーブ黒色土　　礫(φ10～30mm)10%.炭化物(φ1～30mm)7%.粘性弱.締まり強…自然堆積.現代.田だった
3. 10Y3/1　　オリーブ黒色土　　黒色土が帯状に7%.緑灰色土粒(φ1～3mm)1%.礫(φ5mm)1%.炭化物(φ1～3mm)3%.粘性強.締まり強…自然堆積
4. 2.5GY3/1　暗オリーブ灰色土　炭化物(φ1～3mm)3%.粘性弱.締まりやや強…自然堆積
5. 7.5Y2/1　 黒色土　　　　　　炭化物(φ1～5mm)3%.12C遺物含.粘性強.締まり強…自然堆積
6. 7.5Y4/1　 灰色土　　　　　　明褐色土粒(φ1～2mm)1%.炭化物(φ1～20mm)5%.粘性弱.締まりやや強…自然堆積
7. 7.5Y4/1　 灰色土　　　　　　炭化物(φ1～20mm)3%.粘性強.締まり強…自然堆積

調査区22 2号旧河道A-A'
1.　5G4/1　　暗緑灰色泥質土　灰白色砂質土と微細な礫との互層.炭粒ごく微量.粘性やや有り.締まり有り.
2.　2.5Y3/1　黒褐色土　　　　粘性やや有り.締まりやや有り…人為堆積
6.　10YR5/2　灰黄褐色土　　　炭粒ごく微量.粘性やや有り.締まりやや有り.
10. 2.5Y5/2　暗灰黄色土　　　地山ブロック小～中粒少量.粘性やや有り.締まり有り…人為堆積
11. 2.5Y6/2　灰黄色粘土質土　炭粒ごく微量.粘性有り.締まり有り…人為堆積
12. 7.5Y5/1　灰色土　　　　　地山ブロック小～大粒多量.粘性やや有り.締まり有り…人為堆積.一部自然
13. 7.5Y5/1　灰色土　　　　　地山ブロック小～大粒多量.炭粒微量.粘性やや有り.締まり有り…人為堆積.一部自然

調査区2 4号旧河道A-A'
1.　10YR5/1　褐灰色シルト　　黄褐色土ブロックがまばらに10%.炭化物(φ3～5mm)15%.粘性弱.締まり弱…人為堆積
2.　10YR5/1　褐灰色粘土質土　黄褐色土15%.粘性有り.締まりやや強…自然堆積

調査区21 1・4・5号旧河道(・8・24号溝跡)A-A'
1号旧河道
1. 5G4/1　　暗緑灰色泥質土　灰白色砂質土と微細な礫との互層(ラミナ).粘性弱.締まり有り.
2. 2.5Y3/1　黒褐色土　　　　粘性やや有り.締まりやや有り.
4. 2.5Y4/2　暗灰黄色土　　　地山ブロック極小粒微量.炭化物極小粒微量.粘性やや有り.締まりやや有り.
6. 10YR5/2　灰黄褐色土　　　炭粒ごく微量.粘性やや有り.締まりやや有り.
8. 5G2/1　　緑黒色土　　　　礫1個.粘性やや有り.締まりやや有り.
4号旧河道
9. 5Y3/2　　オリーブ黒色土　暗オリーブ灰色土20%.明褐色土粒(φ1～5mm)5%.赤褐色土粒(φ1～3mm)1%.礫(φ20～80mm)3%.炭化物(φ1～13mm)10%.粘性やや弱.締まり強.
5号旧河道
3. 10Y4/1　 灰色土　　　　　地山ブロック極小粒微量.炭化物極小粒微量.粘性やや有り.締まりやや有り.
8号溝跡
5. 10YR4/2　灰黄褐色土　　　地山ブロック多量.炭粒少量.粘性やや有り.締まり有り.
24号溝跡
7. 10G4/1　 暗緑灰色土　　　地山ブロック多量.粘性やや有り.締まりやや有り.
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1：500 2 m

調査区3 1・2・3号旧河道(・8号溝跡)A-A'
1号旧河道
1.　5Y3/2　　 オリーブ黒色土　　オリーブ褐色土5%.にぶい赤褐色土粒(φ1～2mm)がまばらに3%.黄褐色土粒(φ1～3mm)がまばらに3%.礫(φ5～30mm )1%以下.炭化物(φ1～5mm)5%.
　　　　　　　　　　　　　　　　  粘性やや弱.締まり有り…人為堆積.新しい
2.　5Y3/1　　 オリーブ黒色土　　褐色土粒(φ1～5mm)がまばらに5%.赤褐色土粒(φ1mm以下)がまばらに1%以下.礫(φ3～5mm)がまばらに1%以下.炭化物(φ1～19mm)10%.
　　　　　　　　　　　　　　　　  粘性やや強.締まり有り…自然堆積
3.　5Y4/1　　 灰色土　　　　　　暗オリーブ色土20%.褐色土粒(φ1～5mm)がまばらに3%.炭化物(φ1～7mm)が3%.粘性やや弱.締まり有り…人為堆積
4.　10Y4/1　　灰色土　　　　　　オリーブ褐色土がまばらに7%.褐色土粒(φ1～3mm)がまばらに1%.炭化物(φ1～20mm)10%.粘性有り.締まり有り…人為堆積
5.　5Y3/1　　 オリーブ黒色土　　黄褐色土5%.暗赤褐色土粒(φ1mm)がまばらに1%以下.炭化物(φ1～8mm)3%.粘性有り.締まり有り…自然堆積
6.　2.5Y3/2　 黒褐色土　　　　　褐色土粒(φ1～2mm)がまばらに1%.礫(φ60～80mm)1%以下.炭化物(φ1～12mm)10%.粘性やや強.締まり有り…自然堆積.12C
7.　7.5YR2/1　黒色土　　　　　　黒褐色土30%.褐色土が帯状に10%.炭化物(φ1～6mm)7%.粘性強.締まり強…自然堆積.12C
8.　10YR2/3　 黒褐色土　　　　　黒色土との混合土.明褐色土粒(φ1mm)がまばらに1%以下.黄褐色土粒(φ1～2mm)がまばらに1%以下.炭化物(φ1～19mm)3%.
　　　　　　　　　　　　　　　　  粘性やや強.締まり有り…自然堆積.12Cより古い
9.　2.5Y3/1　 黒褐色土　　　　　黒褐色土との混合土.明褐色土粒(φ1～3mm)がまばらに1%.炭化物(φ1～6mm)1%.粘性やや強.締まりやや強…自然堆積.12Cより古い
10. 2.5Y3/2　 黒褐色土　　　　　褐色土との混合土.粘性やや強.締まり有り…自然堆積.12Cより古い
11. 7.5Y2/2　 黒褐色土　　　　　明褐色土粒(φ1～2mm)がまばらに1%以下.粘性強.締まり強…自然堆積.12Cより古い
2号旧河道
1.　10Y4/1　　灰色土　　　　　　明褐色土粒(φ1～3mm)がまばらに3%.礫(φ1～20mm)3%.炭化物(φ1～3mm)1%以下.粘性やや弱.締まり有り…人為堆積.新しい
2.　5Y3/1　　 オリーブ黒色土　　暗緑灰色土がまだらに3%.褐色土粒(φ1～20mm)がまだらに3%.礫(φ5～15mm)3%.炭化物(φ1～21mm)10%.粘性やや強.締まり有り…自然堆積
3.　5GY4/1　　暗オリーブ灰色土　橙色土粒(φ1～3mm)がまだらに1%.炭化物(φ1～11mm)3%.粘性弱.締まり有り.
4.　5Y3/2　　 オリーブ黒色土　　暗オリーブ色土が3%.炭化物(φ1～23mm)7%.粘性強.締まりやや強…自然堆積.12C.
5.　10GY4/1　 暗緑灰色土　　　　暗オリーブ色土との混合土.褐色土粒(φ1～2mm)がまばらに1%.炭化物(φ1～3mm)1%.粘性強.締まり有り.
花立Ⅰ 1号旧河道
3.　5Y2/2　　 オリーブ黒色土　　暗オリーブ色土との互層.暗褐色土粒(φ1～3mm)がまばらに3%.炭化物(φ1～15mm)10%.粘性強.締まり強…人為堆積
4.　2.5Y3/2　 黒褐色土　　　　　暗緑灰色土との混合土.粘性強.締まりやや強…自然堆積
8号溝跡
1.　10BG4/1　 暗青灰色土　　　　灰白色土ブロック1%.炭化物(φ1～2mm)1%.粘性有り.締まり有り.

1.　10GY4/1　 暗緑灰色土　　　　黒褐色土との混合土.炭化物(φ1～3mm)1%.粘性やや弱.締まりやや強…自然堆積
2.　10Y4/2　　オリーブ灰色土　　炭化物(φ1mm)1%以下.粘性有り.締まり有り.

24号溝跡

調査区27　整地層(・13号溝跡)A-A'
1.　5GY5/1　　オリーブ灰色土　　　地山ブロック30%.中小礫30%.粘性やや有り.締まりやや有り…19C以降
2.　2.5GY4/1　暗オリーブ灰色土　　粘性やや有り.締まり有り.
3.　10YR5/2　 灰黄褐色土　　　　　炭10～30%.かわらけ細片多量.16C遺物含.粘性やや有り.締まり有り…整地層
4.　10YR6/2　 灰黄褐色土　　　　　褐灰色土との混合土.炭粒20%.かわらけ細片多量.粘性やや有り.締まりやや有り…13号溝跡
5.　10YR6/1　 褐灰色土　　　　　　地山ブロック30%.炭粒5%.粘性やや有り.締まりやや有り…13号溝跡
6.　10YR7/1　 灰白色土ブロック　　浅黄橙色土ブロックとの混合土(50%).粘性やや有り.締まり有り…整地層
7.　10YR6/1　 褐灰色土ブロック　　浅黄橙色土ブロック30%.粘性やや有り.締まり有り…整地層
8.　10YR8/4　 浅黄橙色土ブロック　褐灰色土ブロック20%.粘性やや有り.締まり有り…整地層
9.　5Y8/4　　 浅黄色粘土質土　　　浅黄色砂質土と灰白色土との互層.粘性やや有り.締まり有り…整地層
10. 5Y8/4　　 浅黄色粘土質土　　　灰白色土ブロック5%.粘性やや有り.締まり有り…整地層
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1：500 2 m

調査区29　整地層(・1号堀跡・6号旧河道・15号溝跡)C‑C'
1.　5Y5/1　　灰色土　　　　　　　上位に床土.粘性やや有り.締まり有り.…16C頃か
2.　5Y5/1　　灰色土ブロック　　　灰白色土ブロックとの混合土.灰白色砂泥と黒褐色泥砂が薄く堆積.粘性やや有り.締まりやや有り…自然堆積.15号溝跡
3.　2.5Y3/1　黒褐色土　　　　　　地山ブロック20%.粘性やや有り.締まりやや有り…自然堆積
4.　2.5Y5/2　暗黄灰黄色土　　　　地山ブロック小粒20%.粘性やや有り.締まり有り…自然堆積
5.　10YR2/2　黒褐色土　　　　　　粘性やや有り.締まりやや有り…自然堆積
6.　2.5Y8/2　灰白色粘土ブロック　黄白色土ブロック10%…人為堆積
7.　10YR2/2　黒褐色土　　　　　　粘性やや有り.締まり有り…自然堆積
8.　7.5Y6/1　灰色砂質土　　　　　炭粒5%.粘性やや弱.締まり有り…自然堆積
9.　7.5Y8/3　淡黄色粘土ブロック　灰色土10%.黄褐色粘土ブロック5%.炭粒5%.粘性有り.締まり有り…人為堆積.6号旧河道
10. 10Y7/2　 灰白色粘土ブロック　灰白色土10%.粘性やや有り.締まり有り…人為堆積
11. 2.5Y3/1　黒褐色土　　　　　　地山ブロック50%.粘性やや有り.締まり有り…自然堆積
12. 10YR3/1　黒褐色土　　　　　　粘性やや有り.締まり有り…自然堆積.1号堀跡
13. 10Y8/2　 灰白色粘土ブロック　灰白色土ブロック20%.粘性有り.締まり有り…人為堆積.1号堀跡
14. 7.5Y5/1　灰色土　　　　　　　炭粒3%.粘性やや有り.締まり有り…自然堆積.6号旧河道
15. 10YR3/1　黒褐色土　　　　　　灰白色土5%.粘性やや有り.締まり有り…自然堆積.6号旧河道
16. 10YR4/1　灰色土　　　　　　　灰白色地山ブロック30%.炭粒3%.粘性やや有り.締まり有り…自然堆積.6号旧河道
17. 7.5Y3/2　オリーブ黒色土　　　木質遺物含.粘性やや有り.締まりやや有り…自然堆積.6号旧河道
18. 7.5Y4/1　灰色砂質土　　　　　粘性弱.締まりやや有り…自然堆積.6号旧河道
19. 5GY6/1　 オリーブ灰色砂質土　火山灰がブロック状に10%.粘性弱.締まりやや有り…自然堆積.6号旧河道
20. 5GY6/1　 オリーブ灰色砂質土　19層よりやや明るい…6号旧河道
21. 2.5Y3/1　黒褐色土　　　　　　浅黄色粘土ブロック20%.粘性やや有り.締まりやや有り…1号堀跡
22. 7.5Y7/3　浅黄色粘土質土　　　灰色土10%.粘性有り.締まり有り…人為堆積.1号堀跡
23. 5Y4/1　　灰色土　　　　　　　粘性やや有り.締まりやや有り…自然堆積.1号堀跡
24. 10Y7/2　 灰白色砂質土　　　　灰色土5%.ラミナを成す.粘性やや弱.締まり有り…1号堀跡
25. 2.5Y3/1　黒褐色土　　　　　　灰白色粘土ブロック10%.粘性やや有り.締まり有り…壁崩れ.1号堀跡
26. 10Y7/2　 灰白色砂質土　　　　粘性弱.締まりやや弱…1号堀跡
27. 5Y5/1　　灰色土　　　　　　　灰白色土ブロック少量.黒褐色土ブロック少量.

調査区28　整地層(・14号溝跡)B-B'
1.　5GY5/1　　オリーブ灰色土　　　地山ブロック30%.中小礫30%.
　　　　　　　　　　　　　　　　　粘性やや有り.締まりやや有り.
2.　2.5GY4/1　暗オリーブ灰色土　　粘性やや有り.締まり有り…14号溝跡
3.　10YR5/2　 灰黄褐色土　　　　　炭10～30%.かわらけ細片多量.
　　　　　　　　　　　　　　　　　粘性やや有り.締まり有り.
7.　10YR6/1　 褐灰色土ブロック　　浅黄橙色土ブロック30%.
　　　　　　　　　　　　　　　　　粘性やや有り.締まり有り.　
11. 5GY6/1　　オリーブ灰色砂質土　オリーブ灰色泥質土とのラミナ.炭小粒極微量.
　　　　　　　　　　　　　　　　　粘性やや弱.締まりやや有り.
12. 10Y5/1　　灰色砂質土　　　　　地山ブロック20%.炭粒10%.かわらけ細片含む.
　　　　　　　　　　　　　　　　　粘性やや弱.締まりやや有り…14号溝跡　
13. 7.5Y6/1　 灰色砂質土　　　　　地山ブロック30%.粘性やや有り.締まりやや有り.
14. 7.5Y4/1　 灰色砂質土　　　　　灰色シルト20%.地山ブロック5%.炭粒5%.
　　　　　　　　　　　　　　　　　粘性やや有り.締まりやや有り…自然堆積
15. 7.5Y7/3　 浅黄色粘土ブロック　灰色土20%.粘性有り.締まり有り.
16. 7.5Y4/1　 灰色土　　　　　　　炭粒5%…人為堆積
17. 5Y7/4　　 浅黄色粘土ブロック　灰色土20%.粘性有り.締まり有り.
18. 2.5Y3/1　 黒褐色土　　　　　　黄灰色土との混合土.
　　　　　　　　　　　　　　　　　粘性やや有り.締まりやや有り.
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調査区30　整地層(・1号堀跡・6号旧河道・18号溝跡)D‑D'
1.　10YR7/2　 にぶい黄橙色砂質土　　　粘性無し.締まり有り…自然堆積.床土
2.　10Y6/1　　灰色砂質泥　　　　　　　粘性やや有り.締まり有り…自然堆積
3a. 2.5Y7/2　 灰黄色砂質土　　　　　　部分的に錆.粘性無し.締まり有り…自然堆積
3b. 2.5Y7/2　 灰黄色砂質土　　　　　　粘性無し.締まり有り…自然堆積
4.　10GY5/1　 緑灰色砂質土　　　　　　緑灰色泥質土とのラミナ.粘性やや有り.締まり有り…自然堆積
5.　2.5GY2/1　黒色土　　　　　　　　　地山起源の浅黄色粘土30%.灰色土30%.粘性やや有り.締まり有り…壁崩れか
6.　5G2/1　　 緑黒色土　　　　　　　　灰色土30%.浅黄色粘土10%.粘性やや有り.締まりやや有り…自然堆積
7.　10Y4/1　　灰色土　　　　　　　　　灰色砂質土と黒色土との混合土……自然堆積と壁崩れ.18号溝跡
8.　7.5Y8/3　 淡黄色粘土ブロック　　　緑黒色土20%.灰色土10%.粘性有り.締まりやや有り…人為堆積
9.　10Y4/1　　灰色土　　　　　　　　　粘性やや有り.締まりやや有り…自然堆積
10. 2.5GY　　 黒色土　　　　　　　　　粘性やや有り.締まりやや有り…自然堆積.1号堀跡
11. 10Y7/2　  灰白色粘土ブロック　　　灰色土50%.粘性有り.締まり有り…人為堆積
12. 10Y2/1　　黒色土　　　　　　　　　粘性やや有り.締まりやや有り…自然堆積
13. 10Y5/1　　灰色土　　　　　　　　　粘性やや有り.締まりやや有り…自然堆積
14. 2.5Y4/1　 黄灰色土　　　　　　　　粘性やや有り.締まりやや有り…自然堆積
15. 2.5Y7/2　 灰黄色砂質土　　　　　　粘性やや弱.締まり有り…自然堆積
16. 2.5Y8/3　 淡黄色粘土質土　　　　　灰色土ブロック5%.粘性有り.締まり有り…人為堆積
17. 10YR6/3　 にぶい黄橙色砂質土　　　粘性弱.締まり有り.
18. 2.5Y3/1　 黒褐色土　　　　　　　　粘性やや有り.締まりやや有り…自然堆積
19. 2.5Y6/1　 黄灰色土　　　　　　　　粘性やや有り.締まりやや有り…自然堆積
20. 2.5Y7/4　 浅黄色粘土ブロック　　　灰色土20%.粘性有り.締まり有り…人為堆積
21. 2.5Y6/3　 にぶい黄色粘土ブロック　灰色土ブロック40%.炭粒10%.下位グライ化.粘性有り.締まり有り…人為堆積
22. 10GY2/1　 緑黒色土　　　　　　　　粘性やや有り.締まりやや有り…自然堆積.底
23. 10Y7/2　　灰白色砂質土ブロック　　灰白色土ブロック20%.粘性やや弱.締まり有り…1号堀跡
24. 10Y7/2　　灰白色粘土ブロック　　　灰白色土ブロック20%.粘性有り.締まり有り…1号堀跡
25. 10Y2/2　　黒色泥質土　　　　　　　主に下位が黒色.上位が灰色に近い.粘性やや有り.締まりやや有り…自然堆積.1号堀跡
26. 10Y7/2　　灰白色砂質土　　　　　　白色泥質土20%.粘性やや有り.締まりやや有り…6号旧河道
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1：400 2 m

1：400 2 m

1：400 2 m

調査区3 6号土坑A-A'
1.　5Y3/2　　　オリーブ黒色土　オリーブ褐色土粒(φ1mm)がまばらに1%以下.炭化物(φ1～4mm)5%.粘性有り.締まりやや強.
2.　10YR1.7/1　黒色土　　　　　黒褐色土10%.粘性強.締まり有り.
3.　5Y3/1　　　オリーブ黒色土　炭化物(φ1mm)1%.粘性強.締まりやや弱.

調査区13 7号土坑A-A'
1.　2.5Y3/2　 黒褐色土　　　　　黄褐色土粒(φ4～5mm)1%以下.炭化物(φ1～2mm)1%.粘性有り.締まり強.
2.　10YR6/1　 灰色土　　　　　　明褐色土がまだらに30%.炭化物(φ2mm)1%以下.粘性強.締まり強.
3.　2.5Y3/2　 黒褐色土　　　　　明褐色土がまだらに7%炭化物(φ1～3mm)10%.粘性有り.締まり強.
4.　2.5GY7/1　暗オリーブ灰色土　灰黄色土ブロック(φ25～30mm)1%.明褐色土が30%.炭化物(φ1mm以下)1%以下.粘性やや弱.締まり強.

調査区18 10号溝跡A-A'
1.　2.5Y4/1　暗オリーブ灰色土　明褐色土がまだらに5%.粘性やや弱.締まり強.
2.　7.5Y5/2　灰オリーブ色土　　炭化物(φ1mm)1%.粘性やや強.締まり強.
3.　2.5Y6/1　オリーブ灰色土　　明褐色土40%.オリーブ褐色土10%.炭化物(φ1mm)1%以下.
　　　　　　　　　　　　　　　　粘性やや弱.締まり強.

調査区18 10号溝跡B-B'
1.　2.5Y4/1　暗オリーブ灰色土　炭化物(φ1～3mm)1%.粘性やや弱.締まり強.

調査区18 11号溝跡A-A'
1.　10Y4/1 灰色土　オリーブ灰色土7%.明褐色土粒(φ1mm)1%.炭化物(φ1～3mm)1%.
　　　　　　　　　　粘性やや強.締まり強.

調査区31 21号溝跡A-A'
1.　5Y4/1　灰色粘土質土　地山灰黄色土粒(φ1～2mm)5%.炭化物(φ1mm以下)3%.
　　　　　　　　　　　　　粘性有り.締まり有り.

調査区31 22号溝跡A-A'
1.　2.5Y4/2　暗灰黄色粘土質土　地山灰黄色土粒(φ1～10mm)5%.炭化物(φ1～5mm)3%.
　　　　　　　　　　　　　　　　粘性有り.締まり有り.

調査区31 23号溝跡A-A'
1.　2.5Y4/1　黄灰色粘土質土　地山灰黄色土粒(1～2mm)5%.炭化物(φ1～2mm)5%.
　　　　　　　　　　　　　　　粘性有り.締まり有り.

調査区18 SX01A-A'
1.　2.5GY4/1　暗オリーブ灰色土　オリーブ色土1%.炭化物(φ1～5mm)1%.粘性弱.締まりやや強…自然堆積

調査区18 SX01B-B'
1.　2.5GY4/1　暗オリーブ灰色土　オリーブ色土1%.礫(φ10～40mm)1%.炭化物(φ1～5mm)1%.粘性弱.締まりやや強…自然堆積

調査区18 9号溝跡A-A'
1.　2.5Y6/3　 にぶい黄色土　　　礫(φ10～15mm)1%.炭化物(φ1mm以下)1%以下.
　　　　　　　　　　　　　　　　 粘性やや弱.締まり強…路盤と同じ時期
2.　2.5GY4/1　暗オリーブ灰色土　礫(φ10mm)1%.炭化物(φ1～2mm)1%.
　　　　　　　　　　　　　　　　 粘性やや弱.締まり強…溝跡の埋土.人為堆積

調査区18 9号溝跡B-B'
2.　2.5GY4/1　暗オリーブ灰色土　灰色土との混合土.明褐色土粒(φ1～2mm)1%.礫(φ3～60mm)20%.
　　　　　　　　　　　　　　　　 炭化物(φ1～2mm)1%.粘性やや弱.締まり強…人為堆積

調査区26 9号溝跡C-C'
2.　2.5GY4/1　暗オリーブ灰色土　礫(φ30～60mm)3%.炭化物(φ1mm)1%以下.
　　　　　　　　　　　　　　　　 粘性やや弱.締まり強…人為堆積

調査区20 12号溝跡A-A'
1.　10YR5/1　褐灰色砂質土　粘性やや弱.締まり有り…自然堆積
2.　2.5Y5/1　黄灰色砂質土　地山ブロック多量.炭粒少量.遺物小片含.
　　　　　　　　　　　　　　粘性やや有り.締まり有り…人為堆積
3.　10YR4/1　褐灰色泥質土　粘性有り.締まり有り…自然堆積

調査区20 12号溝跡B-B'
2.　2.5Y5/1　黄灰色砂質土　地山ブロック多量.炭粒少量.遺物小片含.
　　　　　　　　　　　　　　粘性やや有り.締まり有り…人為堆積
3.　10YR4/1　褐灰色泥質土　粘性有り.締まり有り…自然堆積
4.　5Y5/1　　灰色土　　　　地山ブロック小粒と炭粒微量.
　　　　　　　　　　　　　　粘性やや有り.締まり有り…人為堆積
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第 64 図　1 号堀跡と整地層１

第 65 図　１号堀跡と整地層２

第 19 表　花立Ⅱ遺跡第 24 次調査　土坑・井戸跡観察表
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第 20 表　花立Ⅱ遺跡第 24 次調査堀跡・溝跡・旧河道観察表
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第 66 図　かわらけ１
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第 67 図　かわらけ２、陶磁器１
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第 68 図　陶磁器２
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第 69 図　陶磁器３、瓦
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第 70 図　木製品ほか
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遺構名 長軸(cm) 短軸(cm) 深さ(cm) 備考

SP56 20.4 19.5 10.7

SP57 24.9 23.1 7.9

SP58 18.8 18.4 10.7

SP59 27.0 23.5 24.3

SP60 22.5 20.3 10.0

SP61 26.1 22.7 13.6

SP62 22.4 22.4 14.7

SP63 19.7 19.3 7.0

SP64 20.1 20.1 11.5

SP65 20.2 18.6 14.5

SP66 24.1 23.1 12.2

SP67 31.5 25.7 26.6

SP68 25.4 25.4 8.8

SP69 21.7 16.3 4.2

SP70 25.9 14.9 13.6

SP71 27.7 (14.8) 31.9

SP72 30.8 27.3 42.9

SP73 35.1 (15.1) 4.0

SP74 22.3 20.9 8.8

SP75 26.3 20.1 9.5

SP76 22.9 17.9 11.7

SP77 20.0 17.4 20.8

SP78 22.0 19.7 17.6

SP79 30.6 26.6 16.3

SP80 (82.6) (61.7) 6.0 新12号溝･旧SP80

SP81 17.2 16.6 24.1

SP82 16.4 11.9 14.8

SP83 12.6 11.6 11.3

SP84 20.3 17.7 5.5

SP85 23.0 22.3 8.6

SP86 27.4 24.5 15.3

SP87 21.4 21.3 11.9

SP88 23.5 (19.0) 5.5

SP89 16.1 14.0 39.0

SP90 26.2 24.7 8.2

SP91 24.4 19.6 44.5

SP92 27.2 21.5 9.9

SP93 24.3 20.6 36.5

SP94 29.2 (23.6) 68.3

SP95 36.6 35.3 19.8

SP96 20.8 19.7 (22.4)

SP97 39.8 37.9 49.9

SP98 12.2 10.9 6.0

SP99 29.6 29.0 50.7

SP100 37.5 34.6 23.5

SP101 43.4 (25.6) 5.3 新21号溝･旧SP101

SP102 18.1 14.7 8.2

SP103 36.4 (26.9) 42.1

SP104 29.0 16.8 18.2

SP105 26.1 23.9 54.6

SP106 22.1 20.8 13.6

SP107 12.0 9.6 1.6

SP108 31.7 (24.1) 46.2

SP109 24.1 (17.5) 6.3 SP110との新旧関係不明

SP110 24.4 (17.5) 4.5 SP109との新旧関係不明

遺構名 長軸(cm) 短軸(cm) 深さ(cm) 備考

SP01 27.3 23.7 17.0

SP02 20.1 17.6 7.9

SP03 38.6 21.6 5.7

SP04 30.4 22.6 6.9

SP05 31.6 29.3 22.5

SP06 34.7 32.2 24.2

SP07 28.0 19.0 22.8

SP08 25.6 22.1 21.2

SP09 24.2 21.8 18.9

SP10 22.7 22.2 12.7

SP11 28.6 27.2 26.2

SP12 59.4 (46.0) 66.0

SP13 22.1 20.9 53.2

SP14 32.0 (13.2) 11.6

SP15 24.2 21.7 12.8

SP16 54.7 (36.4) 19.2

SP17 29.2 26.4 6.4

SP18 31.7 24.9 12.2

SP19 42.6 21.4 9.5

SP20 63.1 (21.8) 6.2

SP21 34.8 33.4 28.3

SP22 47.6 (14.9) 8.1

SP23 49.2 (14.1) 10.2

SP24 29.3 27.7 12.1

SP25 16.4 11.4 3.8

SP26 28.2 21.8 28.9

SP27 20.9 (8.1) 15.5

SP28 27.0 25.4 26.4

SP29 19.7 18.5 41.9

SP30 19.9 18.5 3.5

SP31 16.6 13.4 3.6

SP32 19.9 15.3 5.1

SP33 25.9 (21.8) 9.6 新4号旧河道･旧SP33

SP34 27.3 26.5 12.2

SP35 24.0 21.7 9.5

SP36 22.3 (15.5) 19.6

SP37 25.5 22.8 11.3

SP38 12.6 11.5 3.9

SP39 (66.4) (41.7) 24.6 6号土坑との新旧関係不明

SP40 40.4 27.0 3.4

SP41 24.5 20.2 (18.8)

SP42 35.7 22.9 12.9

SP43 24.9 21.6 6.2

SP44 21.2 14.4 4.3

SP45 19.5 16.4 12.9

SP46 16.3 15.9 11.6

SP47 22.0 19.3 19.2

SP48 15.4 (13.4) 15.3

SP49 18.0 15.6 3.4

SP50 46.3 (20.2) (29.5)

SP51 26.8 (18.5) 24.2

SP52 18.2 15.5 6.2

SP53 39.7 34.2 14.6

SP54 20.7 (16.3) 5.5

SP55 28.1 20.9 23.6

第 21 表　柱穴観察表
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計測値（㎝）

口径 底径 器高

1 1号井戸跡　埋土上位 手づくね ２段ナデ (12.40) 1.80 10.12 1/8残る部分から図化。

82.8700.3)06.41(デナ段１ねくづ手土埋　坑土号12
。かるいてしもり取面2.8103.2)06.21(デナ段２ねくづ手土埋　坑土号23

66.1107.1)04.9(デナ段１小ねくづ手土埋　坑土号34

いなえ見りまあデナりよに化風37.81104.304.31デナ段１ねくづ手土埋　坑土号35

。む歪くき大52.6901.3)02.31(デナ段１ねくづ手土埋　坑土号46
。痕コノス62.81102.305.31り取面デナ段１ねくづ手土埋　坑土号47

れ折内61.3254.1)08.7(れ折内土埋　坑土号48
49.3253.1)03.8(れ折内土埋　坑土号49

60.46208.44.703.41ロクロロクロ土埋  31PS01
厚みがあって重い。手づくねか
わらけのような白っぽい焼き上
がり。

84.63154.3)8.7()00.51(ロクロロクロ土埋  31PS11
手づくねかわらけのような白っ
ぽい焼き上がり。風化。

。化風面器81.7305.1)6.5()04.8(ロクロ小ロクロ土埋　跡溝号321
。るいでん進が化風17.95104.203.31デナ段１ねくづ手2-P土埋　跡溝号331

。るいでん歪19.83209.203.41デナ段２ねくづ手3-P土埋　跡溝号341

60.1106.1)02.9(デナ段１小ねくづ手土埋　跡溝号4・351

85.5900.300.41デナ段１ねくづ手土埋　跡溝号4・361

。痕コノス82.8357.2)02.21(デナ段２ねくづ手土埋　跡溝号4・371

18.00104.34.6)06.31(ロクロロクロ土埋　跡溝号4・381

。いき大がみ歪36.0406.2)04.9(デナ段１ねくづ手土埋　跡溝号491
。いき大がみ歪34.8403.3)08.01(デナ段２ねくづ手土埋　跡溝号402
。いき大がみ歪93.5407.2)00.21(デナ段１ねくづ手土埋　跡溝号412

。いし著化風43.6600.3)04.21(デナ段１ねくづ手土埋　跡溝号422

。いし著化風44.96         )04.31(デナ段１ねくづ手6-P土埋　跡溝号432

34.90101.303.31デナ段１ねくづ手土埋　跡溝号442
。痕コノス92.30250.309.41デナ段２ねくづ手5-P土埋　跡溝号452

85.7305.2)06.31(デナ段２ねくづ手土埋　跡溝号462
。れ折内50.2100.1)07.8(れ折内土埋　跡溝号372

20.802.1)00.7(れ折内土埋　跡溝号482
。化風42.751.1)08.9(れ折内土埋　跡溝号492

53.7700.4)6.6()02.31(ロクロロクロ土埋　跡溝号503
。多砂に土胎28.5207.2)08.21(デナ段１ねくづ手跡溝号6・513

60.5105.2)06.11(デナ段１ねくづ手土埋　跡溝号623

33 ５・６号にｘ６－４６ 手づくね小 １段なで (6.60) 1.60 6.53
内面うるし。歪みの影響で口径
が小さくなったか。

27.902.1)04.7(れ折内土埋　跡溝号543
22.6100.2)06.21(り取面デナ段１ねくづ手外構遺　　２調53
23.0559.2)02.31(り取面デナ段１ねくづ手跡溝号21　02調63

37 県道３　溝かカクラン 柱状高台 ロクロ (3.93)          110.32

38 調21　８号溝跡埋土下位 手づくね小 １段ナデ 9.65 2.25 70.36

39 調21　８号溝跡埋土下位 手づくね小 １段ナデ 8.80 1.80 62.95

40 調21　１号旧河道埋土上～下位 手づくね小 １段ナデ 8.80 1.80 40.68 口径に誤差あるかもしれない。

41 調21　５号旧河道中央部　　　　　　　　ロクロ小 ロクロ (8.00) (5.6) 1.50 25.82

45.4650.26.501.9ロクロ小ロクロ道河旧号４　12調24

43 調21　８号溝跡埋土下位 手づくね １段ナデ (13.20) 2.50 90.55

44 調21　５号旧河道中央部 手づくね １段ナデ (14.40) 3.00 84.8 スノコ痕。

45 調21　８号溝跡埋土下位 手づくね １段ナデ面取り (13.50) 3.35 155.29

46 調21　８号溝跡埋土下位 手づくね １段ナデ面取り 12.60 4.05 95.52 内面のナデ強く出ている。

47 調27　整地層（12C)※13号溝含む　　　　手づくね ２段ナデ (12.80) 2.00 22.93 内底面に赤うるし？

48 調27　整地層（12C)　　　　　　　　　　ロクロ小 ロクロ (8.40) (5.6) 1.80 31.13

49 調27　整地層（12C)　　　　　　　　　　ロクロ小 ロクロ (8.60) 5.8 1.75 52.04 風化。

50 調27　整地層（12C)※13号溝含む　　　　ロクロ小 ロクロ 9.20 5.9 1.55 61.68

51 調27　整地層（12C)　　　　　　　　　　ロクロ ロクロ (13.60)          39.34

掲載
番号

備考
重さ
（ｇ）

調整種類出土地点・層位

52 調28　整地層（12C)　　　　　　　　　　手づくね １段ナデ面取り (9.40) 2.70 24.6 内面うるし？

53 調28　整地層（12C)　　　　　　　　　　手づくね ２段ナデ (14.60) 2.60 53.48

54 調28　整地層（12C)　　　　　　　　　　ロクロ小 ロクロ (7.40) (5.3) 1.95 25.45 内面にもロクロ痕が強く出ている。

55 調28　整地層（12C)　　　　　　　　　　ロクロ小 ロクロ 7.50 1.75 49.89

56 調29　整地層（12C)　　　　　　　　　　手づくね １段ナデ (11.80) 3.20 60.69 歪み大きい。口径小さくなったか。

57 調29　１号堀跡底面 手づくね ２段ナデ 14.10 3.15 168.38 スノコ痕

58 調30　整地層（12C)　　　　　　　　　　ロクロ小 ロクロ (8.40) 5.6 1.60 50.24

第 22 表　かわらけ観察表
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掲載
番号

仮番号 調査区 出土位置・層位 種類・産地 器種 部位 年代 重さ 備考

58.23c21部体壺滑常土埋坑土号286106

38.33c21部体甕系器恵須土埋坑土号407116

51.925c21部底類甕壺滑常土埋坑土号417126
25.43c21部体明不明不土埋坑土号6350136

印押76.931c21部体類甕壺滑常土埋跡溝号395146

63.51c21縁口壺頸短滑常土埋跡溝号476156

66 107 3 ３号溝跡かカクラン 常滑 壺 体部 12c 32.31 押印

67 106 3 ３号溝跡かカクラン 常滑 壺 体部 12c 107.03 押印

64.303c21部体甕美渥道河旧号1340186
印押31.762c21部体類甕壺滑常道河旧号1330196

70 101 3 調査区３　２号旧河道 渥美 短頸壺 口縁 12c 241.42 3片接合なる
合接に１０１32.73c21縁口壺頸短美渥道河旧号2320107
合接に１０１8.021c21縁口壺頸短美渥道河旧号４1252107

3.62c21部体壺滑常土埋坑土号７3180117
72 110 15 １号旧河道埋土中～下位 須恵器系 壺 体部 12c 23.12 波状文

95.02c21部体壺滑常跡溝号98131137

38.86c21縁口類鉢美渥１ＸＳ8111147
75 112 18 ＳＸ１埋土カクランと重複 常滑 壺 体部 12c 78.55

20.101c21縁口類甕壺か美渥土埋道河旧号５1212167
77 122 21 ８号溝跡埋土下位 渥美か 壺 口縁 12c 66.95
78 118 21 １号旧河道埋土上～下位 須恵器系 壺 体部 12c 21.93
79 117 21 ８号溝跡埋土下位 渥美 甕 体部 12c 170.41
80 127 21 ５号旧河道(北）埋土上位 常滑 壺甕類 体部 12c 41.12 押印
81 126 21 ８号溝跡埋土下位 常滑 壺 底部 12c 99.11
82 119 21 ５号旧河道中央部 渥美 鉢類 口縁 12c 26.36

70.47c21部底壺美渥土埋道河旧号５1242138
84 130 22 １号旧河道埋土下位 須恵器系 壺 体部 12c 53.31

80.24c21部体壺滑常土埋河旧号１2223158
86 138 27 整地層（12ｃ)13号溝跡含む 常滑 壺 口縁 12c 78.73
87 142 27 新しい盛土～16C層（12ｃ)層 須恵器系 壺 口縁 12c 8.28
88 140 27 整地層（12ｃ)13号溝跡含む 渥美 甕 体部 12c 168.6 押印
89 141 27 整地層（12ｃ)13号溝跡含む 須恵器系 壺 体部 12c 95.28

。着付？漆に面内31.76c21部底類鉢美渥)ｃ21（層地整7293109

か具経納73.33c21縁口か筒経美渥)ｃ21（層地整8264119

92 147 28 12Cより新しい盛土 不明 不明 不明 12c 62.9 花のような文様

印押63.311c21部体類甕壺滑常)ｃ21（層地整8254139

。着付？金に面内55.33c21部底類鉢）？金含(滑常)ｃ21（層地整8244149

線沈65.63c21部体壺系器恵須土埋跡溝号418284159
印押59.05c21部体類甕壺か滑常)ｃ21（層地整0355169
印押33.56c21部体甕美渥)ｃ21（層地整0345179

13.82c21縁口壺滑常外構遺1385189
12.73c21縁口碗美渥外構遺06199

線沈51.21c21部体類甕壺美渥外構遺561001

101 137 27 新しい盛土と12ｃの整地層の間から 瀬戸 皿 底部 16ｃ 12.07

102 162 1号井戸埋土下位 白磁 碗 体部 12c 4.64
103 120 21 ８号溝跡埋土下位 白磁 皿 体部 12c 2.67

。いなが信自は種器62.5c21縁口か瓶磁白)ｃ21（層地整92251401

部底皿磁白土埋道河旧号６92351501
11C後～
12C

5.15

32.21c21部体皿磁白)ｃ21（層地整03651601
68.3c21部体壺磁白76PS02411701
50.8c21部体壺磁白)ｃ21（層地整82151801
78.9c21部体壺磁白)ｃ21（層地整72631901

第 23 表　陶磁器観察表
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掲載
番号

仮番号

掲載
番号

仮番号

掲載
番号

仮番号

第 24 表　瓦観察表

第 25 表　石器類観察表

第 26 表　木製品観察表
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Ⅶ　自 然 科 学 分 析

１　無量光院跡出土木炭の放射性炭素年代（AMS 測定）
（株）加速器分析研究所

１　測 定 対 象 試 料
　無量光院跡第 26 次調査（北緯 38°59′36″、東経 141°6′58″）の測定対象試料は、調査区 14 土坑 1
埋土出土木炭（試料 1：IAAA-123669）、調査区 14-15 土坑 2 埋土出土木炭（試料 2：IAAA-123670）、
調査区 14 整地層 3 層出土木炭（試料 3：IAAA-123671）、調査区 7 7 層出土木炭（試料 4：IAAA-
123672）、調査区 3 6b 層（池）出土木炭（試料 5：IAAA-123673）、調査区 31 整地層 2 層出土木炭（試料 6：
IAAA-123674）、調査区 2 トレンチ 2 3 層上面出土木炭（試料 7：IAAA-123675）、調査区 12 整地層上
面出土木炭（試料 8：IAAA-123676）、調査区 23 16 号溝埋土出土木炭（試料 9：IAAA-123677）、調
査区 20 14 号溝埋土出土木炭（試料 10：IAAA-123678）の合計 10 点である（表 1）。

２　測 定 の 意 義
　試料が出土した遺構からは他に出土遺物がないため、年代測定の結果を時期決定の参考にする。

３　化 学 処 理 工 程
（１）メス・ピンセットを使い、根・土等の付着物を取り除く。
（２）酸 - アルカリ - 酸（AAA：Acid Alkali Acid）処理により不純物を化学的に取り除く。その後、
超純水で中性になるまで希釈し、乾燥させる。AAA 処理における酸処理では、通常 1mol/ℓ（1M）
の塩酸（HCl）を用いる。アルカリ処理では水酸化ナトリウム（NaOH）水溶液を用い、0.001M から
1M まで徐々に濃度を上げながら処理を行う。アルカリ濃度が 1M に達した時には「AAA」、1M 未満
の場合は「AaA」と表 1 に記載する。

（３）試料を燃焼させ、二酸化炭素（CO2）を発生させる。
（４）真空ラインで二酸化炭素を精製する。
（５）精製した二酸化炭素を鉄を触媒として水素で還元し、グラファイト（C）を生成させる。
（６）グラファイトを内径 1mm のカソードにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、測
定装置に装着する。

４　測　定　方　法
　加速器をベースとした 14C-AMS 専用装置（NEC 社製）を使用し、14C の計数、 13C 濃度（13C/12C）、
14C 濃度（14C/12C）の測定を行う。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOx
Ⅱ）を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。

５　算　出　方　法
（１）δ 13C は、試料炭素の 13C 濃度（13C/12C）を測定し、基準試料からのずれを千分偏差（‰）で表
した値である（表 1）。AMS 装置による測定値を用い、表中に「AMS」と注記する。

（２）14C 年代（Libby Age：yrBP）は、過去の大気中 14C 濃度が一定であったと仮定して測定され、
1950 年を基準年（0yrBP）として遡る年代である。年代値の算出には、Libby の半減期（5568 年）を
使用する（Stuiver and Polach 1977）。14C 年代はδ 13C によって同位体効果を補正する必要がある。
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補正した値を表 1 に、補正していない値を参考値として表 2 に示した。14C 年代と誤差は、下 1 桁を
丸めて 10 年単位で表示される。また、14C 年代の誤差（± 1 σ）は、試料の 14C 年代がその誤差範囲
に入る確率が 68.2％であることを意味する。

（３）pMC (percent Modern Carbon) は、標準現代炭素に対する試料炭素の 14C 濃度の割合である。
pMC が小さい（14C が少ない）ほど古い年代を示し、pMC が 100 以上（14C の量が標準現代炭素と同
等以上）の場合Modernとする。この値もδ 13Cによって補正する必要があるため、補正した値を表1に、
補正していない値を参考値として表 2 に示した。

（４）暦年較正年代とは、年代が既知の試料の 14C 濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過去
の 14C 濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、14C 年代に対応する較正
曲線上の暦年代範囲であり、1 標準偏差（1 σ＝ 68.2％）あるいは 2 標準偏差（2 σ＝ 95.4％）で表示
される。グラフの縦軸が 14C 年代、横軸が暦年較正年代を表す。暦年較正プログラムに入力される値
は、δ 13C 補正を行い、下一桁を丸めない 14C 年代値である。なお、較正曲線および較正プログラム
は、データの蓄積によって更新される。また、プログラムの種類によっても結果が異なるため、年代
の活用にあたってはその種類とバージョンを確認する必要がある。ここでは、暦年較正年代の計算に、
IntCal09 データベース（Reimer et al. 2009）を用い、OxCalv4.1 較正プログラム（Bronk Ramsey 
2009）を使用した。暦年較正年代については、特定のデータベース、プログラムに依存する点を考慮し、
プログラムに入力する値とともに参考値として表 2 に示した。暦年較正年代は、14C 年代に基づいて
較正（calibrate）された年代値であることを明示するために「cal BC/AD」（または「cal BP」）とい
う単位で表される。

６　測　定　結　果
　木炭の 14C 年代は、調査区 14 土坑 1 埋土出土の試料 1 が 990 ± 20yrBP、調査区 14-15 土坑 2 埋土
出土の試料 2 が 960 ± 20yrBP、調査区 14 整地層 3 層出土の試料 3 が 920 ± 20yrBP、調査区 7 7 層
出土の試料 4 が 970 ± 20yrBP、調査区 3 6b 層（池）出土の試料 5 が 930 ± 20yrBP、調査区 31 整
地層 2 層出土の試料 6 が 960 ± 20yrBP、調査区 2 トレンチ 2 3 層上面出土の試料 7 が＞ 53900yrBP、
調査区 12 整地層上面出土の試料 8 が 930 ± 20yrBP、調査区 23 16 号溝埋土出土の試料 9 が 910 ±
20yrBP、調査区 20 14 号溝埋土出土の試料 10 が 870 ± 20yrBP である。
暦年較正年代（1 σ）は、試料 1 が 1016 ～ 1118cal AD の間に 2 つの範囲、試料 2 が 1025 ～ 1148cal 
AD の間に 3 つの範囲、試料 3 が 1045 ～ 1159cal AD の間に 3 つの範囲、試料 4 が 1023 ～ 1148cal 
AD の間に 3 つの範囲、試料 5 が 1040 ～ 1153cal AD の間に 3 つの範囲、試料 6 が 1027 ～ 1149cal 
AD の間に 3 つの範囲、試料 8 が 1042 ～ 1154cal AD の間に 3 つの範囲、試料 9 が 1047 ～ 1165cal 
AD の間に 3 つの範囲、試料 10 が 1165 ～ 1209cal AD の範囲で示される。
試料 7 は 14C を含まないバックグラウンド試料と同程度の古い年代値を示し、暦年較正を行うことが
できない。周辺の遺構から出土した試料とはかけ離れた値で、古い炭化物が混入した可能性がある。
試料の炭素含有率はすべて 60％を超える十分な値で、化学処理、測定上の問題は認められない。
参考
　IAAA-123675 に関しては、測定時のバックグラウンド（DEAD：標準とする試料）及び過去に測定を行ったバックグラウン
ドの平均値と同レベルの測定値が得られた。よって化学処理のバックグラウンドレベルの誤差を考慮し、サンプル試料を測定
した際の 14C 濃度の誤差（3 σ）の範囲内で、可能性のある最高の 14C 濃度に相当する年代値を報告する。すなわち、記載の年
代値よりも古いと考えられる。

Ⅶ　自然科学分析
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表 1

表 2（1）

表 2（2）

１　無量光院跡出土木炭の放射性炭素年代（AMS 測定）
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２　花立Ⅰ・Ⅱ遺跡出土木炭の放射性炭素年代（AMS 測定）
（株）加速器分析研究所

１　測 定 対 象 試 料
　花立Ⅰ遺跡第 30 次調査（北緯 38°59′45″、東経 141°6′46″）の測定対象試料は、旧河道から出土
した木炭 1 点である（表 1）。
　花立Ⅱ遺跡第 24 次調査（北緯 38°59′39″、東経 141°6′55″）の測定対象試料は、溝跡や旧河道等
から出土した木炭の合計 3 点である（表 1）。

２　測 定 の 意 義
　試料が出土した遺構からは時期決定の手がかりになる遺物が出土していないため、年代測定の結果
を参考にして遺構の年代を検討する。

３　化 学 処 理 工 程
（１）メス・ピンセットを使い、根・土等の付着物を取り除く。
（２）酸 - アルカリ - 酸（AAA：Acid Alkali Acid）処理により不純物を化学的に取り除く。その後、
超純水で中性になるまで希釈し、乾燥させる。AAA 処理における酸処理では、通常 1mol/ℓ（1M）
の塩酸（HCl）を用いる。アルカリ処理では水酸化ナトリウム（NaOH）水溶液を用い、0.001M から
1M まで徐々に濃度を上げながら処理を行う。アルカリ濃度が 1M に達した時には「AAA」、1M 未満
の場合は「AaA」と表 1 に記載する。

（３）試料を燃焼させ、二酸化炭素（CO2）を発生させる。
（４）真空ラインで二酸化炭素を精製する。
（５）精製した二酸化炭素を鉄を触媒として水素で還元し、グラファイト（C）を生成させる。
（６）グラファイトを内径 1mm のカソードにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、測
定装置に装着する。

４　測　定　方　法
　加速器をベースとした 14C-AMS 専用装置（NEC 社製）を使用し、14C の計数、 13C 濃度（13C/12C）、
14C 濃度（14C/12C）の測定を行う。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOx
Ⅱ）を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。

５　算　出　方　法
（１）δ 13C は、試料炭素の 13C 濃度（13C/12C）を測定し、基準試料からのずれを千分偏差（‰）で表
した値である（表 1）。AMS 装置による測定値を用い、表中に「AMS」と注記する。

（２）14C 年代（Libby Age：yrBP）は、過去の大気中 14C 濃度が一定であったと仮定して測定され、
1950 年を基準年（0yrBP）として遡る年代である。年代値の算出には、Libby の半減期（5568 年）を
使用する（Stuiver and Polach 1977）。14C 年代はδ 13C によって同位体効果を補正する必要がある。
補正した値を表 1 に、補正していない値を参考値として表 2 に示した。14C 年代と誤差は、下 1 桁を
丸めて 10 年単位で表示される。また、14C 年代の誤差（± 1 σ）は、試料の 14C 年代がその誤差範囲
に入る確率が 68.2％であることを意味する。

（３）pMC (percent Modern Carbon) は、標準現代炭素に対する試料炭素の 14C 濃度の割合である。

２　花立Ⅰ・Ⅱ遺跡出土木炭の放射性炭素年代（AMS 測定）
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pMC が小さい（14C が少ない）ほど古い年代を示し、pMC が 100 以上（14C の量が標準現代炭素と同
等以上）の場合Modernとする。この値もδ 13Cによって補正する必要があるため、補正した値を表1に、
補正していない値を参考値として表 2 に示した。

（４）暦年較正年代とは、年代が既知の試料の 14C 濃度をもとに描かれた較正曲線と照らし合わせ、過
去の 14C 濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、14C 年代に対応する較
正曲線上の暦年代範囲であり、1 標準偏差（1 σ＝ 68.2％）あるいは 2 標準偏差（2 σ＝ 95.4％）で表
示される。グラフの縦軸が 14C 年代、横軸が暦年較正年代を表す。暦年較正プログラムに入力される
値は、δ 13C 補正を行い、下 1 桁を丸めない 14C 年代値である。なお、較正曲線および較正プログラ
ムは、データの蓄積によって更新される。また、プログラムの種類によっても結果が異なるため、年
代の活用にあたってはその種類とバージョンを確認する必要がある。ここでは、暦年較正年代の計算
に、IntCal13 データベース（Reimer et al. 2013）を用い、OxCalv4.2 較正プログラム（Bronk Ramsey 
2009）を使用した。暦年較正年代については、特定のデータベース、プログラムに依存する点を考慮し、
プログラムに入力する値とともに参考値として表 2 に示した。暦年較正年代は、14C 年代に基づいて
較正（calibrate）された年代値であることを明示するために「cal BC/AD」（または「cal BP」）とい
う単位で表される。

６　測　定　結　果
　測定結果を表 1、2 に示す。
　花立Ⅰ遺跡第 30 次調査出土試料 505 の 14C 年代は 890 ± 20yrBP、暦年較正年代（1 σ）は 1050 ～
1186cal AD の間に 3 つの範囲で示される。
　花立Ⅱ遺跡第 24 次調査出土試料の 14C 年代は、520、522 が 920 ± 20yrBP、530 が 1180 ± 20yrBP
である。暦年較正年代（1 σ）は、520 が 1046 ～ 1158cal AD、522 が 1045 ～ 1155cal AD、530 が
778 ～ 887cal AD の間に各々 3 つの範囲で示される。
　試料の炭素含有率はすべて 70％を超える十分な値で、化学処理、測定上の問題は認められない。

表 1　放射性炭素年代測定結果（δ 13C 補正値）
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表 2　放射性炭素年代測定結果（δ 13C 未補正値、暦年較正用 14C 年代、較正年代）

[ 図版 ] 暦年較正年代グラフ（参考）
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表１　試料一覧

３　無量光院跡出土の花粉分析
株式会社古環境研究所

１　は　じ　め　に
　花粉分析は、一般に低湿地の堆積物を対象とした比較的広域な植生・環境の復元に応用されており、
遺跡調査においては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている。しかし
花粉などの植物遺体は、水成堆積物では保存状況が良好であるが、乾燥的な環境下の堆積物では分解
されて残存していない場合もある。ここでは、無量光院跡における植生の変遷を検討することを目的
として花粉分析を行った。

２　試　　　料
　分析試料は、調査区３、調査区６、調査区 12、調査区 13、調査区 15、調査区 23 において採取され
た堆積物計 15 点である。試料の詳細を下表に示す。

３　方　　　法
　花粉の分離抽出は、中村（1967）の方法をもとに、以下の手順で行った。
１）試料から１㎤を採量
２）0.5％リン酸三ナトリウム（12 水）溶液を加え 15 分間湯煎
３）水洗処理の後、0.5mm の篩で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法で砂粒を除去
４）25％フッ化水素酸溶液を加えて 30 分放置
５）水洗処理の後、氷酢酸によって脱水し、アセトリシス処理（無水酢酸９：濃硫酸１のエルドマン
氏液を加え１分間湯煎）
６）再び氷酢酸を加えて水洗処理
７）沈渣に石炭酸フクシンを加えて染色し、グリセリンゼリーで封入してプレパラート作製
８）検鏡・計数
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　検鏡は、生物顕微鏡によって 300 ～ 1000 倍で行った。花粉の分類は同定レベルによって、科、亜科、
属、亜属、節および種の階級で分類し、複数の分類群にまたがるものはハイフン（－）で結んで示した。
同定分類には所有の現生花粉標本、島倉（1973）、中村（1980）を参照して行った。イネ属については、
中村（1974，1977）を参考にして、現生標本の表面模様・大きさ・孔・表層断面の特徴と対比して同
定しているが、個体変化や類似種もあることからイネ属型とする。

４　結　　　果
（１）分類群
　出現した分類群は、樹木花粉 27、樹木花粉と草本花粉を含むもの５、草本花粉 34、シダ植物胞子
２形態の計 68 である。これらの学名と和名および粒数を表２に示し、花粉数が 200 個以上計数でき
た試料は、周辺の植生を復元するために花粉総数を基数とする花粉ダイアグラムを図１・２に示す。
また、寄生虫卵についても検鏡した結果、５分類群が検出された。学名と和名および粒数を花粉分析
結果表に記載し、寄生虫卵ダイアグラムを図３に示す。以下に出現した分類群を記載する。

〔樹木花粉〕
　モミ属、トウヒ属、ツガ属、マツ属複維管束亜属、マツ属単維管束亜属、スギ、イチイ科－イヌガ
ヤ科－ヒノキ科、ヤナギ属、クルミ属、サワグルミ、ハンノキ属、カバノキ属、ハシバミ属、クマシ
デ属－アサダ、クリ、シイ属、ブナ属、コナラ属コナラ亜属、コナラ属アカガシ亜属、ニレ属－ケヤキ、
エノキ属－ムクノキ、ウルシ属、カエデ属、トチノキ、ブドウ属、ノブドウ、シナノキ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕
　クワ科－イラクサ科、バラ科、マメ科、ウコギ科、ニワトコ属－ガマズミ属

〔草本花粉〕
　ガマ属－ミクリ属、サジオモダカ属、オモダカ属、イネ科、イネ属型、カヤツリグサ科、ホシクサ属、
イボクサ、アヤメ属、タデ属、タデ属サナエタデ節、ギシギシ属、ソバ属、アカザ科－ヒユ科、ナデ
シコ科、キンポウゲ属、カラマツソウ属、アブラナ科、フウロソウ属、ツリフネソウ属、キカシグサ属、
アリノトウグサ属－フサモ属、チドメグサ亜科、セリ亜科、ヒルガオ、シソ科、オオバコ属、オミナ
エシ科、ゴキヅル、カラスウリ属、タンポポ亜科、キク亜科、オナモミ属、ヨモギ属、

〔シダ植物胞子〕
　単条溝胞子、三条溝胞子

〔寄生虫卵〕
　回虫卵、鞭虫卵、広節裂頭条虫卵、マンソン裂頭条虫卵、不明虫卵
　以下にこれらの特徴を示す。
・回虫　Ascaris　lumbricoides
　回虫は、世界に広く分布し、現在でも温暖・湿潤な熱帯地方の農村地帯に多くみられる。比較的大
きな虫卵で、およそ 80 × 60 μｍあり楕円形で外側に蛋白膜を有し、胆汁色素で黄褐色ないし褐色を
呈する。糞便とともに外界に出た受精卵は、18 日で感染幼虫包蔵卵になり経口摂取により感染する。
・鞭虫　Trichuris　trichiura
　鞭虫は、世界に広く分布し、現在ではとくに熱帯・亜熱帯の高温多湿な地域に多くみられる。卵の
大きさは、50 × 30 μｍでレモン形あるいは岐阜ちょうちん形で、卵殻は厚く褐色で両端に無色の栓
がある。糞便とともに外界に出た虫卵は、３～６週間で感染幼虫包蔵卵になり経口感染する。
・広節裂頭条虫　Diphyllobothrium  latum

３　無量光院跡出土の花粉分析
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　広節裂頭条虫は、北半球に分布し、とくに北欧、北米、東北アジア地域に多い。卵の大きさは、66
～ 75 × 45 ～ 53 μｍで楕円形、小蓋がある。ケンミジンコ類などの第１中間宿主を経て、第２中間
宿主のマスやサケの生食によって感染する。
・マンソン裂頭条虫　Diphyllobothoyium  mansoni
　終宿主はイヌ科、ネコ科の動物で、ヒトは第２中間宿主や待機宿主となる。ヒトへの感染は第１中
間宿主のケンミジンコのいる生水や第２中間宿主（主にニワトリ、カモ、ブタ、イノシシ、カエル、
ヘビなど）、終宿主の生食などによる。卵の大きさは、70 × 35 μｍで両端がややとがり左右非対称で、
一端に小蓋がある。
・不明虫卵　Unknown  eggs
　広節裂頭条虫卵に似るが、やや大きく卵殻が薄い。

（２）検出された群集の組成
１）調査区３
　５層①、５層②、6b 層（上層）、6b 層（下層）の４層準は、花粉構成は同様で花粉組成も類似する。
草本花粉の占める割合が極めて高く、イネ科とヨモギ属の出現率が高い。他に草本花粉ではカヤツリ
グサ科を主に、タンポポ亜科、キク亜科、アカザ科－ヒユ科、セリ亜科が伴って出現する。樹木花粉
では、マツ属複維管束亜属、ハンノキ属、コナラ属コナラ亜属、ブナ属、スギが低率に出現する。層
位的には、下部の 6b 層（上層）、6b 層（下層）から５層②にかけてイネ科が高率であるが上位に向かっ
て減少し、ヨモギ属は上位に向かって増加し高率になる。なお、ヨモギ属は花粉の集塊が検出される。
最上部の５層①ではイネ科が増加し、ヨモギ属はやや減少する。また、５層①、５層②ではカヤツリ
グサ科が低率になり、クワ科－イラクサ科がやや増加する。
２）調査区６
　6a 層、6a 層 -6b 層は、草本花粉の占める割合が高いが、調査区３と比較すると樹木花粉の割合は高い。
草本花粉ではイネ科が優占し集塊も検出される。ヨモギ属、カヤツリグサ科、タンポポ亜科、キク亜科、
アリノトウグサ属－フサモ属、セリ亜科、アブラナ科、ナデシコ科、アカザ科－ヒユ科、タデ属サナ
エタデ節、アヤメ属などが伴われる。樹木花粉ではマツ属複維管束亜属、ブナ属、コナラ属コナラ亜属、
スギ、ハンノキ属、カバノキ属の順に出現する。
３）調査区 12　４号溝
　５層、６層は草本花粉の占める割合が極めて高く、イネ科とヨモギ属が高率に出現する。他はカヤ
ツリグサ科、タンポポ亜科、キク亜科がやや低率に、セリ亜科、チドメグサ亜科、キンポウゲ属、ア
カザ科－ヒユ科、ソバ属が出現する。６層から５層にかけては、イネ科がやや増加し、ヨモギ属がや
や減少する。
４）調査区 13　整地層
　下位より 9 上層では、クワ科－イラクサ科が最も出現率が高く、草本花粉のイネ属型を含むイネ科、
ヨモギ属、アカザ科－ヒユ科、オナモミ属、オオバコ属、タデ属サナエタデ節と続く。樹木花粉では、
コナラ属コナラ亜属、ニレ属－ケヤキ、ブナ属、スギなどが低率に出現する。５層になるとイネ属型
を含むイネ科が高率になり優占する。9 上層では回虫、鞭虫の寄生虫卵が検出される。
５）調査区 15
① 13 号溝
　下部５層②は、クワ科－イラクサ科の出現率が高く優占する。草本花粉ではアブラナ科がやや低率
に、アカザ科－ヒユ科、ヨモギ属、イネ科が低率に出現する。クワ科－イラクサ科とアブラナ科は集
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塊が検出される。樹木花粉は極めて低率である。上位に向かい５層②から４層にかけてはクワ科－イ
ラクサ科が減少し、ヨモギ属を主にキク亜科が増加する。樹木花粉は低率であるが、スギとコナラ属
コナラ亜属が出現する。回虫、鞭虫、広節裂頭条虫などの寄生虫卵が検出され、５層①と５層②は試
料（堆積物）１cm3 あたり 300 粒程度の密度を示す。
②２号土坑
　13 号溝と同様にクワ科－イラクサ科の出現率が高く、草本花粉のヨモギ属の出現率も高い。他にイ
ネ科、アブラナ科、カヤツリグサ科、キク亜科、アカザ科－ヒユ科などが伴って出現する。樹木花粉
の占める割合はやや低く、スギ、クリ、コナラ属コナラ亜属が低率に出現する。回虫、鞭虫、広節裂
頭条虫の寄生虫卵が検出される。
６）調査区 23　４号土坑底部
　調査区 15 と類似し、クワ科－イラクサ科の出現率が高く、草本花粉のイネ科、ヨモギ属の出現率
がやや高く、キク亜科、アカザ科－ヒユ科、オオバコ属が伴って出現する。樹木花粉の占める割合は
低く、スギ、クリ、コナラ属コナラ亜属が低率に出現する。回虫卵、鞭虫卵、広節裂頭条虫卵が低密
度に検出される。

５　花粉分析から推定される植生と環境
（１）調査区３　
　５層①、５層②、6b 層（上層）、6b 層（下層）の時期はいずれも樹木が少なく、周辺にはイネ科と
ヨモギ属を主にカヤツリグサ科、タンポポ亜科、キク亜科、アカザ科－ヒユ科、セリ亜科の草本が分
布していた。多様な環境に生育する種を含むイネ科、カヤツリグサ科、セリ亜科を除けば、明らかな
水生植物はなく、排水のよい比較的乾燥した環境であった。樹木ではマツ属複維管束亜属、ハンノキ属、
コナラ属コナラ亜属、ブナ属、スギが周辺地域に生育していたと推定される。
　下部の 6b 層（上層）、6b 層（下層）から５層②の時期にかけてヨモギ属が増加し、より乾燥化する。
ヨモギ属は花粉の集塊が検出され、堆積地に生育していたと考えられる。最上部の５層①の時期では
ヨモギ属が減少し、イネ科が増加する。５層①、５層②の時期はカヤツリグサ科も少なくなり、クワ
科－イラクサ科がやや増加し、乾燥化が示唆される。

（２）調査区６
　6a 層、6a 層 -6b 層は花粉構成と花粉組成は一致し、ほぼ同様の植生の分布が示唆される。周辺には
イネ科が多く、ヨモギ属、カヤツリグサ科、タンポポ亜科、キク亜科、アリノトウグサ属－フサモ属、
セリ亜科、アブラナ科、ナデシコ科、アカザ科－ヒユ科、タデ属サナエタデ節、アヤメ属などの水生
植物あるいは乾燥した人為環境を好む草本が多様に分布していた。アヤメ属の検出が注目され、池に
はアヤメやショウブの仲間が植えられていたとみなされる。樹木は周辺地域にマツ属複維管束亜属、
ブナ属、コナラ属コナラ亜属、スギ、ハンノキ属、カバノキ属の分布が示唆される。樹木花粉の占め
る割合が比較的高いが、水域の堆積物には風媒花の樹木が反映されやすいため、やや高くなったとみ
なされる。

（３）調査区 12　４号溝
　５層、６層ともイネ科とヨモギ属が高率で、周囲にはイネ科とヨモギ属を主にカヤツリグサ科、タ
ンポポ亜科、キク亜科、セリ亜科、チドメグサ亜科、キンポウゲ属、アカザ科－ヒユ科など畑や乾燥
した人為地に生育する草本が分布していた。また、ソバ属が検出されることから、溝の周辺や上流域
に畑の分布が示唆される。樹木は周辺には少なく、やや遠方にブナ属、コナラ属コナラ亜属、ハンノ
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キ属などが分布していた。
（４）調査区 13　整地層
　下位より 9 上層の時期は、クワ科－イラクサ科（生態上からカナムグラやイラクサなどの草本）を
中心にアカザ科－ヒユ科、ヨモギ属、イネ科の比較的乾燥を好む草本が多く分布していた。カナムグ
ラやイラクサなどのクワ科－イラクサ科はとくに人為地が放棄されるなど荒地に多く、整地層の時期
に繁茂していた。また、イネ属型が検出され水田の分布も示唆される。上部の５層になると、イネ属
型を含むイネ科が増加し、水田の拡大が示唆される。周辺地域には、コナラ属コナラ亜属、ニレ属－
ケヤキ、ブナ属、スギなどの森林が分布していた。

（５）調査区 15
１）13 号溝
　溝の周囲は、カナムグラやイラクサなどのクワ科－イラクサ科やヨモギ属の草本に覆われていた。
上位に向かいクワ科－イラクサ科が減少し、ヨモギ属が増加する。とくに５層①、５層②からは、試
料（堆積物）１cm3 あたり 300 粒程度の寄生虫卵が検出されている。これは生活汚染の範囲以上であり、
糞便が投棄または流されたとみなされる。５層②ではアブラナ科が集塊でも検出され、糞便に由来す
る可能性が考えられ、上流域での居住が示唆される。広節裂頭条虫卵の検出からサケやマスなどの摂
食も示唆される。樹木は少なくスギ、クリ、コナラ属コナラ亜属が分布する。
２）２号土坑
　13 号溝と同様にクワ科－イラクサ科、ヨモギ属が多く、アブラナ科、カヤツリグサ科、キク亜科、
アカザ科－ヒユ科などが溝の周囲に生育していた。寄生虫卵は検出されず、汚染もなかったとみなさ
れる。樹木は少なく、スギ、クリ、コナラ属コナラ亜属が分布する。

（６）調査区 23　４号土坑底部
　調査区 15 と類似し、周囲にはクワ科－イラクサ科を中心にイネ科、ヨモギ属、キク亜科、アカザ
科－ヒユ科、オオバコ属などの比較的乾燥を好む草本が分布していた。樹木は少なく、スギ、クリ、
コナラ属コナラ亜属が分布する。

６　ま　と　め
　広域な植生をも反映する樹木花粉において、調査区３、調査区６、調査区 12、調査区 13 ではいず
れもマツ属複維管束亜属とブナ属が出現し、調査区 15 と調査区 23 ではマツ属複維管束亜属とブナ属
が極めて低率になる。このことから、これらの２群は周辺地域の森林が変化するぐらいの時期差があ
ると考えられる。調査区３、調査区 12 の周辺では、イネ科やヨモギ属が分布し、排水のよい比較的
乾燥した環境であったとみなされる。調査区６の池では、アヤメ属（アヤメやショウブ類）が植えら
れていた。調査区 13 整地層の周辺では水田の分布が示唆された。調査区 13 下部整地層９上層、調査
区 15、調査区 23 周辺はクワ科－イラクサ科（生態上からカナムグラやイラクサなど）が分布し、人
為改変後の放棄地の様相が示唆される。調査区 15 の 13 号溝５層①、５層②からは寄生虫卵がやや低
密度に検出され、溝への糞便の投棄が考えられた。
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表２　無量光院跡における花粉分析結果
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図１　無量光院跡における花粉ダイアグラム

図３　無量光院跡における寄生虫卵ダイアグラム

図２　無量光跡における花粉ダイアグラム
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2号旧河道
種　　類 埋土下位

木本花粉
マツ属単維管束亜属
マツ属複維管束亜属
マツ属（不明）
スギ属
カバノキ属
ブナ属
クリ属
エゴノキ属

草本花粉
イネ科
サナエタデ節－ウナギツカミ節
アカザ科
ナデシコ科
ヨモギ属
キク亜科

不明花粉
不明花粉

シダ類胞子
シダ類胞子

合　計
木本花粉
草本花粉
不明花粉
シダ類胞子
合計(不明を除く)

４　花立Ⅰ・Ⅱ遺跡出土試料の花粉分析・種実同定
パリノ・サーヴェイ株式会社

は　じ　め　に
　今回の分析調査では、花立 I・II 遺跡の河道や井戸跡の堆積物を対象に、花粉分析と種実同定を行い、
遺構等が埋積した当時の植生変遷に関する資料作成を行う。

１　試　　　料
　分析試料は花立Ⅰ遺跡第 30 次調査の調査区 8 で検出された 2 号旧河道埋土 ( 試料番号 1)、調査区
12 で検出された 2 号旧河道埋土下位 ( 試料番号 2) と花立 II 遺跡 24 次の 2 号井戸跡埋土 ( 試料番号 3)
の 3 点である。受領試料は試料番号 2 が花粉分析用、試料番号 1 と 3 が種実同定用と指定されている。

２　分　析　方　法
（１）花粉分析
　試料約 10g について、水酸化カリウムによる腐植酸の除去、0.25mm の篩による篩別、重液 ( 臭化
亜鉛，比重 2.3) による有機物の分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス ( 無水酢酸 9：
濃硫酸 1 の混合液 ) 処理による植物遺体中のセルロースの分解を行い、花粉を濃集する。残渣をグリ
セリンで封入してプレパラートを作成し、400 倍の光学顕微鏡下で、同定・計数する。同定は、当社
保有の現生標本はじめ、Erdman(1952,1957)、Faegri and Iversen(1989) などの花粉形態に関する文献
や、島倉 (1973)、中村 (1980)、藤木・小澤 (2007) 等の邦産植物の花粉写真集などを参考にする。結果は、
同定・計数結果の一覧表として表示する。

（２）種実同定
　土壌試料から種実遺体を分離 ･ 抽出するために、試料
を水に浸し、粒径 0.5mm の篩を通して水洗する。篩内
の試料を粒径別にシャーレに集めて双眼実体顕微鏡下で
観察し、ピンセットを用いて、同定が可能な種実遺体を
抽出する。種実遺体の同定は、現生標本および笠原(1982)、
藤下 (1984)、石川 (1994)、中山ほか (2000)、谷城 (2007)、
鈴木ほか (2012) 等を参考に実施し、部位 ･ 状態別に個数
を数えて結果を一覧表で示す。実体顕微鏡下による区別
が困難な複数種間は、ハイフォンで結んで表示する。分
析後は、種実遺体を分類群別に容器に入れ、約 70％のエ
タノール溶液で液浸保存し、返却する。

３　結　　　果
（１）花粉分析
　結果を表 1 に示す。試料番号 2 から検出される花粉化石数は少なく、定量分析を行うだけの個体数
は得られなかった。また、わずかに検出された花粉化石の保存状態は悪く、その多くは外膜が破損あ
るいは溶解している状況であった。
　検出された花粉化石群集についてみると、木本花粉ではマツ属、スギ属、カバノキ属、ブナ属、クリ属、
エゴノキ属が、草本花粉ではイネ科、サナエタデ節－ウナギツカミ節、アカザ科、ナデシコ科、ヨモギ属、

表１　花粉分析結果
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キク亜科が、それぞれ 1 ～数個体検出される。
（２）種実同定
　結果を表 2 に示す。また、各分類群の写真を図版 2、3 に示し、主な分類群の大きさをデジタルノ
ギスで計測した結果を表 2 に併記し、同定根拠とする。
　２試料 ( 各 200cc) を通じて、被子植物 48 分類群 ( 木本で落葉広葉樹のクワ属、キイチゴ属、ハギ属、
タラノキ、ムラサキシキブ属、草本のサジオモダカ属、オモダカ科、コナギ近似種、イボクサ、イネ、
イネ科 ( 半狭卵体、半広卵体、他 )、アゼスゲ類、ヌカスゲ類、スゲ属 (3 面倒卵体 )、ハリイ属、マツ
カサススキ近似種、ウキヤガラ、ホタルイ近似種、イヌホタルイ近似種、ホタルイ属、ホタルイ属 ( フ
トイ類 )、カヤツリグサ属、カヤツリグサ科 (2 面体 )、アサ、ヤナギタデ近似種、サナエタデ近似種、
イヌタデ近似種、ナデシコ科 (A、B)、アカザ属、ヒユ属、タガラシ、キジムシロ類 ( 隆条 )、カタバミ属、
スミレ属、メロン類 ( モモルディカメロン型、マクワ ･ シロウリ型 )、チドメグサ属、セリ科、ヤエム
グラ属、シソ属 ( エゴマ )、シソ属 ‐ イヌコウジュ属、ナギナタコウジュ、トウバナ属、メナモミ属、
ヨメナ属 )567 個の種実遺体が抽出 ･ 同定された。2 個は同定ができなかったが、ともに黒色を呈す広
楕円体で、基部に突起が数個あり、表面には微細な網目模様が確認されるため、同分類群と考えられる。
種実以外では、炭化材、シダ植物の葉、植物片、菌類の菌核、二枚貝類の殻皮、昆虫類、火山ガラス、
砂礫などが確認されたため、表 2 の下部に定性的な量を「+」で示している。
　種実遺体の出土個数は、試料番号 1 は木本 1 個、草本 125 個の計 126 個、試料番号 3 は木本 9 個、
草本 432 個の計 441 個で、いずれも圧倒的な草本主体の組成を示す。

４　考　　　察
　花粉分析の結果によると、花立 I 遺跡 2 号旧河道埋土下位 ( 試料番号 2) は花粉化石の保存状態が悪い。
花粉化石・シダ類胞子の産出状況が悪い場合、元々取り込まれる花粉量が少なかった、あるいは取り
込まれた花粉が分解・消失した、という 2 つの原因が想定される。一般的に花粉やシダ類胞子は、腐
蝕に対する抵抗性が種類により異なっており、落葉広葉樹よりも針葉樹に由来する花粉やシダ類胞子
の方が、酸化に対する抵抗性は高いとされている ( 中村 ,1967; 徳永・山内 ,1971; 三宅・中越 ,1998 など )。
今回検出された花粉化石をみると、比較的分解に強い花粉や、分解が進んでも同定可能な花粉が遺存
している。また保存状態が不良で、花粉外膜が破損・溶解しているものが認められた。以上のことから、
今回花粉の検出数が少なかった原因は、堆積時に取り込まれた花粉・シダ類胞子が、その後の経年変
化により分解・消失したためと考えられる。
　なお、検出された種類をみると、木本類ではマツ属、ブナ属がやや多い。マツ属は生育の適応範囲
が広く、尾根筋や湿地周辺、海岸砂丘上など他の広葉樹の生育に不適な立地にも生育が可能であるほ
か、極端な陽樹であることから二次林の代表的な種類でもある。ブナ属は冷温帯性落葉広葉樹林の主
要構成要素であり、その他の種類も林縁や林内に認められる種類である。よって、当時の本遺跡周辺
にはブナ属主体の落葉広葉樹林が分布し、人里近くには二次林としてマツ属が生育していた可能性が
ある。一方、草本類についてみると、イネ科、サナエタデ節－ウナギツカミ節、アカザ科、ナデシコ科、
ヨモギ属、キク亜科などが認められる。これらは開けた明るい場所に群落を形成する種群であること
から、旧河道周辺の草地や周辺の林縁林床などに生育していたものに由来すると思われる。
　種実遺体で検出された種類のうち、栽培種は、イネの穎が試料番号 1 から 2 個、試料番号 3 から
114 個と、アサの果実の破片、モモルディカメロン型およびマクワ ･ シロウリ型の種子が試料番号 3
から各 1 個、シソ属 ( エゴマ ) の果実が試料番号 3 から 15 個の、計 134 個が確認された。このうち、
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2号旧河道
埋土

2号井戸跡
埋土

分類群 部位 状態 備考
シソ属(エゴマ) 果実 完形 径1.8～2.1mm

破片
シソ属‐イヌコウジュ属 果実 完形 径1.1～1.6mm

破片
ナギナタコウジュ 果実 完形
トウバナ属 果実 完形
メナモミ属 果実 破片
ヨメナ属 果実 完形
不明 同分類群,黒色,広楕円体,表面微細網目模様,基

部突起数個
合計
木本種実 計10個
草本種実 計561個
不明 計2個
種実合計(不明を除く) 計571個
その他(抽出対象外)
炭化材
シダ植物の葉
植物片
菌類の菌核
二枚貝類の殻皮
昆虫類
火山ガラス
砂礫

容積(cc)
湿重(g)

分析量

イネの穎の破片 3 個 ( 試料番号 1;1 個、試料番号 3;2 個 ) には、炭化が認められた。その他に、栽培種 ( エ
ゴマ、シソ)を含むシソ属と野生種のイヌコウジュ属とハイフォンで結んだ果実42個(試料番号1;15個、
試料番号 3;32 個 ) には、栽培種が含まれる可能性がある。これらは、遺跡周辺で栽培、利用されたこ
とが想像される。本分析結果から見る限り、種実遺体の検出個体数は旧河道よりも井戸跡で多い傾向
があり、埋没過程で当時の生活残渣が投棄されたことなどが示唆される。
　栽培種を除いた種実遺体をみると、花立 I 遺跡旧河道 2 の埋土である試料番号 1 からは、水湿地生
草本のサジオモダカ属、コナギ近似種、イボクサ、アゼスゲ類、ハリイ属、ウキヤガラ、ホタルイ近
似種、イヌホタルイ近似種、ホタルイ属、ホタルイ属 ( フトイ類 )、ヤナギタデ近似種、セリ科や、湿っ
た場所にも乾いた場所にも生育可能な中生植物のイネ科、カヤツリグサ属、カヤツリグサ科 (2 面体 )、
サナエタデ近似種、キジムシロ類 ( 隆条 )、ヤエムグラ属、シソ属 ‐ イヌコウジュ属と、低木のタラ
ノキが確認され、イネ科 1 個に炭化が認められた。そのうち、多年生抽水植物のホタルイ属複数種を
含むカヤツリグサ科 (87 個 ) は、69.0% と高率を占める。これより、旧河道沿いには、湿地を含む開け
た草地のような植生環境が存在したことが推察される。また本試料が旧河道の堆積物であることから、
河川の影響を受け続けることによって遷移が進まず、草地の状態が続いた可能性があるが、他方耕作
など人為的な営力により草地化した可能性もある。周辺地域の遺跡分布状況等を含めて検討すること
が望まれる。
　一方花立 II 遺跡 2 号井戸跡の埋積物である試料番号 3 からは、木本では高木になるクワ属、低木の
キイチゴ属、ムラサキシキブ属、低木または多年草のハギ属など、河畔や崩壊地、林縁などの明るく
開けた場所を好んで生育する樹種が確認された。これらは、本遺跡周辺に生育していた樹木に由来す
ると思われる。草本は、水湿地生植物のオモダカ科、イボクサ、マツカサススキ近似種、ヤナギタデ
近似種、タガラシ、トウバナ属と、中生草本のイネ科 ( 半狭卵体、半広卵体 )、ヌカスゲ類、スゲ属 (3

表２　種実同定結果（２）
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面倒卵体 )、カヤツリグサ属、カヤツリグサ科 (2 面体 )、サナエタデ近似種、イヌタデ近似種、ナデシ
コ科 (A、B)、アカザ属、ヒユ属、キジムシロ類 ( 隆条 )、カタバミ属、スミレ属、チドメグサ属、シ
ソ属‐イヌコウジュ属、ナギナタコウジュ、メナモミ属、ヨメナ属が確認された。やや湿った野原や、
山野や道ばたなどに生育する多年草のチドメグサ属が最も多く (68 個 )、抽水性～湿生のオモダカ科が
次いで多い (53 個 )。花立 I 遺跡旧河道 2 の埋土とされる試料番号 1 より水生植物が少なく人里など開
けた場所に生育する草本類が多い傾向が認められる。本件の添付資料等では、調査対象とした遺構の
時代時期や遺跡の性格等が不明であるため、現時点ではあくまで想定のひとつにすぎないが、花立 II
遺跡 2 号井戸跡が集落や耕作地等に伴う遺構であるとすれば、非常に調和的な結果といえそうである。
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藤木利之・小澤智生 ,2007, 琉球列島産植物花粉図鑑 . アクアコーラル企画 ,155p.
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５　無量光院跡出土試料の種実同定・土師器胎土分析
パリノ・サーヴェイ株式会社

は　じ　め　に
　平泉町に所在する無量光院跡は、北上川中流域右岸に分布する狭小な低位段丘上に位置する。この
段丘は、平泉周辺の北上川流域および磐井川流域で最も低位の砂礫段丘Ⅲに分類されているが、その
形成年代は明らかにされていない ( 岩手県 ,1978)。高度や分布からみて、おそらく北上低地帯南部に
分布する完新世段丘の L2 面 ( 小池ほか編 ,2005) に対比されるものであろう。
　無量光院跡第 26 次の発掘調査では、無量光院に関連する池や溝さらには整地層などの遺構が検出
され、それらの遺構からは、土器などの遺物が出土している。本報告では、池の堆積土および溝の埋
積土とされる堆積物から、種実遺体をはじめとする大型植物遺体を抽出し、当該期の植物利用および
周辺植生に関わる資料を作成する。また、整地層より出土した土師器の材質 ( 胎土 ) の岩石学的な特
性を明らかにし、その材料となった粘土や砂などの採取地やその地質学的背景などについて考察する。

Ⅰ . 池跡および溝埋土出土種子の同定

１　試　　　料
　試料は、調査区 6 の池堆積土の 6a 層 ( 試 1、試 2)・6a-6b 層 ( 試 3、試 4)、調査区 22 の溝埋土 ( 試 5、試 6)
の、計 6 点である。各試料は、いずれも灰褐色を呈する粘土であり、乾燥により固結している。また、
試 5 および試 6 には植物片を含む。

２　分　析　方　法
　試料各 200cc を水に浸し、粒径 0.5mm の篩を通して水洗する。水洗後の試料をシャーレに集めて双
眼実体顕微鏡下で観察し、ピンセットを用いて、同定が可能な種実遺体を抽出する。
　種実遺体の同定は、現生標本と石川 (1994)、中山ほか (2000) 等を参考に実施し、個数を数えて結果
を一覧表で示す。実体顕微鏡下による区別が困難な複数種間は、ハイフォンで結んで表示する。種実
以外の抽出物は、表の下部に一括してプラスで示す。
　分析後は、種実遺体を分類群毎に容器に入れ、約 70% のエタノール溶液を入れて保存する。

３　結　　　果
　6 試料を通じて、裸子植物 1 分類群 ( 針葉樹のスギ )1 個の葉と、被子植物 28 分類群 ( 木本で落葉広
葉樹のクワ属、マタタビ近似種、キイチゴ属、ミツバウツギ、ニワトコ、草本のオモダカ科、ツユクサ、
イネ、イネ科、アゼスゲ類、スゲ属、カヤツリグサ属、カヤツリグサ科、カナムグラ、ミズ属、イヌ
タデ近似種、サナエタデ近似種、ヤナギタデ近似種、ハコベ類、ナデシコ科、アカザ科、ヒユ属、キ
ジムシロ類、マメ科、カタバミ属、スミレ属、チドメグサ属、ニガクサ、エゴマ、シソ属、シソ属 ‐
イヌコウジュ属、ナス、ナス属 ) の種実 252 個、計 253 個が同定された ( 表 1、図 1)。種実以外では、
各試料から炭化材と昆虫類、試 5、試 6 から菌核が確認された。
　種実遺体の出土個数は、試 1 が 0 個、試 2 が 2 個、試 3 が 4 個、試 4 が 12 個、試 5 が 117 個、試 6
が 118 個で、調査区 22 の溝埋土 ( 試 5、試 6) が全体の 93% を占める。一方、調査区 6 の池堆積土 6a 層 ( 試
1、試 2)、6a-6b 層 ( 試 3、試 4) は、試料の殆どが粒径 0.5mm の篩を通り抜け、水洗後の残渣も極少量
であった。
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(植物質)
分類群 部位 状態 試1 試2 試3 試4 試5 試6 備考
木本
スギ 葉 完形
クワ属 核 破片
マタタビ近似種 種子 完形

破片
キイチゴ属 核 完形

破片
ミツバウツギ 種子 破片
ニワトコ 核 完形

破片
草本
オモダカ科 種子 完形
ツユクサ 種子 完形
イネ 穎 破片
イネ科 果実 完形 2分類群
アゼスゲ類 果実 破片
スゲ属 果実 完形 3面体

破片
カヤツリグサ属 果実 完形
カヤツリグサ科 果実 完形 2面体
カナムグラ 核 破片
ミズ属 果実 完形

破片
イヌタデ近似種 果実 完形

破片
サナエタデ近似種 果実 完形

破片
花被 破片

ヤナギタデ近似種 果実 完形
破片

ハコベ類 種子 完形
破片

ナデシコ科 種子 完形
破片

アカザ科 種子 完形
破片

ヒユ属 種子 完形
破片

キジムシロ類 核 破片

マメ科 種子 完形 発芽
カタバミ属 種子 破片
スミレ属 種子 破片
チドメグサ属 果実 完形

破片
ニガクサ 果実 完形
エゴマ 果実 完形 径2.3mm
エゴマ? 果実 破片
シソ属 果実 完形 径1.5mm
シソ属‐イヌコウジュ属 果実 破片
ナス 種子 完形

破片
ナス? 種子 破片
ナス属 種子 完形

合計
木本種実 計20個
草本種実 計233個
種実合計 計253個

その他
炭化材
菌核
昆虫類

分析量

調査区22調査区6
池堆積土

6a層 6a-6b層
溝埋土

表１　種実遺体分析結果
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栽培種は、溝埋土（試 5、試 6）から、イネの穎の破片が 4 個と、エゴマを含むシソ属の果実が 10 個、
ナスの種子が 6 個確認された。栽培種を除いた分類群は、明るく開けた場所に生育する、いわゆる人
里植物に属する草本主体の組成を示し、オモダカ科やアゼスゲ類、スゲ属、ミズ属、ヤナギタデ（近
似種）などの水湿地生植物も確認された。なお、池堆積土 6a-6b 層（試 3）から出土したマメ科には、
発芽が認められた。
　木本類は、常緑高木のスギと、沢沿いなどの日当たりの良い湿った場所を好んで生育する落葉高木
のクワ属、低木のキイチゴ属、ミツバウツギ、ニワトコ、籐本のマタタビ（近似種）などの陽樹が確
認された。
　本分析で確認された種実遺体各分類群の写真を図版 1 に示し、主な分類群の形態的特徴等を以下に
記す。
・スギ (Cryptomeria japonica (L. f.) D.)　スギ科スギ属
　葉は灰褐色、残存長 1.6mm、最大径 0.7mm の鎌状針体で枝側に歪曲し、断面は菱形。先端部は尖り、
基部は次第に細まり、枝に流れる。
・クワ属 (Morus)　クワ科
　核は灰褐色、残存長 1.1mm、残存 1.2mm の三角状広倒卵体。一側面は狭倒卵形で、他方は稜にな
りやや薄い。一辺が鋭利で、基部に爪状突起を持つ。表面には微細な網目模様がありざらつく（図版
1-15）。本地域に分布するクワ属は、ヤマグワ (M. australis Poiret) と栽培種のマグワ (M. alba L.) があ
るが、核の実体顕微鏡下観察による両種の判別は困難であるため、クワ属にとどめている。
・マタタビ近似種 (Actinidia cf. polygama (Sieb. et Zucc.) Planch. ex Maxim.)　マタタビ科マタタビ属
　種子は赤灰褐色、長さ 1.7mm、幅 1.2mm の両凸レンズ状楕円体。基部は斜切形でやや突出する。
種皮は硬く、表面には円～楕円形の凹点が密布し網目模様をなす。
・キイチゴ属 (Rubus)　バラ科
　核（内果皮）は灰黄褐色、長さ 1.8mm、幅 1.1mm の偏平な半倒卵体で腹面方向にやや湾曲する。
内果皮は硬く、表面には大きな凹みが分布し網目模様をなす。

図１　種実遺体群衆
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・ミツバウツギ (Staphylea Bumalda DC.)　ミツバウツギ科ミツバウツギ属
　種子は黄灰褐色、長さ 5.0mm、幅 3.5mm、厚さ 2.0mm 程度のやや偏平な倒卵体。基部は径 1.7mm
の斜切形、横楕円形で深く凹む臍があり、臍の縁は嘴状。種皮は硬く、表面は平滑で光沢がある。
・ニワトコ (Sambucus racemosa L. subsp. ｓ ieboldiana (Miq.) Hara)　スイカズラ科ニワトコ属
　核 ( 内果皮 ) は灰褐色、長さ 2.1mm、幅 1.4mm のやや偏平な広倒卵体。背面は丸みがあり、腹面の
正中線上は鈍稜をなす。基部は尖り、腹面正中線上に径 1mm の孔がある。内果皮は硬く、表面には
横皺状模様がある。
・オモダカ科 (Alismataceae)
　種子は淡褐色、長さ 1.3mm、幅 0.8mm の倒Ｕ字状に曲がった円柱状で偏平。種皮は薄く膜状で、
表面には縦長の微細な網目模様が配列する。
・イネ (Oryza sativa L.)　イネ科イネ属
　穎 ( 果 ) は淡灰褐色、完形ならば、長さ 6 ～ 7.5mm、幅 3 ～ 4mm、厚さ 1.5mm 程度のやや偏平な
長楕円体。基部に大きさ 1mm 程度の斜切状円柱形の果実序柄と 1 対の護穎を有し、その上に外穎 ( 護
穎と言う場合もある ) と内穎がある。外穎は 5 脈、内穎は 3 脈をもち、ともに舟形を呈し、縫合して
やや偏平な長楕円形の稲籾を構成する。出土穎は破片で、残存長は 1.5mm を測る。果皮は薄く、表
面には顆粒状突起が縦列する。
・イネ科 (Gramineae)
　2 分類群の果実が確認された。1 個は灰褐色、長さ 2.0mm、径 0.5mm の半狭卵体。2 個は灰褐色、
長さ 1.8mm、径 0.8mm の半楕円体。背面は丸みがあり腹面は偏平。果皮表面は平滑で、微細な縦長
の網目模様が縦列する。
・カナムグラ (Humulus japonicus Sieb. et Zucc.)　クワ科カラハナソウ属 
　核は暗褐色、径 3.5 ～ 4.5mm、厚さ 1.5mm 程度の側面観は円形、上面観は両凸レンズ形。基部はや
や尖る。出土核は、縦方向に一周する稜に沿って半分以下に割れた破片である。頂部に淡黄褐色、径
1mm 程度のハート形の臍点がある。表面は粗面で断面は柵状。表面に灰褐色で粗面の果皮片が付着
する個体もみられる。
・スゲ属 (Carex)　カヤツリグサ科
　アゼスゲ類 (Carex Sect. Carex) の果実は灰黒褐色、長さ 2.0mm、幅 1.3mm、厚さ 0.6mm のレンズ
状広倒卵体。頂部の柱頭部分が伸び、基部は切形。果皮表面には六角形状の微細な網目模様がある。
その他の果実は淡灰褐色、長さ 1.7 ～ 2.5mm、径 0.9 ～ 1.7mm の三稜状倒卵体。頂部の柱頭部分が伸び、
基部は切形。果皮表面には微細な網目模様がある。
・イヌタデ近似種 (Polygonum cf. longisetum De Bruyn) タデ科タデ属
　果実が検出された。黒色、長さ 2.5mm、径 1.6mm の丸みのある三稜状卵体。頂部は尖り、基部は
切形で灰褐色の萼がある。果皮表面は平滑で光沢があり、灰褐色の花被が付着する個体もみられる。
・サナエタデ近似種 (Polygonum cf. lapathifolium L.)　タデ科タデ属
　果実は黒褐色、長さ 1.9mm、幅 1.3mm、厚さ 0.8mm の偏平な広卵状二面体。頂部はやや尖り、2
花柱が残存する個体がみられる。基部は切形で灰褐色の萼があり、果長よりも長く先が 2 つに分かれ
反り返る花被の脈が伸びる。果皮表面は平滑で光沢がある。
・ヤナギタデ近似種 (Polygonum cf. hydropiper L.)　タデ科タデ属
　果実は黒褐色、長さ 2.1mm、径 1.5mm の広卵体。頂部はやや尖り、基部は切形で灰褐色の萼片が
残存する。背面正中線上には鈍稜がある。果皮表面には明瞭な網目模様がある。
・ナデシコ科 (Caryophyllaceae)
　種子は黒褐色、やや偏平な腎臓状円形で基部は凹み、臍がある。種皮表面には乳頭状または円錐
状突起が臍を取り囲むように同心円状に配列する。径 1.3mm で円錐状突起のハコベ類に似る種子と、
径 1.0mm で乳頭状突起のウシハコベ (Myosoton aquaticum (L.) Moench.) に似る種子が確認された。
・アカザ科 (Chenopodiaceae)
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　種子は黒色、径 1.1mm のやや偏平な円形。基部は凹み、中心に向かって食い込む。種皮はやや硬く、
表面には臍を取り囲むように微細な網目模様が放射状に配列し、光沢がある。
・ヒユ属 (Amaranthus)　ヒユ科
　種子は黒色、径 1.2mm 程度の偏平な円形。縁は稜状で、基部は凹み臍がある。種皮はアカザ科よ
りも薄く、表面には臍を取り囲むように微細な網目模様が配列し、光沢がある。
・キジムシロ属－ヘビイチゴ属－オランダイチゴ属 (Potentilla － Duchesnea － Fragaria)　バラ科
　核 ( 内果皮 ) は灰黄褐色、長さ 1.0mm、幅 0.7mm、厚さ 0.4mm のやや偏平な腎体。内果皮は厚く硬
く、表面は粗面または数個の海綿状隆条が斜上する。
・シソ属 (Perilla)　シソ科
　果実は灰褐色、倒広卵体で、基部は舌状に突出し、着点部がある。果皮表面には浅く大きく不規則
な網目模様がある。シソ属には、栽培種で軟実のエゴマと、硬実のシソのほかに、硬実の雑草型エゴ
マがあり、雑草型エゴマの果実の大きさは、エゴマとシソの中間型を示す(新田 ,2001)。遺跡出土果実に、
硬実と軟実の区別は難しいため、本分析では、笠原 (1982) の基準 ( 長さ 1.4 ～ 1.5mm、幅 1.1 ～ 1.2mm
をシソ、長さ 2.0 ～ 2.8mm、幅 1.8 ～ 2.5mm をエゴマ ) や、中山ほか (2000) の計測値を参考に、径 2.3mm
の完形果実をエゴマ、径 1.5mm の完形果実をシソ属、としている。破片は、推定される完形の大き
さに該当する分類群に「?」を付し、野生種のイヌコウジュ属 (Mosla) の可能性を含む破片は、両属を
ハイフォンで結んでいる。
・ナス (Solanum melongena L.)　ナス科ナス属
　種子は灰黄褐色、径 2.9 ～ 3.2mm、厚さ 0.3mm の偏平で歪な腎臓形。基部はやや肥厚し、くびれた
部分に臍がある。種皮表面には微細な星型状網目模様が臍から同心円状に発達する。なお、径 1.7 ～
1.9mm で野生種に由来する可能性がある小型種子を区別し、ナス属としている。

４　考　　　察
1) 調査区 6　池堆積土
　池堆積土の 6a 層、6a-6b 層は粘土質で、出土種実は 6a 層から草本のサナエタデ近似種、6a-6b 層か
ら水湿地生草本のオモダカ科、アゼスゲ類と、湿生～中生草本のイネ科、ナデシコ科、マメ科が確認
された。水湿地生草本のオモダカ科やアゼスゲ類などは池縁辺部や導水経路などに、イネ科・ナデシ
コ科・マメ科などは池周辺域の明るく開けた場所に生育していたとみられる。後述する溝埋土と比較
して検出個数が少ない点は、池内に植物がそれほど多く存在していなかったことを示している可能性
もある。
2) 調査区 22　溝埋土
　溝埋土も、6a 層、6a-6b 層と同様に粘土質であるが、植物片を含む点で区別される。出土種実には、
穀類のイネの穎と、果実が食用や油料等に利用されるエゴマを含むシソ属の果実、果実が食用に利用
されるナスの種子が確認された。これらの種類は、当時本地域内で栽培されていた種類とみられ、植
物質の食糧資源として持ち込まれたかと考えられるが、寺院内あるいはその周辺での栽培も否定でき
ない。
　栽培種を除いた分類群の内、オモダカ科やアゼスゲ類、スゲ属、ミズ属、ヤナギタデ ( 近似種 ) な
どは水湿地生植物であることから、これらの水湿地生植物は溝内などに生育していたとみられる。
　その他の草本類、ツユクサ、カヤツリグサ属、カヤツリグサ科、カナムグラ、イヌタデ近似種、サ
ナエタデ近似種、ハコベ類、ナデシコ科、アカザ科、ヒユ科、キジムシロ類、カタバミ属、スミレ属、
チドメグサ属、ニガクサなどの草本類は、明るく開けた場所に生育する、いわゆる人里植物に属する
草本主体の組成を示す。また、木本類は、常緑高木のスギと、沢沿いなどの日当たりの良い湿った場
所を好んで生育する落葉高木のクワ属、低木のキイチゴ属、ミツバウツギ、ニワトコ、籐本のマタタ
ビ ( 近似種 ) などが確認された。これらの分類群は、明るく開けた草地環境や、周辺の森林の林縁等
に生育していたと考えられる。
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鉱物・
岩石

粒径
組成

試1 調査区7 整地9層 中東トレンチ灰黄
灰黄

試2 調査区31 整地2層 灰白
にぶい黄橙

試3 調査区31 整地2層 灰白
にぶい黄橙

試4 調査区31 整地2層 灰白
灰白

試5 調査区21 整地3層 にぶい黄橙
にぶい橙

試6 調査区21 整地3層 灰白
淡黄

試7 調査区7 整地7層 中東トレンチにぶい橙
にぶい橙

試料名 調査区 層位 備考
色調
(外面)
(内面)

胎土分類

Ⅱ . 土師器の胎土分析

１　試　　　料
　試料は、無量光院跡の調査区 7 から 2 点、調査区 31 から 3 点調査区 21 から 2 点、合計土師器片 7
点である。
試料には、試 1 ～試 7 までの試料名が付されている。各試料の採取された調査区や出土層位および試
料の色調などを表 2 に示す。

２　分　析　方　法
　胎土分析には、現在様々な分析方法
が用いられているが、大きく分けて鉱
物組成や岩片組成を求める方法と化学
組成を求める方法とがある。前者は切
片による薄片作製が主に用いられてお
り、後者では蛍光Ｘ線分析が最もよく
用いられている方法である。前者の方
法は、胎土の特徴が捉えやすいこと、
地質との関連性を考えやすいことなど
の利点があり、胎土中における砂粒の
量はもちろんのこと、その粒径組成や砂を構成する鉱物、岩石片および微化石の種類なども捉えるこ
とが可能であり、得られる情報は多い。この情報をより客観的な方法で表現したものとして、松田ほ
か (1999) の方法がある。これは、胎土中の砂粒について、中粒シルトから細礫までを対象とし、粒度
階ごとに砂粒を構成する鉱物片および岩石片の種類構成を調べたものである。この方法では、胎土中
における砂の含量や粒径組成により、土器の製作技法の違いを見出すことができるために、同一の地
質分布範囲内にある近接した遺跡間での土器製作事情の解析も可能である。以下に試料の処理過程を
述べる。薄片は、試料の一部をダイアモンドカッターで切断、正確に 0.03mm の厚さに研磨して作製
した。観察は偏光顕微鏡による岩石学的な手法を用い、胎土中に含まれる鉱物片、岩石片および微化
石の種類構成を明らかにした。砂粒の計数は、メカニカルステージを用いて 0.5mm 間隔で移動させ、
細礫～中粒シルトまでの粒子をポイント法により 200 個あるいはプレパラート全面で行った。なお、
径 0.5mm 以上の粗粒砂以上の粒子については、ポイント数ではなく粒数を計数した。また、同時に
孔隙と基質のポイントも計数した。これらの結果から、各粒度階における鉱物・岩石別出現頻度の 3
次元棒グラフ、砂粒の粒径組成ヒストグラム、孔隙・砂粒・基質の割合を示す棒グラフを呈示する。

３　結　　　果
　薄片観察結果を表 3、図 2 ～ 4 に示す。以下に、鉱物片および岩石片の種類構成、砕屑物全体の粒
径組成、砕屑物・基質・孔隙における砕屑物の割合の順に述べる。

表２　胎土分析試料一覧（付：胎土分類）

５　無量光院跡出土試料の種実同定・土師器胎土分析
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表３　薄片観察結果
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図２　各粒度階における鉱物・岩石出現頻度
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1) 鉱物片および岩石片の種類
構成 ( 図 2)
　7 点の試料は、概ね共通す
る鉱物片と岩石片の種類構成
を示す。鉱物片では石英と斜
長石が多く、微量のカリ長石
を伴い、さらに試料によって
は斜方輝石や角閃石、黒雲母
などが極めて微量含まれる。
岩石片は、全体的に少量であ
るが、その中で凝灰岩が全試
料に含まれ、流紋岩・デイサ
イトは 5 点の試料に含まれ
る。他にチャートや頁岩など
の堆積岩類、安山岩、多結晶
石英、花崗岩類などの岩石片
が 4 点から 3 点の試料に含ま
れる。さらにその他の砕屑物
では、火山ガラスが 5 点の試
料に含まれている。これらの
鉱物片、岩石片および火山ガ
ラスは、その量比までみると、
試料によって異なっているこ
とから、ここでは以下に示す
A、B、C の 3 種類に分類した。
　A 類 : 石英と斜長石の量比
が同量程度であり、岩石片の
中では凝灰岩の割合が、他の
岩石に比べるとやや突出して
多い。これに分類される試料
は、 試 1、 試 3、 試 5、 試 6
の 4 点である。
　B 類 : 石英と斜長石が同量程度であることは、A 類と同様であるが、岩石片では特に凝灰岩が多い
というわけではなく、また、火山ガラスが岩石片よりも多いことから A 類と区別して B 類とする。
これに分類される試料は、試 2 と試 4 の 2 点である。なお、B 類とした試料では鉱物片や岩石片の違
いだけでなく、基質についても、A 類や下記の C 類が褐色粘土からなるのに対して、非晶質の粘土と
微細石英からなることで区別される。
　C 類 : 斜長石よりも石英の方が多く、さらに凝灰岩も火山ガラスも多くはないことから、A 類とも
B 類とも異なるとして C 類とした。これに分類される試料は、試 7 の 1 点のみである。

図３　砕屑物全体の粒径組成

Ⅶ　自然科学分析
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図４　砕屑物・基質・孔隙の割合

2) 砕屑物全体の粒径組成 ( 図 3)
　今回の試料についてモードを示す粒径をみると、中粒砂と細粒に分かれるが、モードに次いで割合
の高い粒径との組み合わせから、以下に示す 4 分類に分けることができる。
1 類 : 中粒砂をモードとし、次いで細粒砂が多い。試 3 と試 5 の 2 点がこれに分類される。
2 類 : 細粒砂をモードとし、次いで中粒砂が多い。試 1 と試 7 の 2 点がこれに分類される。
3 類 : 細粒砂をモードとし、次いで極細粒砂が多い。試 2 と試 4 の 2 点がこれに分類される。
4 類 : 細粒砂をモードとし、次いで極細粒砂と粗粒シルトが同量程度で多い。試 6 の 1 点のみがこれ
に分類される。
3) 砕屑物・基質・孔隙における砕屑物の割合 ( 図 4)
　砕屑物の割合は、7 点の間で 10% から 20% までに及ぶが、その中で分類できるほどのまとまりは見
出せない。

４　考　　　察
　土器胎土中に含まれている鉱物片や岩石片の種類構成は、土器の材料となった粘土や砂が採取され
た場所の地質学的背景を示している。地質学的背景とは周辺を取り巻く地質の分布状況という程度の
意味である。分析した土器試料 7 点の鉱物片および岩石片の種類構成はほぼ同様であったことから、
7 点の土器は、共通した地質学的背景を有する地域内に分布する堆積物を材料としていると考えられ
る。ここで、まず土器の出土した無量光院跡の位置する段丘の地質学的背景をみてみたい。竹内ほか
(2005) や大沢ほか (1988)、日本の地質「東北地方」編集委員会編 (1989) および小池ほか編 (2005) など
を参照すれば、段丘の背後に分布する磐井丘陵は、新第三紀中新世の海成砂層を基盤として、その上
位には新第三紀鮮新世とされる厳美層と呼ばれるデイサイト質の火砕流堆積物が厚く堆積している。
無量光院跡の位置する段丘を構成する堆積物には、これらの磐井丘陵を構成する堆積物に由来する砕
屑物が多く含まれていると考えられる。さらに、同段丘の堆積物には、北上川水系により供給される、
同段丘よりも上流域に分布する地質に由来する砕屑物も含まれていると考えられる。具体的には、北
上川の支流である衣川水系により、その上流域の山地に分布する新第三紀鮮新世の国見山安山岩やデ
イサイト質火砕流堆積物の瑞山層、さらには第四紀更新世の火山である焼石岳や栗駒火山の安山岩質
噴出物などに由来する砕屑物が供給される。一方、北上川本流からは、左岸側の山地を構成する古生
代の緑色岩を主とする変成岩類からなる母体変成岩や白亜紀の火砕岩類および白亜紀の束稲花崗岩類
などから砕屑物が供給されると考えられる。
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以上のような地質学的背景をもつ無量光院跡の位置する段丘周辺、例えば段丘を構成する砂礫層や段
丘下の沖積低地の堆積物などは、上述した様々な地質に由来する鉱物片や岩石片が混在する組成を示
すと考えられ、それは 7 点の試料の胎土に認められた岩石片の種類構成ともよく一致する。
　凝灰岩は流紋岩・デイサイトの岩石片も伴う試料が多いことから、磐井丘陵に分布する厳美層に由
来すると考えられる。チャートや頁岩などの堆積岩類は磐井丘陵基盤の海成砂層に由来し、その海成
砂層は胎土中に認められた放散虫や海綿骨針などの海生生物化石の由来する地質にもなる。安山岩は
国見山安山岩や第四紀の火山岩に由来が求められ、さらには、微量ながらも認められている花崗岩類
や、試 1 から極めて微量認められている緑色岩の存在は、上述した北上川左岸側の地質に由来する砕
屑物が混在していることを示唆している。
　したがって、7 点の試料は、いずれも無量光院跡の位置する段丘の周辺に分布する堆積物を材料と
している可能性が高いと考えられる。すなわち、今回の試料の中には、遠方から搬入された土器はな
い可能性が高い。なお、B 類の特徴とした火山ガラスは、比較的新鮮であることと発泡した軽石型と
平板状のバブル型が混在すること、および平泉町付近のテフラの分布状況 ( 例えば町田・新井 (2003)
など ) を考慮すれば、後期更新世から完新世にかけて噴出した十和田カルデラを給源とする大規模テ
フラに由来すると考えられる。おそらく、段丘表層の土壌中や低地堆積物中に含まれていたものと考
えられる。
　今回の分析では、鉱物・岩石組成では 3 種類、粒径組成では 4 種類、両者を組み合わせると A 類の
試料が、1 類と 2 類と 4 類に分かれるために、5 種類に分類される。これらの違いは、材料となる砂
や粘土の採取場所の違い、採取層位の違い、素地土を調整する段階での砂や粘土の混ぜ方の違いなど、
材料採取から土器の成形までの過程における何らかの作業の違いに起因すると考えられるが、現時点
ではその違いを具体的に明らかにすることはできない。今後、周辺域における同時期の遺跡から出土
した土師器の胎土分類を進めることによって、胎土分類と他の属性 ( 例えば製作時期、器種、調整技
法など ) との対応関係や、各胎土分類の出現する局所的な地域性などが明らかにされれば、平安時代
末期における平泉周辺の土師器製作の様相に関わる重要な資料となることが期待される。
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海道大学図書刊行会 ,165-175.
大沢　穠・広島　俊男・駒沢　正夫・須田　芳朗 ,1988,20 万分の 1 地質図幅「新庄および酒田」, 地質調査所 .
竹内　誠・鹿野　和彦・御子柴 ( 氏家 )　真澄・中川　充・駒沢　正夫 ,2005,20 万分の 1 地質図幅 ｢一関｣ . 産業技術総合研究所
地質調査総合センター .
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番号 遺構等 器種 樹種
1005 調査区29　堀跡 下駄 クリ
1006 4号溝跡埋土 不明 クリ
1007 4号溝跡埋土 加工材 スギ
1008 2号井戸跡埋土 不明 クリ

６　花立Ⅱ遺跡出土木製品の樹種同定
吉川純子（古代の森研究舎）

１　は　じ　め　に
　花立Ⅱ遺跡は平泉町平泉市街地の無量光院跡の堀を中心とした平泉関連の遺跡である。本遺跡の 12
世紀頃とみられる堀や溝、井戸跡などから木製品が出土したことから、当時の木材利用を調査する目
的で木製品 4 点について樹種同定をおこなった。木製品からはステンレス剃刀で横断面、放射断面、
接線断面の切片を採取し、封入剤ガムクロラールでプレパラートを作成し、生物顕微鏡で観察・同定
をおこなった。

２　同定結果と考察
　本遺跡より出土した木製品の樹種同定結果を表 1 に示す。4 点のうち 3 点がクリで 1 点はスギであっ
た。以下に同定した分類群の細胞構造学的記載をおこなう。
スギ ( Cryptomeria japonica D. Don )：早材から晩材への移行はやや急で晩材部が比較的厚く、樹脂
細胞が晩材部接線方向に並んで集中する。放射組織はすべて柔細胞からなり、分野壁孔は典型的なス
ギ型で 1 分野に 2 個存在する。
クリ ( Castanea crenata Sieb. et Zucc. )：最初に大きい道管が数個花びら状に配列し、管孔径が急減
して小道管が火炎状に配列する環孔材で、道管の穿孔板は単一である。放射組織は単列ないし 2 列で
同性でほぼ平伏細胞のみからなる。
　本遺跡で出土した木製品は下駄および不明木製品はクリであり、板状の加工材はスギであった。ク
リとスギが多用される傾向は本遺跡のみではなく東北地方全体に見られ、遺跡周辺から素材を調達し
たことが推定される。クリは東北地方では縄文時代以降継続的に様々な木製品や加工材に用いられ、
古墳～平安の下駄材としては 37% でもっとも多く利用され、建築部材や土木材では平安時代において
もクリが優先して利用されている ( 伊東・山田 2012 ) 。またスギは弥生～平安の建築部材でクリに次
いで多く利用されている。クリとスギは鎌倉以降も建築部材や土木材にその多用傾向が残ることから、
周辺の植生が反映されているものと考えられ ( 伊東・山田 2012 ) 、本遺跡にもその傾向が顕著に表れ
ていると言える。

引用文献
伊東隆夫・山田昌久．2012．木の考古学　種土木製品データベース．海青社．

表１　花立遺跡出土木製品の樹種
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７　無量光院跡出土の火山灰分析
（株）火山灰考古学研究所

１　は　じ　め　に
　東北地方岩手県南部とその周辺に分布する後期更新世以降に形成された地層や土壌の中には、焼石、
栗駒、鳴子、肘折、十和田など東北地方の火山のほか、洞爺、浅間、御岳、三瓶、阿蘇、姶良、鬼界
など遠方の火山に由来するテフラ（火山さいせつぶつ，いわゆる火山灰）が数多く認められる（町田・
新井，1992，2003 など）。テフラの中には、噴出年代が明らかにされている指標テフラがあり、これ
らとの層位関係を遺跡で求めることで、遺構の構築年代や遺物包含層の堆積年代を知ることができる
ようになっている。
　そこで、平泉町無量光院跡における発掘調査についても、テフラ層が認められたことから、発掘調
査担当者により採取された試料を対象に、テフラ検出分析、テフラ組成分析（火山ガラス比分析およ
び重鉱物組成分析）、さらに火山ガラスと鉱物（斜方輝石）の屈折率測定を実施して、その起源を明
らかにすることになった。調査分析の対象となった試料は、6a 上層から採取された MK26-1-3、6a 下
層から採取された MK26-1-4、6b 上層から採取された MK26-1-5 の３試料である。

２　テフラ検出分析
（１）分析試料と分析方法
　MK26-1-3、MK26-1-4、MK26-1-5 の３試料を対象に、火山ガラスの量や特徴などを定性的に調べる
テフラ検出分析を実施した。分析の手順は次のとおりである。
１）純度が高い MK26-1-3 について 10g、そのほかの試料について 12g を秤量。
２）超音波洗浄装置を用いて泥分を除去。
３）80℃で恒温乾燥。
４）実体顕微鏡下でテフラ粒子の量や特徴を観察。

（２）分析結果　
  テフラ検出分析の結果を表１に示す。いずれの試料からも、粗粒の軽石やスコリアは検出されなかっ
たものの、MK26-1-3 では多くの火山ガラスが認められた。この試料に含まれる火山ガラスは、白色
や無色透明のスポンジ状軽石型や、無色透明の繊維束状軽石型である。MK26-1-4 には、淡褐色のバ
ブル型や、無色透明の繊維束状軽石型の火山ガラスが少量含まれている。MK26-1-5 では、火山ガラ
スは認められなかった。また、いずれの試料にも、β石英や海綿骨針が認められた。なお、参考試料
として送付された、MK26-2-2 も MK26-1-3 と同じ傾向にある。

３　テフラ組成分析（火山ガラス比分析・重鉱物組成分析）
（１）分析試料と分析方法
　MK26-1-3、MK26-1-4、MK26-1-5 の３試料を対象に、火山ガラスの形態色調別含有率、軽鉱物や重
鉱物の含有率を調べる火山ガラス比分析と、重鉱物組成を定量的に明らかにする重鉱物組成分析（合
わせてテフラ組成分析）を実施した。分析の方法は次のとおりである。
１）テフラ検出分析済みの試料について、分析篩を用いて 1/4 ～ 1/8mm と 1/8 ～ 1/16mm の粒子を
篩別。
２）偏光顕微鏡下で 1/4 ～ 1/8mm 粒径の 250 粒子を観察し、火山ガラスの形態別含有率、軽鉱物お
よび重鉱物の含有率を求める（火山ガラス比分析）。
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３）偏光顕微鏡下で 1/4 ～ 1/8mm 粒径の重鉱物 250 粒子を観察し、重鉱物組成を求める（重鉱物組
成分析）。

（２）分析結果
  火山ガラス比分析と重鉱物組成分析の結果を表２と表３に、またダイヤグラムにして図１に示す。
MK26-1-3 には、火山ガラス、軽鉱物、重鉱物、その他の粒子（風化物や岩片などの砂粒子）が、順
に 36.8％、36.8、2.8％、23.6％含まれていて、火山ガラスの含有率が比較的高い。含まれる火山ガラ
スは、含有率が高い順に繊維束状軽石型（25.2％）、スポンジ状軽石型（9.2％）、分厚い中間型（1.2％）、
無色透明のバブル型（0.8％）、淡褐色のバブル型（0.4％）である。また、この試料に含まれる重鉱物
は、含有率が高い順に不透明鉱物（おもに磁鉄鉱，55.2％）、斜方輝石（23.2％）、単斜輝石（12.8％）、
角閃石（6.4％）である。
　MK26-1-4 には、火山ガラス、軽鉱物、重鉱物、その他の粒子（風化物や岩片などの砂粒子）が、
順に 2.4％、62.0％、1.6％、34.0％含まれており、火山ガラスの含有率が低い。含まれる火山ガラスは、
無色透明のバブル型（1.2％）のほか、淡褐色のバブル型、中間型、繊維束状軽石型、（各 0.4％）である。
また、この試料に含まれる重鉱物は、含有率が高い順に不透明鉱物（おもに磁鉄鉱，46.4％）、角閃石

（24.4％）、斜方輝石（23.6％）、単斜輝石（2.0％）、黒雲母（0.4％）で、角閃石が目立つ傾向にある。
　MK26-1-5 には、火山ガラス、軽鉱物、重鉱物、その他の粒子（風化物や岩片などの砂粒子）が、
順に 2.4％、66.40％、3.6、27.6％含まれており、やはり火山ガラスの含有率が低い。含まれる火山ガ
ラスは、無色透明のバブル型や繊維束状軽石型（各 0.8％）のほか、淡褐色のバブル型や中間型（各
0.4％）である。また、この試料に含まれる重鉱物は、含有率が高い順に不透明鉱物（おもに磁鉄鉱，
42.4％）、角閃石（32.8％）、斜方輝石（22.0％）、単斜輝石（0.8％）で、角閃石が目立つ傾向にある。

４　屈 折 率 測 定
（１）測定試料と測定方法
　MK26-1-3、MK26-1-4、MK26-1-5 の３試料に含まれる火山ガラスと斜方輝石について、温度変化型
屈折率測定装置（火山ガラス：古澤地質社製 MAIOT，斜方輝石：京都フィッション・トラック社製
RIMS2000）により屈折率（n，γ）の測定を行って、指標テフラとの同定精度の向上を図った。屈
折率測定の対象は、篩別により得られた 1/8-1/16mm 粒径の火山ガラスと、実体顕微鏡下で手選した
>1/4mm の斜方輝石を軽く粉砕したものである。

（２）測定結果
　屈折率測定の結果を表４に示す。MK26-1-3 に含まれる火山ガラス（30 粒子）と斜方輝石（40 粒子）
の屈折率（n，γ）の range は 1.502-1.507 および 1.714-1.718 である。
  MK26-1-4 に含まれる火山ガラス（31 粒子）と斜方輝石（40 粒子）の屈折率（n，γ）の range は 1.502-1.507
および 1.708-1.725 である。実際には、斜方輝石は多様な屈折率特性をもつ火山ガラスが含まれている
ようで、それらの値は、1.708（１粒子）、1.710-1.712（３粒子）。1.714-1.720（32 粒子）、1.723-1.725（４
粒子）からなる。
  MK26-1-5 に含まれる火山ガラス（14 粒子）の屈折率（n）の range は 1.495-1.501 でほかの試料に含
まれるそれより低い傾向にある。実際には、この range は、1.495-1.496（６粒子）と 1.498-1.501（８粒子）
からなる。また、斜方輝石（40 粒子）の屈折率（γ）の range は 1.709-1.729 で、MK26-1-4 同様広い。
その range は、実際には、1.709（２粒子）、1.711-1.721（35 粒子）、1.727-1.729（３粒子）からなる。
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地点・試料 　　　　　軽石・スコリア 　　　　　　　　　　火山ガラス
量 色調 最大径 量 　　形態 色調

　　pm（sp，fb） 白，透明
　　bw，pm（fb） 淡褐，透明

****：とくに多い，***：多い，**：中程度，*：少ない．
bw：バブル型，pm：軽石型，sp：スポンジ状，fb：繊維束状．

５　考察－テフラ粒子の起源について
　分析測定の対象となった試料のうち、黄色砂質細粒火山灰の様相を呈する MK26-1-3（6a 上層）には、
繊維束状やスポンジ状の無色透明や白色の軽石型火山ガラスが多く含まれており、火山ガラスの屈
折率特性を合わせると、十和田ａ火山灰（To-a，大池，1972，町田ほか，1981，町田・新井，1992，
2003）起源の火山ガラスが含まれている可能性が非常に高い。ただし、試料中に屈折率測定の対象と
なる 1/4mm 以上の斜方輝石が非常に少なく、測定対象となったものは、その屈折率特性から、比較
的近くの火山から噴出したテフラに由来するものと推定される。いずれにしても分析測定の対象と
なったテフラ層は、To-a と考えられる。
  また、MK26-1-4（灰色砂混じりシルト，6a 下層）に含まれる火山ガラスも、その形態や色調、さら
に屈折率特性から To-a に由来する可能性が高い。ただし、斜方輝石の屈折率の range が広いことか
らも、ほかのテフラに由来する粒子が多いことは明らかである。
　MK26-1-5（灰色砂混じりシルト，6b 上層）では、火山ガラスの屈折率特性も低く、To-a に由来す
る火山ガラスは検出されなかった。後期更新世のテフラに由来するとすれば、得られた値から、鳴子、
肘折、そして南九州の姶良などカルデラ火山起源のテフラを起源とする可能性が指摘される。もちろ
ん、本遺跡周辺に分布する中期更新世以前の火砕流堆積物に由来する可能性もあろう。実際、斜方輝
石の屈折率特性をみると、近傍の火山から噴出したテフラの屈折率特性とよく調和する。
　個々の火山ガラスや磁鉄鉱などの粒子の起源の解明がさらに必要な場合には、信頼度が高い電子プ
ローブマイクロアナライザ（EPMA）による主成分組成分析が役立つ。

６　ま　と　め
　平泉町無量光院跡で採取されたテフラ分析試料３点を対象に、テフラ検出分析、テフラ組成分析、
火山ガラスおよび鉱物（斜方輝石）の屈折率測定を実施した。その結果、MK26-1-3（6a 上層）が東
北地方における平安時代の重要な時空指標である十和田ａテフラ（To-a，915 年）から採取された可
能性の高いことが明らかになった。

文献
町田　洋・新井房夫（1992）火山灰アトラス．東京大学出版会，276p.
町田　洋・新井房夫（2003）新編火山灰アトラス．東京大学出版会，336p.
町田　洋・新井房夫・森脇　広（1981）日本海を渡ってきたテフラ．科学，51，p.562-569.
大池昭二・中川久夫・七崎　修・松山　力・米倉伸之（1966）馬淵川中・下流沿岸の段丘と火山灰．　　第四紀研究，５，p.29-35.
早田　勉・八木浩司・西城　潔・新井房夫・高田将志（1988）縄文時代の示標テフラ－吾妻火山灰（演旨）．　東北地理，40，p.231.

表１　テフラ検出分析結果
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bw：バブル型，md：中間型，pm：軽石型，cl：無色透明，pb：淡褐色，br：褐色，sp：スポンジ状，fb：繊維束状．
数字は粒子数．

地点・試料 　　　ol 　　　opx　　　cpx 　 am 　　　　bi　　　opq その他 合計

ol：カンラン石，opx：斜方輝石，cpx：単斜輝石，am：角閃石，bi：黒雲母，opq：不透明鉱物（おもに磁鉄鉱）．
数字は粒子数．

試料（層位） 　　　　　　　　　　火山ガラス　　　　　 　　　　斜方輝石 　文献

　　　屈折率（n）
測定

粒子数
　　屈折率（γ） 測定粒子数

MK26-1-3（6a上層） 　本報告

MK26-1-4（6a下層） 　本報告

（1.708，1.710-1.712， （1，3，32，4）

  1.714-1.720，

1.723-1.725）

MK26-1-5（6b上層） 　  　1.495-1.501 　本報告

（1.495-1.496，

1.498-1.501）
　　（6，8）（1.709，1.711-1.721，  （2，35，3）

  1.727-1.729）

岩手県南部の後期更新世以降の

代表的指標テフラ

白頭山苫小牧（B-Tm，10世紀）
（1.515-1.520）

　町田・新井（2003）

十和田ａ（To-a，915AD）      　　1.500-1.508 　町田・新井（2003）

榛名二ツ岳伊香保

（Hr-FP，６世紀中葉）
　 　  1.501-1.504 　町田・新井（2003）

十和田中掫（To-Cu，6ka） 　　　 1.508-1.512 　町田・新井（2003）

（安家火山灰，岩手県岩泉町） 　　　 1.507-1.513 　早田ほか（1988）

（吾妻火山灰，福島県東吾妻）　　　　1.507-1.512 　早田ほか（1988）

鬼界アカホヤ（K-Ah，7.3ka）　　　  1.508-1.516 　町田・新井（2003）

肘折尾花沢（Hj-O，11-12ka）　　　  1.499-1.504 　町田・新井（2003）

十和田八戸（To-H，15ka） 　　　  1.505-1.509 　町田・新井（2003）

浅間草津（As-K, 15-16.5ka）　　　　1.501-1.503 　町田・新井（2003）

浅間板鼻黄色（As-YP，15-16.5ka）　　　　1.501-1.505 　町田・新井（2003）

鳴子潟沼上原（Nr-KU） 　　　  1.492-1.500 　町田・新井（2003）

姶良Tn（AT, 28-30 ka） 　　　　1.499-1.501 　町田・新井（2003）

十和田大不動（To-Of, ≧32ka）  　　　1.505-1.511 　町田・新井（2003）

鳴子柳沢（Nr-Y，41-63 ka） 　町田・新井（2003）

焼石山形（Yk-Y） 　町田・新井（2003）

焼石村崎野（Yk-M） 　町田・新井（2003）

鳴子荷沢（Nr-N，90ka） 　町田・新井（2003）

*1：岩手県域での屈折率．（）：中央値およびmodal range．ka：1,000年前．*2：放射性炭素（ C）年代．  

表４　屈折率測定結果

表３　重鉱物組成分析結果

Ⅶ　自然科学分析
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７　無量光院跡出土の火山灰分析
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Ⅷ　総括（調査のまとめ）

　今回の調査内容についてはⅣ～Ⅵ章で、自然科学分析から明らかになった内容についてはⅦ章に掲
載している。ここでは調査内容と分析結果を整理し、本報告書のまとめに代えたい。特に本文中に時
期記載のない部分に関しては 12 世紀、平泉藤原氏に関する時期のことである。

無量光院跡第 26 次調査

・無量光院の北西端から東端にかけて細長く調査したことになる。
・予想されていた遺構としては土塁基底部、堀跡、池跡、池の排水溝、東門及び門前面にある石敷き遺構、
その他無量光院に伴う遺構、無量光院造営以前の遺構、近世奥州道中関連の施設などがあった。
・梵字が池とも呼ばれている無量光院の池跡は底面及び底面直上付近のみが良好な状態で残っていた。
特に汀線については 25 次調査の成果とも合わせて本池跡の北西部がこれまで想定されていたものと
は大きく異なり、入り江状に入り込む変化に富んだ形状をしていたことが明らかとなった。これに加
え底面から岸への立ち上がりも他の護岸が急角度で立ち上がっているのに対して、本調査区では緩や
かに立ち上がっていたことも判明している（あくまで底面からの立ち上がり部分に限ってのことであ
る。水面から出た池岸上部は残っていない）。史跡整備が進む無量光院の池跡の汀線を復元するにあ
たりこれは大きな成果となった。
・池の堆積土は厚さ 15㎝弱と薄いながらも後世における耕作の影響をあまり受けていないことが明ら
かとなった。それは池堆積土中に含まれていた炭化物の年代測定で 12 世紀との値が示されたことか
らも裏付けられたといえる。花粉・種子の分析からも当時の植生を復元するのに有益な成果を得るこ
とができた。
・池尻及び池排水路の発見も大きな成果であった。排水溝は池北西部にあり、撹乱を受けながらも残っ
ていた。地面を掘り下げただけの単純な造りであったが、北東部の猫間が淵方向へと水を流していた
ことが分かった。
・西側土塁下部には整地層が広がることが確認された。整地層については無量光院跡第５次調査で確
認されていたものの続きといえる。小規模な沢が入る旧地形を埋め立てて平坦面を造り、その上に土
塁を構築していたことが判明した。
・整地層は東端部にもある。無量光院跡第２・６次調査により見つかっていた整地層の続きである。
小規模な沢の入る旧地形を埋め立てて平坦にし、その上に土塁や東門（未確認）を構築したのだろう。
整地層の下には土坑や溝跡が複数あり、その中の２号土坑出土の炭化物の年代測定では 12 世紀前半
との数値が出ている。無量光院造営以前の状況について僅かではあるが確認できたことも今回の成果
の一つである。
・これらの整地層に使われた土砂の中に混じって無量光院造営期頃からそれ以前の遺物が含まれてい
た。かわらけの形態的特徴にもそれが現れており、加えて前述した年代測定の内容とも矛盾しない。
・東門前にあったと考えられる石敷き（道路か）は今回の調査では検出されなかった。この石敷きが
道路であったのならば比較的浅い面（現在の生活面に近い深さのところ）に敷かれていたであろうか
ら、県道工事の際に失われてしまったのであろう。
・池の周囲にあったと考えられる無量光院に伴う付属施設も検出されなかった。これについても遺構
が初めから無かったのか、遺構はあったが削平されたのかは判然としない。深く掘り込まれた遺構な
らば検出できたはずであるから、付属施設はあまりなかった空間であったと考えている。
・近世奥州街道は未検出であった。
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花立Ⅰ遺跡第 30 次調査

・今回の第 30 次調査は遺跡の北東端部を細長く調査したことになる（2,175㎡）。
・検出された遺構は溝跡３条、性格不明遺構３基、柱穴５個、旧河道３条であった。
・旧河道の中で最大規模のものは調査区北側に位置する２号旧河道である。２号旧河道は柳之御所遺
跡と無量光院跡の間を流れる旧河道（地名：猫間が淵）の中流域にあたることが分かった。２号旧河
道の底面付近からは縄文時代晩期末～弥生時代初頭頃の土器片が少量出土した他に樹木も出土してい
る。埋土中位には十和田ａ火山灰も途切れ途切れで堆積しているがこの時期の遺物遺構は見られな
かった。埋土上位からは 12 世紀の遺物が少量出土する。しかしこの場に廃棄されたというよりも更
に上流部に棄てられたものが流されてきたような出土状況であった。これまでに実施された猫間が淵
と呼ばれる旧河道の発掘調査と同様に 12 世紀段階には旧河道はかなり浅くなって現況に近い状態に
なっていたことが明らかとなった。
・調査区の南東部では溝跡、柱穴、性格不明遺構などが検出されたものの遺構の密度は薄かった。こ
れは県道の敷設により遺構検出面が削平されたことが最も大きな要因であろう。かつては県道西側に
広がる緩斜面地形が県道部まで続いていたのであろう。そのために道路建設の際に深く削られてし
まったと推測される。
・第 30 次調査の範囲は柳之御所遺跡と中尊寺の間に位置している。両遺跡は 12 世紀初頭の遺物が出
土しており平泉藤原氏初代清衡段階から機能していたことが分かっている。今回の調査では寺院と藤
原氏居館の間に位置していることから 12 世紀初頭の遺構・遺物が得られるのではないかと考えてい
たが、検出された遺構、出土遺物にの中で明らかに 12 世紀初頭となるものはなかった。
・調査した県道部分の多くは近世奥州街道と重なっていたとみられるが、街道の路面は残っていなかっ
た。

花立Ⅱ遺跡第 24 次調査

・今回の調査区は花立Ⅱ遺跡の北端部にあたり、北側は花立Ⅰ遺跡、東側は柳之御所遺跡（猫間が淵）、
南側は無量光院跡に隣接している。
・現在は住宅や県道によって削平され、ほとんどの調査区で旧表土は残っていないが、12 世紀には花
立山の東裾に広がる緩斜面地形であったと推測される。
・調査区北西部では旧河道が複数見つかっている（１～５号旧河道）。何れも小規模な旧河道であった。
この旧河道群は花立山の北側及び金鶏山から流れてきているもので、互いに近い場所にあり中には重
複する旧河道もある。同じ場所を流れていたのではなく、少しずつ流路が変わっていたことが分かっ
た。１・４号旧河道は 12 世紀よりも古い流路で 12 世紀後半頃には埋まりかけていたようである。５
号旧河道も 12 世紀よりも古い流路で 12 後半には埋められてしまうことが明らかとなった。２号旧河
道には 12 世紀の遺物が多く入っていたので、12 世紀の流路と判断した。これらの旧河道群を境にし
て北西側が花立Ⅰ遺跡に、南東側が花立Ⅱ遺跡になるのであろう。
・県道部分は遺構・遺物共に少ないものの遺構自体の残りは悪くはなく、遺構の分布する地区は居住
域であったと考えている。
・小公園部分の調査では井戸跡２基、土坑４基、溝跡７条、柱穴 20 個が検出された。柱穴は小規模
なものが殆どで住居となるような建物を構成するような柱穴はなかった。それでも井戸跡が２基見つ
かったことから、この場が居住域であった時期があったこと考えるのが自然であろう。その一方、土
坑（１～４号土坑）や溝跡（３～５号溝跡）からは細かく割れたかわらけや陶磁器の破片が多く出土
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した。出土遺物は量的には多かったが接合を試みても復元できないほど細かく割れたものが主体で、
これらは土坑や溝に廃棄された遺物である。何処か別の場所で捨てられていた（一定量溜まるまで仮
置きされていた）遺物類がこの場所に持ち込まれて捨てられていたようだ。かつて「居住域」であっ
たところが「廃棄の場」へと変わっていったといえ、遺跡縁辺部の利用状況の変わり様を示している
例となろうか。
・調査区南東端部は旧河道（６号旧河道）を埋め立てて整地し、堀（１号堀跡）を設けていることが
明らかとなった。旧河道は検出面で上幅 4.8 ｍ以上、深さは 1.8 ｍあり、花立山南辺部及び金鶏山東辺
から流れてきて、調査区内を抜けて猫間が淵へと合流すると想定される。この６号旧河道がなぜ埋め
立てられて整地されているのか。それは隣接する無量光院を造営するためである。整地層は本遺跡だ
けではなく、隣接する無量光院跡第 26 次調査区からも検出されている。両遺跡にまたがって確認さ
れた整地層の範囲は推定で北西 - 南東が 60 ｍ、北東 - 南西 40 ｍである。どうして無量光院造営に伴
う整地だと分かるのか、それは整地層の直上に無量光院の土塁が築かれているからである。また整地
した場所に無量光院とは直接関係のない施設が全く認められないことも、その根拠としてあげられる。
無量光院造営に伴う整地となればその時期は 12 世紀第４四半期になるだろう。
・６号旧河道を埋め立てて整地をするとともに堀（１号堀跡）を造っていることも明らかになった。
１号堀跡は推定上幅 4.5 ｍ、断面形がⅤ字形を呈し深さは 1.8 ｍ以上ある。調査区内では６号旧河道の
すぐ隣に１号堀跡が造られており、方向はＮ - １～ 10°- Ｅである。この方向のままで１号堀跡を調査
区外南側へと延長させると、無量光院西側にある堀跡と直線的に繋がる位置関係にあることが判明し
た。無量光院西側の土塁と堀跡はこれまで発掘調査は実施されていないものの、現況でも形状が把握
できるほど残りが良い。無量光院西側の堀跡の上幅は５～７ｍ、方向もＮ -10°- Ｅであり、１号堀跡
と近似値を示す。位置関係、規模、方向の共通性から１号堀跡は無量光院西側堀跡の一部であると結
論付けられよう。
　６号旧河道を流れていた水は、埋め立てられた後どうなるのか、恐らくは新たに造られた１号堀跡
に一旦注ぎ、無量光院内の苑池へと引き入れられていたと考えるのが最も自然であろう。無量光院跡
では池から西側堀跡へと蛇行しながら延びる導水溝が確認されている。無量光院跡廃絶後にはこの流
れも機能しなくなり、かつての６号旧河道に似た流路が再び出来たようである。整地層の上位にのる
自然堆積層がそれにあたるのだと解釈しており、16 世紀の瀬戸美濃産陶器なども出土している。
・１号堀跡は無量光院西辺部に巡らせた堀跡の北端部であるとの結論に至った。そうすると本遺跡南
端部は無量光院の一部であったとの解釈もできる。
・県道部分は近世には奥州街道であったようだが、街道であるといえる明確な遺構は検出されなかっ
た。これまでの発掘調査からも現在の生活面と近世の生活面は大きく違わないことは明らかである。
そうした中、遺構は路面から 70㎝以上掘削しなければ検出することは出来ないので街道の路面、側溝
などは失われてしまった可能性が高い。

Ⅶ　総括
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第 71 図　無量光院跡池跡想定図
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第 72 図　花立Ⅱ遺跡第 24 次調査検出の１号堀跡と無量光院跡西辺の堀跡

Ⅶ　総括
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第 73 図　平泉地形図（一部古地形を復元）
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写真図版１　平泉と衣川遠景

平泉と衣川を南から。北上川が右にあり南流（下方へ）する。写真手前にある太田川、写真上にある衣川が東へ流れて

北上川へと合流する。写真左側は奥羽山系から延びる丘陵群で、衣川のすぐ南の山中に中尊寺が見える。写真下に目を

転じると右下端からＪＲ東北本線が平泉町内へ向かって直線的に伸びている。この東北本線が町内に入り、斜め左上方

向へ折れ曲がった部分に無量光院跡がある。その東隣が伽羅御所跡、北西隣が花立Ⅰ・Ⅱ遺跡である。

写　真　図　版
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写真図版２　遺跡遠景
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遺跡遠景（東から）

長島と池、写真奥が金鶏山（東から）

写真図版３　遺跡遠景、無量光院跡

無
量
光
院
跡
第
26
次
調
査
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写真図版４　無量光院跡

無量光院跡西辺の土塁と堀跡（北から）

無量光院跡（西から） 本堂の礎石
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写真図版５　無量光院跡第 26 次調査区現況

この道路下に池が残っていた（北西から）

東部現況（西から）

基本土層（北西から）

県道中尊寺通り線　この下を調査した（白線は池汀線）
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写真図版６　池跡の調査１（北部）

調査区３　池跡検出（南から）

調査区３　池跡検出（北西から）

調査区３　池底からの立ち上がり

調査区３　小礫は池跡に伴うか判然としない（南から）
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写真図版７　池跡の調査２（北部）

調査区 30　池跡北西部平面（北東から）　写真左奥が本堂、中央奥が金鶏山

調査区 30　池跡北西部平面（北西から）

調査区 30　池跡北西部　岸への立ち上がり（北から）

調査区 30　池跡北西部断面（北から）
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写真図版８　池跡の調査３（北部）

調査区３　池跡の底から礫が出土（南から）調査区３　池跡、岸への立ち上がり付近（東から）

調査区３　池跡堆積土の検出状況（南から） 調査区３　池跡堆積土断面（東から）

調査区３　池跡堆積土断面（南から）

調査区３　池跡堆積土断面（東から）調査区６　池跡北西部平面（東から）
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写真図版９　池跡の調査４（北部）

調査区１　池跡北西部平面（東から）

調査区２　池跡北西部平面（東から）

調査区 11　池跡北西部平面（Ｅ→）

調査区 11　池跡の底面は平坦であった（南から）

調査区３　池底からの立ち上がりは緩やか（西から）

調査区３　池底からの立ち上がりは緩やか（南から）
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写真図版 10　池跡と排水の溝跡１（東部）

調査区 12　池跡東部と池排水の溝跡（南から）

調査区 12　池跡東部と排水の溝跡（東から）調査区 12　池跡東部と排水の溝跡（西から）
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写真図版 11　池跡と排水の溝跡２（東部）

調査区 28　池跡東部と池排水の溝跡（西から）

調査区 28　池排水の溝跡検出（北から）

調査区 28　池排水の溝跡完掘（北から）

調査区 12　池排水の溝跡検出（南から） 調査区 12　池排水の溝跡断面（南から）

調査区 12　池跡東部平面（南から）

調査区 12　池跡東部、削平されてはいるが池跡はもう

少し東まであったようだ（南から）
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写真図版 12　池跡と排水の溝跡３（東部）

調査区 28　奥：池跡東端、中：池排水の溝跡（東から）

調査区 12　池東端付近　堆積土が僅かに残る（南から）

調査区 28　池東端付近断面（北から）

調査区 12　奥：池跡東端、中：池排水の溝跡、手前：陸地（東から）
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写真図版 13　整地層（北西部）１

調査区５　平面（西から）

調査区 29　平面（西から）

調査区４　平面（西から）

調査区８　平面（西から）

調査区７　奥に土塁と堀が並んである（北から）

調査区７　猫間が淵に向かって低くなる地形だったようだ（北から）調査区７　現存する土塁のすぐ隣を調査した。
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写真図版 14　整地層（北西部）２

調査区７　北西部整地層検出（西から）

調査区７　北西部整地層・堀跡断面（南から）

調査区７　北西部整地層・堀跡断面（南から）

調査区７　北西部整地層断面（南から）
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調査区７　北西部整地層断面（南から）

調査区７　北西部整地層の立ち上がり断面（南から）

調査区７　北西部整地層の端部断面（南から）

写真図版 15　整地層（北西部）３
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写真図版 16　整地層（北西部）４

調査区 30　整地層は土塁の下にあった（北から）

調査区 30　北西部整地層・堀跡断面（北から）

調査区 30　北西部整地層・堀跡断面（北から）

調査区 30　北西部整地層立ち上がり（北から）

調査区 31　北西部整地層立ち上がり（北から） 調査区 31　北西部整地層立ち上がり（北から）

調査区 30　廃棄されたかわらけ（東から）
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写真図版 17　整地層（東部）１

調査区 13　東部整地層検出（南から）

調査区 14・15　東部整地層検出（西から）
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写真図版 18　整地層（東部）２

調査区 14・15　２号土坑平面と断面（南から）

調査区 15　東部整地層断面（南から） 調査区 15　東部整地層断面（南から）

調査区15　東部整地層と13号溝跡断面（南から） 調査区 15　東部整地層と３号土坑断面（南から）

調査区 15　東部整地層と９号溝跡断面（南から） 調査区 15　東部整地層と１号土坑断面（南から）
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写真図版 19　整地層（東部）３

調査区 21・22　東部整地層断面（東から）

調査区 21・22　東部整地層断面（南から）調査区 21・22　東部整地層平面（東から）

調査区 16　東部整地層平面（南東から） 調査区 15　東部整地層断面（南から）

調査区 17　東部整地層（南から） 調査区 15　東部整地層平・断面（南から）
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写真図版 20　整地層（東部）４

調査区 18　東部整地層平・断面（南から） 調査区 18　東部整地層の調査（北から）

調査区 19　東部整地層平・断面（南から） 調査区 19　東部整地層平面（南東から）

調査区 20　東部整地層平面（西から）

調査区 20　東部整地層平面（北から）調査区15　東部整地層14号溝跡（西から）
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写真図版 21　整地層（東部）５

調査区 21・22　東部整地層調査開始（南から） 調査区 22　東部整地層断面（東から）

調査区 22　東部整地層断面（北から） 調査区 22　東部整地層断面（北から）

調査区 22　東部整地層平面（東から） 調査区 22・23　東部整地層断面（西から）
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写真図版 22　整地層（東部）６

調査区 23　東部整地層断面（北から） 調査区 23　東部整地層、土坑、溝断面（北から）

調査区 23　東部整地層断面（北東から）

調査区 23　東部整地層平面（東から） 調査区 24　調査開始（西から）

調査区 24・25　東部整地層断面（東から） 調査区 24・25　東部整地層平面（南から）
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写真図版 23　整地層（東部）７ほか

調査区 26　調査開始（南から） 調査区 26　東部整地層断面（東から）

調査区 26　東部整地層平面（東から） 調査区 27　東部整地層平面（南から）

調査区 27　東部整地層断面（東から） 調査区 27　東部整地層平面（南から）

調査区８　調査風景（西から） 調査区６　池跡の掘り下げ（南から）
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写真図版 24 遺物出土状況

調査区 31

調査区 31

調査区 31

調査区 15

調査区 13

調査区 21

調査区 31 調査区 32

調査区 14
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上：推定汀線（西辺土塁から）　　下：推定汀線（上が西）

写真図版 25　池推定線
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写真図版 27  出土遺物２
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上：平泉・衣川遠景（南東から）、下左：遺跡遠景（西から）

写真図版 31　花立Ⅰ遺跡第 30 次調査区遠景ほか

花
立
Ⅰ
遺
跡
第
30
次
調
査
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調査区近景（南から）

左：調査区現況

道路下から旧河道が見つかった。右側の山が高館。

上：調査区現況、下：基本土層

写真図版 32　遺跡遠景、調査区現況ほか
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調査区 11　２号旧河道平面（南から）調査区 11　２号旧河道断面２（西から）

調査区 19　２号旧河道断面（西から）

調査区 19　２号旧河道平面（南東から）

調査区 25　２号旧河道平面（南東から） 調査区 25　２号旧河道断面（東から）

写真図版 33　調査区 11・19・25
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調査区 12　２号旧河道平面（北西から）

調査区 12　２号旧河道断面１（西から）

調査区 12　２号旧河道断面２（西から）

調査区 11　２号旧河道断面１（西から）

調査区 10　２号旧河道断面１（南から）

調査区 10　２号旧河道断面２（南西から）調査区 10　２号旧河道平面（南から）

写真図版 34　調査区 10 ～ 12
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調査区９　２号旧河道断面２（南西から）

調査区９　２号旧河道断面１（南西から）

調査区９　２号旧河道平・断面（北西から）

調査区８　２号旧河道平・断面（北西から）

調査区８　２号旧河道断面１（南西から）

調査区８　２号旧河道断面２（南西から）

調査区８　２号旧河道断面３（南西から）

写真図版 35　調査区８・９
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調査区８　２号旧河道断面４（南西から）

調査区 17　２号旧河道平・断面（南から）

調査区 34　平面（北西から）

調査区 34　ＳＸ 03 断面（南東から）調査区 34　ＳＸ 03 平面（南東から）

調査区 34　ＳＸ 02 平面（南東から）

調査区 34　３号溝断面（東から）

写真図版 36　調査区８・17・34
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調査区７　平面（北西から）調査区 24　平面（北西から）

調査区６　平面（北西から）調査区５　平面（北西から）

写真図版 37　調査区５～７・24
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調査区４　平面（南東から）

調査区 23　平面（北西から）

調査区 23　１・２号溝・ＳＸ 01 平面 ( 北→ )

調査区４　３号旧河道平・断面（西から）

調査区 23 　SX01 断面 ( 西から )

調査区 23　３号旧河道 断面 ( 西から )

写真図版 38　調査区４・23
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調査区 23 　２号溝 断面 ( 東から )調査区 23　１号溝 断面 ( 西→ )

写真図版 39　調査区 23、出土遺物
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上：平泉と衣川（北から）、下：遺跡近景（南から）

写真図版 40　平泉と衣川ほか
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上：平泉直上写真（右が北）　下：花立Ⅱ遺跡遠景（北から）

写真図版 41　花立Ⅱ遺跡遠景
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上：小公園西側平面（東から）、下：小公園東側平面（東から）

写真図版 42　小公園部分１
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上：１号土坑断面（東から）左：２号土坑断面（東から）

基本層序 １号井戸跡平面 ( 北西から )

１号井戸跡断面 ( 北西から )

２号井戸跡断面 ( 東から )

２号井戸跡平面 ( 南から )

１号土坑平面 ( 北から )

写真図版 43　小公園部分２ -183-



２号土坑平面（北東から） ３号土坑、２号溝跡平面（東から）

３号土坑断面（南から）４号土坑出土陶器 ( 西から )

４号土坑平面（南から）

１号溝跡 平面 ( 南東から )

１号溝跡 断面 ( 南から ) ２号溝跡断面 ( 西から )

写真図版 44　小公園部分３-184-



３・４・５号溝跡平面（東から）

３号溝跡断面（東から） ３号溝跡断面（北東から）

４・５号溝跡断面（南東から） ４・５号溝跡断面（北西から）

写真図版 45　小公園部分４
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６号溝跡断面 ( 南東から ) ６号溝跡断面 ( 北から )

６・７号溝跡平面 ( 南西から )７号溝跡 断面 ( 南東から )

調査区３　平面 ( 南東から )

調査区３　６号土坑・８号溝跡・１号旧河道平断面 ( 西→ )

調査区３　６号土坑断面 ( 東から )

写真図版 46　小公園部分５、調査区３
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調査区２　５号土坑平断面（北西から）

調査区２　平面（北西から）

調査区１　平面（南から）

調査区３　３号旧河道平断面（南から）

調査区３　１・２号旧河道平断面（西から）

調査区 13　７号土坑平断面（西から）

写真図版 47　調査区１～３・13

調査区１　ＳＸ０３平断面（北から）
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調査区 13　平面（南東から） 調査区 22　２号旧河道平面（北西から）

調査区 22　２号旧河道断面（西から）

調査区 21　平面（南東から） 調査区 21　１号旧河道・24 号溝跡断面（南西から）

写真図版 48　調査区 13・21・22-188-



調査区 15　断面（南から）

調査区 15　平面（北から）調査区 21　５号旧河道・８号溝跡断面（南西から）

調査区 20　平面（北西から）

調査区 20　平面（南東から）調査区 20　12 号溝跡平面（東から）

写真図版 49　調査区 15・20・21
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調査区 20　12 号溝跡断面（東から） 調査区 20　12 号溝跡 断面 ( 西から )

調査区 33　平面（南東から）

調査区 31　平面（北西から）

調査区 32　平面（南東から） 調査区 31　21 号溝跡平面（南から）

写真図版 50　調査区 20・31 ～ 33
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調査区 31　21 号溝跡断面 ( 西から ) 調査区 31　22 号溝跡断面（南西から）

調査区 31　22 号溝跡平面（北から） 調査区 31　23 号溝跡断面（南から）

調査区 31　23 号溝跡平面（北東から）

調査区 31　ＳＸ０２平面（東から） 調査区 14　平面（南から）

写真図版 51　調査区 14・31 -191-



調査区 16　平面（南東から）

上２枚：調査区 18 平面（南東から）

調査区 18　９号溝跡断面（南から）

調査区 18　９号溝跡平面（南東から）

調査区 18　10 号溝跡平面（西から） 調査区 18　10 号溝跡断面（西から）

写真図版 52　調査区 16・18-192-



調査区 18　ＳＸ０１断面（南から）

調査区 18　ＳＸ０１断面（南から） 調査区 18　ＳＸ０１平面（南から）

調査区 26　９号溝跡断面（南から）

調査区 26　９号溝跡平面（南東から）

調査区 27　13 号溝跡平断面（西から）

調査区 27　左：整地層検出（西から）、上：平面（南東から）

写真図版 53　調査区 18・26・27
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調査区 27　整地層断面（西から）

調査区 28　整地層平面（南から） 調査区 28　整地層平面（北から）

調査区 28　整地層北西部断面（西から） 調査区 28　整地層北西部と 14 号溝跡断面（西から）

写真図版 54　調査区 27・28
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調査区 28　整地層中央部断面（西から）

調査区 29 の現況　上：（北から）、右：（南東から）

調査区 28　整地層南東部断面（西から）

無量光院の土塁・堀跡（左）と調査区 29 調査区 29　15 号溝跡平断面（西から）

写真図版 55　調査区 28・29 -195-



調査区 29　整地層北西部断面（西から）

写真左が沢を埋めた整地層、右が堀跡

写真図版 56　調査区 29　整地層と堀跡平面
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調査区 29　整地層と堀跡の断面（西から）

　沢跡に堆積していた泥が底面に、その上位には沢を埋め立てて整地した粘土ブロックがのる。写真右側には、その

沢跡と整地層を切るように堀跡が見られる。堀埋土下位から 12 世紀後半のかわらけと下駄が出土した。

写真図版 57　調査区 29　整地層と堀跡

調査区 29　整地層と堀跡の断面（西から）
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調査区 29　整地層・堀跡平面（南東から） 調査区 29　整地層・堀跡平面（北西から）

写真図版 58　調査区 29・30　整地層と堀跡

調査区 30　整地層・堀跡平断面（東から）
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調査区 30　堀跡の検出状況（北東から）

調査区 30 の北西端整地層断面（東から）

調査区 30 の北西端整地層断面（北東から）

写真図版 59　調査区 30　整地層と堀跡
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写真図版 60　調査区 30　整地層と堀跡ほか

調査区 30　堀跡・端整地層断面（北東から）

調査区 30　整地層平面（北から）

無量光院西辺の土塁と堀跡は直線的に北へ続いている

無量光院西辺の堀跡は予想された場所を調査したが堀は見つからなかった
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写真図版 61　無量光院跡との関係、出土遺物

無量光院西辺の堀跡を直線的に延長すると、花立Ⅱ遺跡第 24 次調査検出の堀跡と位置は重なった

調査区 29　堀跡出土かわらけ（西から）

小公園　柱穴 13 出土かわらけ（北から）

小公園　４号溝跡出土かわらけ（東から）

小公園　３号溝跡出土かわらけ（北東から）

２号旧河道出土陶器（南から）

小公園　２号井戸跡出土木製品（北東から）
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安全柵で調査区を囲む

重機による路盤掘削

遺構検出・精査

住民のみなさんへの周知 平泉遺跡群調査整備指導委員会来跡

県道の舗装を取り除く

写真図版 62　調査状況ほか
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